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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　私は古びた箱を抱かかえながら道を歩いていた。

　次し第だいに箱の重みが増してくる。途と中ちゆうで捨ててしまいたい誘ゆう惑わくに駆かられるも、すぐに思い直して自分を励はげます。せっかくここまで頑がん張ばってきたんだから、あと少し！

　やがて分ぶん岐き点に到とう着ちやくした。立ち止まり、途と方ほうに暮れる。

　右と左、どちらへ行けばいいんだろう？　道みち標しるべの文字は掠かすれていて読めない。

　抱えている箱をふと見下ろす。

　そうだ、どちらの道へ進むべきかを示すヒントがこのなかに入っているんだった。

　喜び勇んで蓋ふたを開けた瞬しゆん間かん、手品のびっくり箱のように色とりどりの風船がぽんと飛び出し、空へ舞まい上がる。

　私は思わず手を伸のばした。それらの風船には名前があった。夢、願い、真実、祈いのり……、箱に入っていたものは私がこれまで辿たどってきた記き憶おくと想おもいだった。

　遥はるか彼方かなたへと、どこまでも自由に飛んでいく。

　目を細めてしばらく眺ながめたのち、視線を道標に戻もどす。

　そこで唐とう突とつに気づいた。

「そうか、この道の名は、未来」
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　小山を築く瓦が礫れきの上で、舞うように翻ひるがえる濃のう紺こんの衣ころも。

　裾すそに刺し繡しゆうされている白い花の模様が目にちらついた。一いつ瞬しゆん、本当に花びらが辺りに散ったかのような錯さつ覚かくを抱いだく。

「朝あさ火ひさん？」

　私はぼんやりと、小さな声で呼びかけた。なんだか夢でも見ている気分だ。

「朝火さんなの？……ここでなにを？」

　その声が耳に届いたのか、咲さきこぼれる花の衣をまとう人は──朝火さんは司し狼ろうに騎き乗じようした状態でこちらに顔を向け、見せつけるように堂々と剣けんを濡ぬらす血を払はらった。

　彼のそばには、荒あらい呼吸を繰くり返す二頭の獣けもの形がたの滸こ楽らくがいる。

　剣の血は滸楽たちに傷を与あたえたとき付着したものに違ちがいなかった。

　滸楽はぶるりと頭を振ふり、鼻の上に皺しわを作って低く唸うなった。濃のう厚こうな殺意が獣たちの身から発されていた。

　私がこの貴人区に到着する前から朝火さんと戦っていたらしい。劣れつ勢せいは明らかだ。それでも二頭の滸楽に引き下がる様子はない。憎ぞう悪おの溢あふれる強きよう烈れつな咆ほう哮こうを聞かせ、身構える。

「待っ……！」

　制止の声は、どちらにも聞き届けてもらえなかった。

　二頭の滸楽は勢いをつけて朝火さんに飛びかかった。

　すぐさま朝火さんは自身を乗せた司狼を走らせ、まずは動きが俊しゆん敏びんなほうの滸楽を仕留めにかかった。すれすれのところでその滸楽の牙きばを避よけ、振り向きざまに胴どう部分を斬きり捨てる。次に対たい峙じした滸楽の、目前まで迫せまる鋭えい利りな爪つめを、司狼の背から落下しそうになるほど身を仰のけ反らせてかわす。体勢を整えると同時に司狼を高くジャンプさせ、嚙かみ付こうとしていた滸楽の背に剣を突つき刺さした。

　獣たちの悲痛な鳴き声が大気に響ひびいた。でも朝火さんは気にとめもしない。荒っぽい手た綱づなさばきで司狼の位置を変えると、剣と同じくらいに冷たく硬こう質しつな視線をこちらに向ける。

　瓦礫の上に倒たおれ伏ふし、ずるずると斜しや面めんを滑すべり落ちる滸楽たち。苦しげに腹部を激しく上下させ、息も絶え絶えな様子だった。

　黒こく煙えんのような瘴しよう気きは今も晴れることなく周辺に薄うつすらと広がっている。そんな視界の悪いなかでも二頭の滸楽の毛並みが大量の血で濡れているのがはっきりとわかった。

「緋ひ宮みや」

　言葉を失い茫ぼう然ぜんとしていると、この無む慈じ悲ひな光景とはそぐわない甘い声で朝火さんに呼ばれ、私はかすかに身を震ふるわせた。心臓の音が激しい。耳みみ障ざわりに感じるほど。

　朝火さんは優やさしげな微び笑しようを浮うかべてもう一度、緋宮、と誘惑するように呼ぶ。

　──緋宮。その言葉を苦い思いとともに口のなかで転がす。天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいで、不思議異世界の蒸む槻き国を陰かげながら霊れい的てきに守護する女。

　日本生まれの平へい凡ぼんな女子高生でしかなかった私が運命の悪戯いたずらで蒸槻に迷い込み、なにひとつわからないまま緋宮として生活することになった。

　それは波乱の幕開けだった。

　紆う余よ曲きよく折せつの末、蒸槻の今いま帝みかどに命を狙ねらわれ、護女の権けん威いを支える『帰き鼓こ廷てい』の皆みなにも背そむかれて、天祖陽女神が辿った悲劇的な歴史を繰り返すかのように降格の憂うき目にあってしまう。

　緋宮を守る護ご剣けん士し……緋ひ剣けんと称しようされる五人の剣士ともばらばらになった。そのかわり、人間たちと敵対関係にある滸こ楽らく一族の実情を知り、彼らに対して少しずつ心が動き始めた。

　今の私は、滸楽と行動を共にしている。蒸槻に仇あだなすとがびとだ。

　予期せず対立する結果となった彼──緋剣の一人である朝火さんにこの場で叩たたき斬られても、なんらおかしくはないという状況だった。

　一見穏おだやかな風ふう貌ぼうで、だけど誰だれより激しい気き性しようを持つ彼は徹てつ底てい的に滸楽を憎にくみ抜ぬいている。

　子どもの頃ころに、家族を滸楽に奪うばわれたせいだ。

『緋宮』に向けた強い執しゆう着ちやくも、その憎悪を源としている。

　朝火さんはじっと私を見つめた。視線で絵が描えがけそうなくらい丹たん念ねんに。熱心さが伝わり、居い心地ごこちが悪くなる。

「次代の神性確立のために処断されたと聞いたが、俺は信じていなかった。これまでの様子を見ても、あなたはそう容易たやすく他者に手た折おられる女ではない。弱々しく無知ではあるが、必ず蘇よみがえりを果たす娘むすめだ。だが……なんと美しくなられた」

「……私は、どこも変わってないよ」

　自分に言い聞かせるように答え、気力で見つめ返す。少しのあいだ、お互たがいに口を噤つぐんだ。

　そもそもは、帰鼓廷側に監かん禁きんされているだろう伊い織おりたちを救出すべく、この陽よう都とに潜もぐり込んだんだった。緋剣の一人である伊織は、花神の過去にも深く関かかわる祖神を持ち、現世でも穢けがれ主ぬしの王になるという過か酷こくな定めを背負っている。

　でも結局居場所を摑つかめず、一時退たい却きやくしようと思っていたのだけれど──路の至る所に悪あつ鬼きが出しゆつ没ぼつし、疫えき神じんの猛もう威いにも晒さらされて壊かい滅めつ状態という有様。

　もしかすると陽都を襲おそった変異も、伊織が関わっているかもしれない。

　そんな迷いもあったし穢けがれに苦しむ人々も放ほうってはおけず、私たちは陽都にとどまった。

　皆で手分けして瘴気を祓はらう作業に勤いそしんでいた矢先、こうして朝火さんと再会することに。

　朝火さんは苦く笑しようを見せた。

「いや、やはり俺の見立てに間ま違ちがいはなかった。いずれ大花に化けるだろうと」

「髪かみが伸びて少し神じん力りよくが増しただけだよ。心は私のまま。顔や体型はなにも変わってないし」

「見た目を言っているのではないのだが。神力が身に馴な染じまれたのだろう？　ようやく受け入れた、というべきか。あるべきところに落ち着かれた。その様が美しい」

　感かん嘆たんには、思いの外敬けい慕ぼの響きがあった。恋こいするような華はなやぎも。

「俺の緋宮に、女神に、ふさわしい輝かがやく神気と清らなる面おもて。道理で次代の娘の呼び声にあめつちが応こたえぬはずだ。こうまでめざましく神なる威いを現す女が在るのならば」

　そう呟つぶやいて微笑を消すと、彼は改めてというように私を丹念に観察した。

　先ほどとは打って変わって、瞳ひとみには怒いかりと苦痛がこめられている。

「茨いばらの刻を迎むかえようとも決して頽くずおれることなく散りもせぬ、燦さん爛らんたる陽ひの乙女おとめ。なのにどうしてあなたはひたすら、けだものを選ぶのか。たちの悪い妖よう女じよに手玉にされている気分だ」

「朝火さん」

　名前を呼ぶのが精せい一いつ杯ぱいで、それ以上言葉が続かない。

　どれほど気持ちをこめて真剣に訴うつたえても、滸こ楽らくとの決別を誓ちかわない限りは決して受け入れてはくれないだろう。

　剣を片手に下げたまま、彼は司狼をこちらに少し進ませた。

　私を乗せている滸楽がぴりっと強い警けい戒かいをまとう。背の毛をぎゅっと握にぎり、滸楽が怒りにまかせて暴走しないよう合図する。

「知ち夏か、下がれ」

　すぐそばから響いた低い声に、はっと振り向く。

「この頑がん固こ者は一度、きつく叱しかってやらねば目を覚まさぬ」

　胡こ汀てい。荒ぶる気を隠かくし持つ、静かな藍あい色いろの瞳。星ほし神がみという異国神の魂たましいを抱える私の好きな人。彼もまた私と一いつ緒しよに滸楽の背に乗ってここにきたんだった。

　緋宮として目される前、頼たよる場所をもたない私を助けてくれた恩人でもある。目め尻じりを彩いろどる神秘的な刺青いれずみは、太古の世、星神が討うち取った神々の血で彫ほったものなのだという。

　胡汀を乗せた滸楽が、傷つけられて地に伏している仲間の姿を見やり、怒りの滲にじむ唸り声を上げる。

「滸楽たち、堪こらえて」

　闇やみ雲くもに突っかかっても朝火さんは倒せない。緋剣が握る隼はや鉄てつの剣は、通常の武器とは強度からして異なる。血をいくら浴びても錆さび付かず、魔ま性しようのモノも難なく切り裂さく。

「俺よりも滸楽の身が大事ですか？　命果つる日まで緋宮だけに服従したかったというのに。よくもこう、俺の心を容よう赦しやなく引き裂いてくれる……」

　私を笑え顔がおで睨にらみながら、朝火さんは苛いら立だたしげにもう一回剣の血をざっと払った。

　その無造作な仕草に、滸楽がさらに警戒を強め、ひっきりなしに威い嚇かくの声を上げ続ける。私や胡汀を背に乗せていなければ、制止を振り切ってすぐさま仲間の仇あだ討うちに走っただろう。

　朝火さんは冷ややかな表情を浮かべて私たちを順番に眺ながめ回した。

「まことに腹立たしいな。まれびとゆえの無む垢くさが神しん威いを高めるばかりでなく、けだものにまで情を傾かたむけるはめになったのか？」

「蒸む槻きの常識を知らないまれびとでも、罪とそうじゃないことの区別はつくよ。蒸槻に暮らすすべての人が善良だとは思わない。かといって、滸こ楽らくに絶対の正義があるとも思わない」

　滸楽の主張だけに共感し、特別扱あつかいしているわけじゃない……そう言ったつもりだったけれど、朝火さんはつれない素そ振ぶりで一いつ蹴しゆうした。

「そうか、あなたには蒸槻に叛はん意いを抱いだいたなどという自覚はひとかけらもないのだろうな。だからあめつちはあなたの神性を疑わず、手放さぬのだ。ならば緋剣たる俺が、あなたを正しく躾しつけねばならないか」

「朝火、いい加減にしろ。今は滸楽と切り結ぶときではないぞ」

　怒りで興奮がおさまらない様子の滸楽の背を軽く叩き、宥なだめながら胡こ汀ていは感情を殺した声で告げた。でも忠告は朝火さんの心に届かない。拒きよ絶ぜつもあらわな冷笑が返ってくる。

「時を選ばぬのが種族をかけた争いというものでは？　理ことわりや憐れん憫びんで断たち切れる程度の安易な望みならば、ないも同然だ。おまえこそ、澄すましている場合ではないぞ」

「都の崩ほう壊かいを前にしても一心に血を求めるのか。滅ほろびを自ら引き寄せているのが、なぜわからぬ」

「滸楽討とう伐ばつこそが、世の綻ほころびを防ぐ術だろうに」

　取りつく島もなくいなされて、胡汀は苦い顔をした。朝火さんは唇くちびるを笑みの形にし、私に顔を向けた。暗い激情がその瞳に映っていた。

「あぁまさか、緋宮。一刻も早くけだものどもを根絶やしにしてほしくて、あえて俺をこんなに挑ちよう発はつしているんですか？　ならばそれに応えようか」

「違ちがう！」

　私は大きな声を上げ、首を振ふった。自分の髪がはらはらと顔にかかり、視界を遮さえぎる。

　邪じや魔まに思って指先で乱暴に払はらうと、どうやらその様子を朝火さんはじっくり見つめていたらしい。そういう自分自身に呆あきれたように、笑い声を漏もらす。

「まさかあなたに見み惚とれる日が来ようとは。童わらわのようだったざんばら髪がみの頃を知っているせいか、尚なお更さらたおやかに見えるな」

「ざんばら髪……」

　高位の女性は髪を長く伸ばす。そういう風習があるのは知っているけれど、以前の私ってそこまで残念に思われていたのか。

「なるほど、今思えば、あなたを常に可か憐れんだの花のようだのと讃たたえていた伊織の目は確かだったか。正気を疑って悪いことをした」

　腹を立てるべきか、伊織に同情するべきか悩なやんでしまった。それとは別に、複雑な気分になる。私こそ、朝火さんにそんな言葉をかけられる日がくるなんて考えてもいなかった。

「しかしまだ、華きや奢しやであられる」

　朝火さんの視線にやや怖おじ気づいたとき、胡こ汀ていが不快そうに鼻を鳴らした。

「ふざけるな。話をごまかしてまだ争いを続けるつもりか」

「なにもごまかしてなどいない。緋ひ剣けんが緋宮を愛めでるのはなんら奇き異いではないだろう？」

　その切り返しに、胡汀は渋じゆう面めんを作った。もしかして朝火さんはわざと胡汀を揺ゆさぶっているんだろうか。

「楽しみにされるがいい。愛いとおしき女め神がみのために、俺が獣けものの血肉で山を築いて差し上げよう。数多あまたの死の上で微睡まどろむあなたも、きっと美しいことだろう」

　残ざん忍にんな微び笑しように、空から唾つばを飲む。本気で言っているのがわかる。

「私が喜ぶはずがないでしょう、そんなの」

「俺が喜ぶんですよ」

「……これ以上ひどい真似まねをしたら許さない！」

「ああ、緋宮は怒おこったほうが俺の好みだ。神気が揺らめき、嬲なぶられているような心地になる」

　心のなかで色々と朝火さんを罵ののしっておいた。Ｓで過激で、わからず屋！

「俺の気き性しようはとうにご存じのはずだが？　けだものを憎にくみ、緋宮を慕したう。それだけだ」

「今すぐ憎むのをやめてって言ってるんじゃないよ！　でも、他ほかにも目を向けてほしい」

　朝火さんは笑みを消した。

「他にも？」

　怒りに輝く瞳が私を貫つらぬいた。なにを言えば私が恐おそれを抱いて身を引くか、それを探しているようだった。

「なら、俺を色いろ巳みにでもなさるか？」

「色巳……？」

　なんだっただろう。一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、意味を思い出すと同時にかっと頰ほおが熱くなった。つまり緋宮の愛人ってこと。

「さっきから、なんでそういう……！」

「狩かった滸こ楽らくの毛皮を敷しき、そこであなたと遊ぶのも悪くない」

「朝火さん!!」

　たまりかねて叫さけんだ瞬しゆん間かん、彼はいきなり矢のように司し狼ろうをこちらへと疾しつ駆くさせた。大気を打つ勢いで袖そでを翻ひるがえし、片手にある鋭えい利りな剣を躊躇ためらいなく私に投げつける。

　たった一回瞬まばたきをするあいだに、宙を切り裂いて飛んでくる彼の剣が眼前まで迫せまってきていた。

　だめ、避よけきれない──。

「──おまえ……っ!!」

　横から別の剣が伸のびてきた。胡汀が滸楽ごと突つっ込むような勢いで私のほうに大きく身を乗り出し、朝火さんが投げつけた剣をあわやというところで弾はじき飛ばす。

　おかげで命を失わずにすんだものの、胡こ汀ていと私、それぞれを乗せていた滸こ楽らくたちが衝しよう突とつしかけてしまう。

「!?」

　ぶつからないようにと、私を乗せていた滸楽が慌あわてた動作で無理やり飛び退のいた。

　その急な動きについていけず、身体からだのバランスを崩くずして空中に放ほうり出された。受け身をとることもできない。がつっと勢いよく腰こしから落ち、地面に転がる。

「痛っ！」

　手首を地面に思い切りこすりつけてしまい、その痛みに肌はだが粟あわ立だつ。

「知夏！」

　胡汀の警けい戒かいの声に、急いで顔を上げる。うずくまっている場合じゃない。早く立ち上がらないと。

「──あ」

　都中に蔓延はびこる黒い瘴しよう気きよりも濃こい影かげが頭上に落ちた。

　花を散らした濃のう紺こんの衣ころも。地に転がり落ちたそのわずかな隙すきに、朝火さんが司狼を操あやつって目の前まで来ていた。

「朝火さん、今私を本気で殺そ……、ちょ、ちょっと！」

　じんじんと痛みを訴うつたえる手首を摑つかまれ、乱暴に司狼の上に引き上げられる。

「えっ!?……うわっ、わ」

　驚おどろきの声は黙もく殺さつされた。朝火さんの片かた腕うでが、危あやうい姿勢で彼の前側に乗った私の腰を支える。背が仰のけ反り、自分の髪かみが開いた扇おうぎのように、ぱあっと宙に広がった。

「下ろして！　手を離はなしてってば！」

　朝火さんは一連の流れのなかで司狼を素す早ばやく方向転てん換かんさせ、体勢を整えた胡汀や滸楽たちからさっと距きよ離りを取った。その途と中ちゆう、地面に突き刺ささっていた自分の剣も抜ぬけ目なく回収する。

　ここで遅おそまきながら、ようやく朝火さんの行動の意味を理解した。

　さっきこの剣を力ちから一いつ杯ぱい投げつけたのは私を殺すためじゃなく攫さらうためだったのか。

「朝火っ!!」

　胡汀の怒ど声せいが耳に届いた。振り向くと同時に、別の方向からいくつもの矢が宙を駆かけてくるのに気づく。私たちと胡汀のあいだに、その矢は次々と降ってきた。私の後ろに乗っている朝火さんも突とつ然ぜんの奇き襲しゆうに驚きを見せた。

　いったい誰だれが矢を？

　茫ぼう然ぜんと視線をさまよわせ、ぎょっとする。見覚えのある人物が目に飛び込んできた。

　戦いくさ装束の上に豪ごう奢しやな厚地の羽織をかけた恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの男性──白しら雨さめさんの実父の鷲わし見みさんだ。美び貌ぼうの名残なごりのある顔立ちに、狡こう猾かつな眼まな差ざし。味方にも敵にもしたくない、難しい人。

　緋ひ色いろののぼりを置いた平屋造りの鍛か冶じ場ばが並ぶ通りに架かけられた石橋から、その鷲見さんを先頭にして司狼に乗った剣けん士し集団が出現する。

「なんだ、こいつらは？」

　胡こ汀ていが訝いぶかしげに見み遣やるのも当然だった。

　回かい絽ろ廷てい側の戦衣を着込んだ剣士たち、それから鷲見さんの屋や敷しきで見た私兵という異色の混合軍だ。合わせて五十人程度だろうか。

　鷲見さんと目が合う。愉ゆ悦えつを感じているような、ねっとりとした微笑が彼の顔に浮うかんだ。

「蒸む槻きに仇あだなすまれびとの方がおられたぞ！　捕とらえよ!!」

　鷲見さんは喜びを隠かくそうともせず、勇ましく声を張り上げた。意気の上がった回絽廷剣士たちが力強く応こたえ、一いつ斉せいにこちらに行進する。胡汀が表情を険しくさせて、彼らを見つめた。

「油断をしてはならぬ、あの者は呪じゆ術じゆつを得手とする緋剣だ。無む闇やみに接近せず、矢を打ち続けよ。術を使わせるな！」

　それを聞いて私兵たちは回絽廷剣士の列から離れ、石橋の欄らん干かんを前にして並んだ。術を発動させようとしていた胡汀に狙ねらいを定める。

　いくら胡汀の術が強くても、この人数を一人で制するのは難しい。それに私までも囚とらわれの状態となってしまった。もがもがと暴れるも、朝火さんは拘こう束そくの腕うでを緩ゆるめてくれない。

「打て！」

　鷲見さんの号令とともに私兵たちが矢を放ってきた。胡汀は剣を振るって矢を弾き、滸こ楽らくを後退させた。

　焦あせりと苛いら立だちが同時に生まれる。正直なことを言えば、疫えき神じんの猛もう威いが去るまでは保身第一の回絽廷が積極的に干かん渉しようしてくることはないだろうと決めつけていた部分がある。理由なく思い込んだわけじゃない。以前に回絽廷が静観の立場を取っているという話を聞いたからだ。

　保身云うん々ぬんとは別に、どこの国でも災害時に要人の安全を優先するのは同じ。門を閉とざし、防ぼう御ぎよしないと国が機能しなくなる。

　そういう状じよう況きようなので、短期間なら都にいても討とう伐ばつされる危険は少ないと考えた。楽観的すぎるとどこかで危ぶむ気持ちもあったけれど、都の荒こう廃はいはどうしても見過ごせない。

「さあ、邪じやたるけだものは始末し、先代様を捕ほ縛ばくせよ！」

　回絽廷剣士たちが、さっきまで私を乗せていた滸楽に接近する。胡汀のほうは弓を構える私兵の相手で手一杯の様子だった。

　悩なやむのは後回しだ。まずは胡汀をこの場から逃にがし、別の場所で病人の救助活動にあたっている仲間たちに知らせる必要がある。私のほうはそのあと考えればいい。

「朝火殿どの、先代様をこちらへ。胡汀殿どのと邪じや悪あくな滸楽は我らがほどなく仕留めますゆえに」

　鷲見さんの、余よ裕ゆうの宣言に顔が強こわ張ばった。

　──とめないと！

「誰を仕留めるっていうの!!　私たちが滸こ楽らくとここでなにをしていたか、都の人に聞きなさい！　あなたたちは蒸む槻きに現れた悪あつ鬼きや瘴気を祓はらう者をけだものと呼び、討伐するつもり!?」

　勇気を奮い起こして怒ど鳴なりつけると、胡こ汀ていに次の矢を降らせようとしていた私兵たちが動きを止め、戸と惑まどいの眼差しをこちらに向けた。

　今のうちに早く逃げてー!!　と胸中で訴えながら、胡汀にさっと合図の視線を送る。

「あなた方はここに来るまでなにをしていたんですか！」

　早く！　私の強気は自じ慢まんじゃないけど長持ちしない！

　厳いかめしい態度を必死に作りつつ、こっそりと指も動かしてみる。胡汀は目を眇すがめ、ぞくぞくするような不ふ機き嫌げん顔を浮かべた。あとで怒おこられる……でも意図は伝わった！

「いがみ合って剣を向ける前に、今は薬を手にとって、道に倒たおれている人たちを救うほうに力を注ぐべきでしょう！」

　気勢を削そがれた敵兵たちが武器を下ろし、顔を見合わせる。その一いつ瞬しゆんの隙をついて、胡汀が荒あらっぽく術を放った。二つの尾おを持つ小型の怪かい鳥ちようを何羽も作り出し、敵兵を襲おそわせる。

　敵兵の意識を怪鳥へと逸らし、そのあいだに躊躇ためらう滸楽を促うながして仲間のもとに向かってくれる……と思いきや、なんでこっちに突とつ進しんしてくるの!?

「ええっ、胡汀、待っ」

　言い終わらないうちに、胡汀が接近する。我に返った朝火さんが司狼を移動させるより、胡汀の攻こう撃げきのほうが早かった。

　胡汀は片手で滸楽の背の毛を摑み、体勢を安定させると、隼はや鉄てつの剣けんを振ふり上げた。

　閃ひらめくその刃やいばを舌打ちとともに朝火さんが受け止める。

　がきっと身が竦すくむような刃は物ものの衝突音がした。二人とも、その手に握にぎられているのが隼鉄の剣でなければ刀身が折れていたんじゃないだろうか。

　火花を散らしながら刃を受け流し、胡汀が滸楽を数歩下がらせる。濃のう厚こうな怒いかり。私は思わず朝火さんの胸にしがみついた。

「こ、胡汀！」

　朝火さんが防いでくれなければ私まで一刀両断だったよ、今の……っ。

　私を守るだろうと展開を読んで全力でかかってきた……っていうか、朝火さんもそういえばさっき私を餌えさにしたような。これはその仕返し!?

　間を置かず、胡汀は滸楽を高く跳ちよう躍やくさせた。私が密ひそかに送った「逃げろ」っていう合図は絶対に伝わっているだろうに、どうしてうちの緋剣はこんなにふてぶてしくて自由奔ほん放ぽうなの！

　刃がぶつかる凄すさまじい音が、また響ひびく。私は戦せん々せん恐きよう々きようと視線を動かした。わずか数十センチ先で交わる二人の剣。胡汀ったらマジ鬼き神しん顔になってる！

「甘い顔をすれば、つけあがりやがって。本気で叩たたき潰つぶしてやろうか」

「上等だ。やってみろ。だがおまえにできるのか、胡汀？」

　売り言葉に買い言葉な二人だった。しまった、緋剣のなかでこの二人はとくに好戦的！　譲ゆずり合う気がまったくない！

　意識が霞かすみそうになったとき、天がやっと味方してくれた。

　ばちばちと睨にらみ合う二人のそばに、異変を察して香こう人じん区から駆けつけてきたらしき仲間剣士と滸こ楽らくが現れる。

「胡こ汀てい様、知夏様、ご無事で!?」

　彼らに強張った笑えみを返す。私たちは無事だけど、重傷の滸楽がいる。

「朝火様が我らの乙女おとめをかどわかそうとするとは」

「我らにおまかせを」

　頼たのもしい言葉。けれど援えん軍ぐんを素す直なおに喜べないのは、彼らが胡汀の部下の剣士たちだったためだ。上司の胡汀が戦せん闘とう中なのを見て取ると、右にならえで好戦的に私兵たちに刃を向ける。

「たとえ朝火様とはいえ敵対するなら容よう赦しやはせぬ。我らは命ある限り砕くだけぬ剣」

「乙女を奪だつ還かんし、全ぜん滅めつさせる」

　相手が回かい絽ろ廷ていだろうと帰き鼓こ廷ていだろうとおかまいなしといわんばかりの不敵な面つら構がまえ。どうしよう、俺様すぎる。

「本当にもう、この上司にしてこの部下……！」

　青ざめて苦く悶もんする私をよそに、敵兵との争いが再開してしまう。剣と矢、怒ど号ごうと咆ほう哮こうが瞬またたく間に混じり合い、目が眩くらむような乱戦具合。

　それなのに胡汀と朝火さんはこの騒々しさのなかで互たがいしか見ていない。少しずつ位置を変えながら相手の隙すきを窺うかがっている。

「融ゆう通ずうのきかぬ馬ば鹿か者め。さっさと知夏を返せ」

「忘れたか胡汀。緋宮の寵ちようは、独ひとり占じめできぬと以前諭さとしたはずだ」

「その阿あ呆ほ鳥どりから護女の冠かんを奪うばったのはおまえたちだろうが。もはやただのまれびとだ。だったら俺が抱だいてよかろうに」

　こんな緊きん迫ぱくした状況で、なおかつ胡汀には恐おそろしい目で睨まれているのに、どきりとした。

　慌あわてて司し狼ろうから降りようとするも、かなわない。朝火さんはわずかな抵てい抗こうさえ許さないというように私の腰こしを支える腕にぐっと力を込めた。私が苦痛の表情を浮かべると、優やさしいのにどこか嗜し虐ぎやく的な作り物の微び笑しようを見せる。

「俺には阿呆鳥には見えぬ」

「なんだと？」

「高貴な美しい女だ。かしずきたくなるくらい。あるいは、口付けたいくらい」

　挑ちよう発はつだとわかっていても、朝火さんの甘ったるい発言に驚おどろいてしまう。

　胡汀は眉み間けんに皺しわを寄せると、突とつ撃げきしたくてうずうずしている滸楽を抑おさえながらその背の上で剣を構え直した。

「おまえの目にどう映ろうとも、それは──俺が妻にしたいと思う唯ゆい一いつの鳥だ」

　……え？

　私はゆっくりと瞬きをし、胡こ汀ていのほうを振り向いた。

「だからもう、傷つけずに返せ」

「──胡汀」

「好き勝手に飛び跳はねてはいつも羽をぼろぼろにする。だから俺が鳥とり籠かごとなり、守っていく。返してくれ」

　胡汀の静かな声に、私は混乱を深めた。待って、返せという言葉の前に、なにを言ったの？

　私を──妻に？

　一瞬で頰ほおを燃やし、一瞬で落らく胆たんした。

　花神の末まつ裔えいだから？

　髪かみが伸のびて神気も増した。肌はだもなんだかつやつやになった。星神の目線で、今も私を見ている？

「緋宮の独どく占せんはならぬと言ったろうに」

　朝火さんは喉のどの奥で笑うと、俯うつむく私の後頭部に唇くちびるを押し付けた。その直後、ざっと地面を蹴ける音が耳に届く。胡汀が滸こ楽らくを走らせ、こっちへ再び攻撃を仕し掛かけてきた。

　朝火さんは私の身を抱かかえ込んで自分の胸に押し付けると、胡汀が振り下ろした剣を力任せに弾はじいた。司狼を下がらせて距きよ離りを取ろうとするも、胡汀を乗せた滸楽が先回りしてその行動を阻そ止しする。上段から繰くり出される白はく刃じん。受け止める刃もまた、鋭えい利りで強きよう烈れつだった。

　再びの剣けん戟げきの音。一いち撃げきごとに、びくっと肩かたが跳ねてしまう。

「なんて意固地なのか！　だいたい、春日かすがは、どうした！」

「あめつちが！　この知夏という娘むすめを、緋宮の座から降ろさせぬ！」

「今いま更さら、なにを！　おまえは、あの女を、選んだのだろうが！」

「俺が選ぶのは、『緋ひ宮みや』だ！」

　二人は剣を互いに叩き付けながら、荒い息の下、怒鳴り合った。

　朝火さんとともに騎き乗じようしている私はといえば、落ちないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで、とても言葉を挟はさめる余よ裕ゆうはない。シェイカーのなかに入れられた気分だ。頭もくらくらし始める。

「ならば！　なぜ知夏に、緋宮に、従おうとしない！」

「正しい命令ならば、いくらでも！」

「是ぜ非ひを、おまえが判ずるな！」

「主あるじの不義を正すのも、緋剣のつとめ！」

「都を救いに来た者の、なにが不義だ。なぜ、この現うつつを認めぬ！」

「俺に、滸楽を──許せというのか!!」

　朝火さんの、一ひと際きわ激しい怒りがこもった渾こん身しんの一撃に、胡汀は剣を落としてしまった。彼を騎乗させている滸こ楽らくが次の攻撃を浴びないようにと素す早ばやく後退する。

　そのおかげで嵐あらしのようだった攻こう防ぼうがようやく終わり、私と朝火さんを乗せている司狼の動きも幾いく分ぶん落ち着いた。

　とはいえ揺ゆさぶられ続けた衝しよう撃げきがすぐに去るわけじゃない。視界が何重にもぶれている。

　私は頭を押さえながら胡こ汀ていの姿を探した。

　彼は貴人区画の端はしを示す、鮮あざやかな浅あさ葱ぎ色いろの大橋の手前まで下がっていた。乱れた髪が頰にかかっている。呼吸も荒い。藍あい色いろの瞳ひとみは、濁にごった大気のなかにいるせいで黒曜石のように濃こく見えた。怒りと闘とう争そう心で、濡ぬれたように輝かがやいている。

　怖こわいような、それでいて胸を疼うずかせるような、力強く魅み力りよくある表情だった。

「知夏を緋宮として再び認めるのか？　ではおまえは、自身の怨うらみに女め神がみを添そわせるのか。……月日の流れとともに、緋宮や祇ぎ官かんたちの能力が衰おとろえてきている理由を考えたことは？　神なるものの意思を捩じ曲げ、人の欲よくの道具にした代だい償しようではないのか？」

　胡汀は呼吸を整えながら、感情を殺した声こわ音ねで尋たずねた。

　朝火さんも息を深く吐はき、一いつ旦たん剣けん先さきを地面に向けた。目眩めまいのおさまらない私をちらりと見下ろし、思いの外冷静な表情を浮かべる。

「人の欲こそが歴史を作る──いや、そんな戯ざれ言ごとなどどうでもいい。人にとって悪ならば、滸楽も穢けがれ主ぬしも滅ほろぼすのみだ」

「ごまかすな。おまえにとっての悪だろうに」

　即そく座ざに応おう酬しゆうした胡汀を、朝火さんは厳しい目で見つめた。

「そうだ、それのなにが悪い？」

「朝火」

「確かに俺は滸楽を滅めつするために生きている。だが、憎にくしみばかりでこのまれびと女神に従わぬわけじゃない。世の在り方を……人が幸さちを得る世とはどういうものか、思いを馳はせるときとてある」

　朝火さんの言葉に、胡汀は訝いぶかしげな顔をした。

「緋宮が権力よりも平へい穏おんを求める娘であることはわかっている。個としての望みならかまわない。だが国にとってと考えたとき、それはまことに幸いなのか？」

「誤りだと言いたいのか？」

「傀かい儡らいのごとくに従うのが道理と、おまえも伊織も白雨も確信しているようだがな──では訊きくが、その後は？」

　黙もくする胡汀に代わって、私は口を開いた。

「その後って……？」

　私の腰を抱く朝火さんの手に緊きん張ちようが走った。ぼんやりと朝火さんの顔を見つめる。

　柔やわらかそうな髪。激しい鼓こ動どうと硬かたい胸。汗あせが首筋を伝っていた。胡汀と似た荒あら々あらしくも美しい、男の顔だった。

「そう、異形との共きよう棲せいを願うまれびと女神に従ったその後だ。神かむ人びとの多くは、ただびとよりも長ちよう寿じゆだな。だが不死ではない。この女神が死したあとはどうする」

　胡こ汀ていが息を吞のんだ。私もまた、驚きに目を見開く。

　私が死んだあと？

「女神の存命中はいい、歴代の護女よりも苛か烈れつな神力を宿すまれびとだ、泰たい平へいの世を保つことで、不服を唱える者たちを牽けん制せいできる。帰き鼓こ廷ていが協力すれば、回かい絽ろ廷ていも従わざるを得ない。だがそれは、決して女神の望みに共感したわけじゃない。この女神の死後、世はどう動く？　人々の不満は一気に噴ふき上がるぞ。誰だれもその恐ろしさを考えてはいないだろう」

　朝火さんは視線を周囲に向けた。

　対話をしているのは私たちだけで、少し離はなれた場所では激しい争いが続いている。終わらない血の戦い。それが、朝火さんの言葉を裏付けているような気がした。

「抑よく圧あつされていたからこそ反動も凄すさまじかろうな。次の護女がこのまれびとよりも神力に優すぐれ、なおかつ異形擁よう護ごの立場を貫つらぬくならばいいだろうが、そんな奇き蹟せきが再び起こるとでも？　この女神はまれびとがゆえの柔じゆう軟なんさと特異さで、蒸む槻きを眺ながめているはずだ。我らとは違ちがって滸こ楽らくに対する嫌けん悪おをそもそも持ち合わせていない。だが、一代のみの恩情だろうが」

　私も胡汀も言葉を返せなかった。朝火さんの冷静な指し摘てきに気け圧おされ、否定できない。

　そうだ、私の意思を次の護女が継つぐとは限らない。現に春日さんは真っ向から反対する立場を見せた。それがこの国では当然の反応だ。

「国が大いに乱れるぞ。一度受け入れたあとで手のひらを返し、排はいする道を選ぶ……そんな移り気な人々を異形どもは一層憎むだろう。人という種がかつてない危機に晒さらされる。その責任を負えるのか！」

　無意識に身体からだがぶるりと震ふるえた。

「だから今、まだ人に余力があるうちに、滸楽という種が栄えぬうちに滅ぼすべきだ」

　共存の可能性を見つけること。私のその考えは、誤りだったんだろうか？

　唇を嚙かみ締しめたとき、胡汀がふと音もなく滸楽の背から下りた。この会話に戸と惑まどいを隠かくせないでいる滸楽の鼻先を、軽く撫なでる。情を感じる触ふれ方だった。

「──では、世とは人だけが満足すればいいのか？」

　今度は朝火さんが口を閉とざす。

「人のみでは、世はいずれ衰すい退たいする。そうは思わないか？」

「俺は、人以外の種はすべて滅べと言っているのでは──」

　朝火さんは答える途と中ちゆうでふいに顔を強こわ張ばらせ、地面から四し肢しを引き剝はがすような勢いで司し狼ろうを後退させた。前まえ触ぶれのない急激な動きについていけず、がくっと首が大きく仰のけ反る。朝火さんが片かた腕うでで背中を押さえてくれていなければ、地面に転がり落ちてしまったかもしれない。

「な、なにっ？」

　あたふたしながら振ふり向けば、さっきまで私たちがいた場所に幾いく分ぶん小こ柄がらな獣けもの形がたの滸こ楽らくが降り立っている。どうやら機を狙ねらって、橋の欄らん干かんの陰かげから飛びかかってきたらしい。

　その滸楽を思わず凝ぎよう視しした。

「洲す沙さ？」

　脳のう裏りに、利口そうな顔立ちをした十歳前後の少年の姿がよぎる。彼の母は人間たちに殺された。父親は蒸む槻きの王である俱く七な帝ていの命令で、国を守護する界の川に沈しずめられた。

　私はその瞬しゆん間かんを自分の目で見た──。

「煩わずらわしいけだものめ、鼠ねずみのごとくちょろちょろと！」

　朝火さんは舌打ちまじりに罵ののしると、闘争心を復活させて剣けんを強く握にぎり締めた。胡こ汀ていとの対話で一いつ旦たんは静まっていた怒いかりがぶり返したようだった。

　幼いながらも大人顔負けの男気と度胸を持つ洲沙だ、おそらく私を朝火さんの手から取り返そうと考えたんだろう。朝火さんが放つ殺気にも怯ひるまず果か敢かんに飛びかかってくる。

「だめっ、洲沙。戻もどって！」

　血の気が引く。いくらなんでも無茶だ。

　義ぎ俠きよう心しんだけではどうしたって覆くつがえせないこともある。私という荷物を抱かかえていてさえ朝火さんのほうが断然強い。剣の技量のみで比ひ較かくするなら胡汀よりも腕うでが上だった。

「胡汀のもとへ行って！」

「緋ひ宮みや、あなたはどこまでけだものの身を案じるのか。俺の心情などおかまいなしですか？」

「苦し……っ、朝火さん！」

　身体をぐっと彼の胸に押し付けられ、呼吸が一いつ瞬しゆん乱れた。見下ろす眼まな差ざしは心臓が凍こおりそうになるほど冷たい。

「やはり殺し尽つくさねば、あなたの意思は変えられぬということか！」

　苛いら立だちとともに朝火さんは司狼を操あやつり、牙きばを剝むく洲沙に剣を閃ひらめかせる。それを見て全身に鳥とり肌はだが立った。洲沙は胴どうを捻ひねって横へ逃のがれ、その攻こう撃げきをかわしたけれど、間かん一いつ髪ぱつという危あやうさだ。しゅっと斬きられた毛が宙に舞まう。

　少し離れた場所にいた胡汀が慌あわてて加勢に来ようとするも、邪じや魔まが入ってしまった。

　数人の敵兵がこちらの状態に目を留め、気き迫はくのこもった掛かけ声とともに司狼を駆かって突とつ撃げきしてくる。一人が弓を構えた。胡汀は腹立たしげに射手の放つ矢を剣で弾はじき飛ばした。

「埒らちが明かぬ！」

　胡汀は低くこぼした。矢と剣の両方で攻せめられ、術を使う暇ひまがないんだろう。

　彼以外の助けは期待できそうにない。周囲はまだ激しい乱戦の最中だ。あとからあとから新たな敵兵たちが駆けつけてくるため、胡汀の部下は場を制しきれないようだった。

　数で押されているのは明らかだ。これ以上長引けば、味方の少ない私たちはさらなる窮きゆう地ちに陥おちいる。

「貴人区まで悪あしきモノどもが忍しのび込んでくるとは──あなたは自分がなにをしたのか、この様子をご覧になってもわからぬか。安易な憐れん憫びんで人とけだものとの確かく執しつの深さを誤断し、無理に結びつけようとした結果がこの惨さん状じようだ。案の定陽よう都とは穢けがれ、瀕ひん死しのていではないか」

　災いの発端は滸こ楽らくへの情だと言いたいんだろう。朝火さんの批判に、私は無言で視線を返した。詰なじられて弱気になったのでも狼狽うろたえたわけでもない。ただこの切せつ迫ぱくした状じよう況きようのなかで、自分が辿たどり着いた答えを簡潔に説明できる自信がなかっただけだ。

　答えなくとも、私が屈くつするつもりはないと伝わったらしい。

「腹の立つことだ、その強さをなぜ捩ねじ曲げ、けだものを救うことばかりに腐ふ心しんするのです」

　焦じれったそうに詰きつ問もんする朝火さんを見て、洲す沙さがまたも無む謀ぼうな攻撃を仕し掛かけてきた。

　朝火さんはもがく私を片手で押さえ込むと、橋の向かいに設けられていた瓦が解かい寸前の赤屋根の亭ていまで難なく洲沙を追いつめた。

　亭の欄干を飛び越こえて逃れようとする洲沙の手前まで、朝火さんは司狼を接近させた。

「やめて、この子は殺してはだめ！」

　洲沙の背に剣を振り下ろそうとする朝火さんの手に両りよう腕うでを巻き付け、訴うつたえる。

「緋宮!!　あなたという女は本当に……！」

「洲沙、胡こ汀ていたちと早く、皆みんなのところに戻っ──」

　最後まで口にすることはできなかった。朝火さんの全身が深い怒りの気配に包まれる。

「俺の心の内を知りながら、なお滸楽を案じるのか！」

　叩たたくような勢いで腕を振り払はらわれ、私は身体のバランスを崩くずして地面に落下した。

　したたかに腰こしを打ち付け、その痛みと衝しよう撃げきに息が詰つまる。欄干の上に身を乗り出していた洲沙が慌てた様子で振り向き、動くこともできずに小さく呻うめく私の襟えりを咥くわえて引きずり寄せた。少しでも朝火さんから距きよ離りを取ろうとしたんだろう。でも意味のない抵てい抗こうだった。

　朝火さんは荒あらっぽい動作で司狼から降りると、凍こごえた目で私たちを見下ろした。

「無む駄だな抗あらがいをするから、傷を負うのです」

　冷たく吐はき捨てられた言葉に、洲沙が威い嚇かくの声を上げ、いつでも飛びかかれるようにと頭の位置を低くする。

「待って洲沙、戦ってはだめ。この人は」

　急いで洲沙の頭を抱え込み、言いよどむ。

　朝火さんはたぶん──洲沙の実母である木き瀬せさんの実じつ兄けいだ。

　その事実を告げた場合、朝火さんは、洲沙は、これからどうなるんだろう？

　彼らを素す早ばやく交こう互ごに見み遣やる。もどかしさと恐おそれが胸のなかでせめぎあった。

「緋宮、どけ。今のあなたを殺あやめるつもりはない」

　彼は冷めきった表情で、剣けん先さきを洲沙に向けた。

　濃のう厚こうな憎ぞう悪おをまとって嚙み付こうとする洲す沙さを必死に抱だきしめ、朝火さんの剣から庇かばう。

「あなたへの仕置きはあとだ。まずはこの陽都から滸こ楽らくや化け物どもを掃そう討とうする」

「その前に、私の話を聞いてはくれないの！」

「いくらでもお聞きする──その滸楽を引き渡わたせば」

「この子はまだ子どもだよ！　それに陽都にいる滸楽たちは、決して荒あらしに来たわけじゃない。むしろ悪あつ鬼きを退けて都の人たちを守ってる！」

　見て見ぬ振りを決め込む自分本位な貴人たちの代わりに、という批判は辛かろうじて飲み込んだ。

　朝火さんは態度を軟なん化かさせず、硬かたい微び笑しようを見せた。どうなだめすかしても私が頑がんとして従わないから、怒りと同じくらい戸惑いを感じ始めているらしかった。

「欺あざむかれているんですよ、緋宮。けだものに善なる心などあるものか」

「永遠に争い続けるの？　誰だれの言葉にも耳を貸さず、他ほかの道を見ようともせず、ずっとずっと憎にくみ続けて、それで滸楽を滅ほろぼせばなにかが終わるよ！　大事なものがきっと人間の歴史から失われる！」

　味わった憎悪や苦痛を、綺き麗れい事と正義の殻からで包み込めって強要しているんじゃない。そんな偽ぎ善ぜんは私だって断る。

　許せないことも、許してはいけないこともある。綿わた菓が子しみたいにふわふわした幸せな人生なんてありえない。移り変わる空模様のように日々には起き伏ふくがある。誰かを傷つけたり、傷つけられたり……そういう小さな苦しみも、避さけようがない。
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「滸こ楽らくを憎まないでほしい、って言ってるんじゃないの。憎まれて当然のことを滸楽たちはしてきた」

「そうおっしゃるならなぜ！」

「人も、同じ真似まねをしているから」

　自分が相手を憎むとき、相手だって自分を憎み返す。

「この蒸む槻きには滸楽だけじゃなくてこんなにも多くの不可思議な……知ち恵えと力を持つモノたちが存在する。だけど今、邪魔なものは殺す、憎いものは殺す──それを当然の世としたら、人間も他のモノたちから狙われるかもしれない。力で叩き潰つぶすことが許される時代なんだって、人間以外のすべての存在が考える」

「ならば人は蹂じゆう躙りんされても我が慢まんして生きろと？」

「なにもかも受け入れろって意味じゃない。でもいつまで人間が優位の世を送れるのか、誰にもわからないよ。それなら、力のあるうちに殺し尽くすんじゃなく、手を取って生きる方法を考えるべきじゃない!?　少なくとも滸楽は理性を持つ種族だもの、話し合いができる」

　朝火さんは怒りをたたえながらも、ふと眉まゆをひそめた。

「このまま内乱が続けば、いずれ他国にも攻め込まれるよ。陽都の混乱がもしも隣りん国ごくに知られたらどうするの。今よりもっと国が乱れる！」

「あなたは」

「な、なに？」

　警けい戒かいして口を噤つぐむと、彼は物もの珍めずらしげに私を眺ながめ回した。この場面でなぜいきなりそんな表情をされるのか理由がわからず、動どう揺ようしてしまう。

「お変わりになったのは髪かみの長さや神気だけではないようだ。緋宮に目されたばかりの頃ころは心の様も振ふる舞いも頼たよりなく、終始おどおどと……江え房ふさを斬きり捨てたときなど、赤子のように泣くばかりだった」

　心臓がどくんと音を立てた。江房さん。彼を忘れるはずがない。

　新たな緋宮として立った私を認められず、先代の架か々が裏りさんのために暗殺を目もく論ろんだ剣けん士し。私の前で、朝火さんは彼を殺害した。

　この異世界の残ざん酷こくさを否いや応おうにも理解するきっかけとなった彼の死。

　私の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさ、覚かく悟ごの足りなさ、無知さを、朝火さんはもっとも惨むごい方法で明らかにし、窘たしなめた。『いつまでも愚おろかでいるな、女』──彼が以前放った言葉が耳の奥に蘇よみがえる。

「俺や祇ぎ官かんどもの前では、絶えず言葉を詰まらせてもおられたな。目を合わせるのでさえ恐ろしくてならぬというように」

　江房さんの遺体は罪人の墓場とされる不ふ穏おん処どころに捨てられた。目に映る景色をすべて夢だと思いたかったあの頃。不穏処に次々と舞まい降りる、死鳥の美しさ……。

　遠い昔の出来事のようなのに、まだ一年も経たっていない。

「だがあなたは随ずい分ぶん、強くなられた」

「それは違ちがうよ」

「違う？」

　怪け訝げんそうな朝火さんに、首を振る。

「強くなったんじゃない。皆が、私を強くしてくれた」

　私はその言葉を嚙かみ締しめた。蒸む槻きでの日々を振り返る。敵対しながらも最後は姉のように送り出してくれた架か々が裏りさん。そばにいてくれる胡こ汀てい。伊織や滸こ楽らくたち。

　誰もが神世の罪に翻ほん弄ろうされてきた。蒸槻は神という存在が近い国。陽ひ女め神がみ──花神の血を引く者はいつも力を奪うばわれる定め。胡汀のなかにいる星神は、恋こいした花神を憎む定め。

　そして俱く七な帝ていの祖であることじろ。陽女神を穢し、子までも殺める定め。

「ここで諦あきらめたら、また次の世も同じ定めを押し付けられる」

　──引けない。架々裏さんの心が胸にある。花神の末路、星神の孤こ独どく、ことじろの罪、全部知った。その上で滸楽たちの未来を守りたいと考えた。

「私は滸楽の滅めつ亡ぼうを選ばない。そう考える私をあめつちがまだ見捨てていないというなら、それが『緋ひ宮みや』の意思だよ」

「まだ言うのか」

「何度でも言う。私が緋宮で、朝火さんがまだ緋ひ剣けんなら、お願い、力を貸して」

「緋宮」

「皆で、一番苦しい道を行こう？」

「──」

　朝火さんの気配が揺ゆれた。そこに、畳たたみ掛かける。

「憎んだままで私と行こう。どうしてもつらくてたまらないときは……『なんでこんな目に遭あわせるんだ！』って私を罵ののしってもいいし殴なぐってもいい。だけど諦めずに！」

「やめろ、緋宮」

　朝火さんは荒っぽく首を振った。

「できるはずが……、夢見がちな、甘い話を受け入れろなどと、そんな──。どれほどあなたを厳しく躾しつけねばならぬのか、頭が痛い。野生馬とてもう少し従順だろうに」

　本当に頭痛がするとでも言いたげに、片手で目元を揉もむ。

　その様子を油断していると判断したのか、私の腕うでのなかで大人しくしていた洲す沙さが勢いよく飛び出し、朝火さんに嚙み付こうとする。

「洲っ……!?」

　とめる間もなかった。

　緊きん張ちようを解いたような素そ振ぶりを見せながらも朝火さんは、洲沙がそろそろ攻こう撃げきしてくるだろうと看破していたらしい。鋭するどい牙きばの餌え食じきとなる前に、洲す沙さの鼻の上を片手で素す早ばやく摑つかみ、そのまま乱暴に地面に押さえつける。

　洲沙は地に爪つめを立てて彼の手から逃のがれようと懸けん命めいにもがいた。

「朝火さん、だめだったら！」

　私は慌あわてふためき、腰こしを上げて朝火さんの腕に飛びついた。彼は洲沙を押さえつけたまま、頭部を剣けんで貫つらぬこうとしていた。無理やりその手から剣をもぎ取って地面に落とす。

「うるさい人だ、気に食わぬことばかり次々と……」

　朝火さんは顔を歪ゆがめて私の腕を強ごう引いんに摑み、突つき飛ばそうとした。

　そのあいだに洲沙がなんとか朝火さんの手から逃れるも、懲こりずに戦意を漲みなぎらせて飛びかかろうとする。それを朝火さんが片かた腕うでで乱暴に薙なぎ払はらった。ぎゃんっと洲沙が悲痛な鳴き声を上げ、地面に転がる。

「洲沙！　朝火さん、手を離はなし──、朝火さん？」

　朝火さんはなぜか、私の腕を摑んだ体勢で硬こう直ちよくしていた。愕がく然ぜんと胸むな元もとを凝ぎよう視ししている。

　その視線につられ、自分の身体からだを怖こわ々ごわと見下ろす。

　司し狼ろうから落下したり朝火さんに飛びついたりと、身体を大きく動かしたせいで、かなり危険な具合に襟えり元もとがはだけていた。鎖さ骨こつがはっきり覗のぞいている。

　とはいえこんな緊きん迫ぱくした状じよう況きようだ。私個人にまったく興味のない朝火さんが不ふ埒らちな目で見つめるはずがない。他ほかに理由が──。

　そこまで考え、はっとした。

「あ……指輪？」

　紐ひもを通して襟の下に隠かくしていた洲沙の指輪が、いつの間にか飛び出ていた。

「……それは？」

　朝火さんは、私の首に下げている指輪に視線を固定し、茫ぼう然ぜんと尋たずねた。

　彼の身から殺意や苛いら立だちがすっぽりと抜ぬけ落ちている。

「え？　な、なに？」

　思わずきゅっと指輪を握にぎると、朝火さんは力なく地面に片かた膝ひざをつき、どこかたどたどしい仕草で私の指を開いた。触ふれた瞬しゆん間かん、朝火さんの手がこまかく震ふるえていることに気づく。

「朝火さん？」

　呼びかけても、返事がない。彼は頼りなげな仕草で私の首から紐を外し、指輪をまじまじと見つめた。私や洲沙、そして近くの争いなど遥はるか彼方かなたに置き去りにした様子で。

　朝火さんの謎なぞの行動を咎とがめる気にはなれない。途と方ほうに暮れた子どものような表情をしていたからだ。

「どうして、緋宮がこれを？」

　揺れる眼まな差ざしで問われ、私のほうが狼ろう狽ばいしてしまう。彼らしくない、泣きそうな声だ。

「あり得るはずがないのに、なぜ緋宮がお持ちなのだ」

「え、この指輪が、なにか……？」

「これは、この指輪は──俺が昔、作ったものでは？」

　私は目をぱちぱちさせた。

「朝火さんが作った？」

「なぜ緋宮の手に？」

　質問しながらも答えを恐おそれる彼の様子に、一層狼狽うろたえてしまう。なんでそうまで指輪にこだわるのか、すぐには真意を把は握あくできない。

「これはお守りとして洲す沙さからもらったものだけど……」

　慎しん重ちように説明する途と中ちゆう、背筋がぞくっとした。

　手て垢あかで黒ずみ始めている歪いびつな形の木き彫ぼりの指輪。子どもが初めて作ったように、不器用な仕上がりだ。だからうまく指にはめられず、紐を通して首に下げていた。

　洲沙が作ったものだと勘かん違ちがいしていた。でもそうじゃなくて洲沙自身、誰だれかから譲ゆずってもらったものだったんじゃないか。たとえば身内──母親である木瀬さんが持っていた指輪では？

　その先をさらに考えてしまう。

　遠い昔に朝火さんが作り、かわいい妹に贈おくって、それで──。

「──返せ!!　母様の形見だ!!」

　突とつ然ぜんの怒ど声せいに、私と朝火さんは同時に我に返った。

　いつの間にか人の姿に変化した洲沙が怒いかりで顔を真っ赤に染め、朝火さんに突っかかった。

　これまでの覇は気きが幻まぼろしだったように、朝火さんは自分の手から指輪をもぎ取られても抵てい抗こうを見せなかった。今にも壊こわれそうな眼差しで洲沙を見み遣やると、ゆっくり私に顔を向ける。

「母様……、この、滸こ楽らくの？」

「人間め!!　母様の次は緋宮様も嬲なぶり殺すのか！　同じ人同士で、なんでそんなに残ざん忍にんな真似まねができるんだ！　人こそ滅ほろびればいいじゃないか。母様や父様がそうされたように無む慈じ悲ひに、救いなく、苦しみの底で死に絶えればいい!!」

「洲沙!!」

　呪のろいの言葉に胸が塞ふさぐ。残ざん酷こくな恨うらみ言ごとを吐はき出さずにはいられない洲沙の心、それを浴びせられる朝火さんの心……どちらも比べられないくらい悲しくて、切ない。

「もう殺させるものか！」

　すぐそばに転がっていた石を摑み、朝火さんに振ふり下ろそうとする洲沙の身体を慌てて取り押さえる。

「緋宮様、放して──放せ！　殺してやる!!」

「石を置いて！」

「この男は同胞はらからもたくさん傷つけた！　殺されて当然じゃないか！」

　目を充じゆう血けつさせ、口から唾つばを飛ばす勢いで洲す沙さは叫さけんだ。跳はね上がる魚のように大きく仰のけ反り、私の手から逃れようと必死に手足を動かす。

　その強こわ張ばった細い身体の隅すみ々ずみに怒りと孤独が充じゆう満まんしていた。私よりも年下の子が、普ふ段だんは穏おだやかで気き遣づかいもできる子が、身を引き裂さくような苦しみのなかにいる。

　ふと、瘦やせ細ほそった少年姿のときごえ様を抱だきしめたときのことを思い出した。ぬまごえ様という巨きよ大だいナマズに似たお人ひと好よしな神様を主あるじとする、沼ぬま神がみ一族。楽らく奪ばい月つきに関門へ行く途中で出会った。『はよう、救うてくれ、護ご女じよ。苦しいのだよ』──ときごえ様の優やさしい声が蘇よみがえる。

　急に泣きたい衝しよう動どうが膨ふくれ上あがる。ときごえ様も洲沙も、他者の助けを必要とする華きや奢しやな少年じゃないか。

　ところが現実は逆だった。ときごえ様は身を犠ぎ牲せいにして私を助けてくれた。こんなにつらそうにしている洲沙も救えないでいる。

「洲沙、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　暴れる少年の身体を抱だき込み、耳元で繰くり返す。洲沙は次し第だいに全身の力を抜き、もがくのをやめた。大きな目に、今にもこぼれ落ちそうな透とう明めいの涙なみだが盛り上がっていた。

　やっぱり間ま違ちがっている。こういう子が泣なき濡ぬれるだけの世を繰り返すのは、おかしい。

「……緋ひ宮みや」

　朝火さんは洲沙の苦痛に染まった横顔を見つめながら、もの言いたげな表情を浮かべた。でも、言葉を忘れたように……尋ねるのを恐れるように、口を閉とざしている。

「──指輪は、この子の……洲沙のお母さんの形見なんだって。以前に、滸こ楽らくと添そい遂とげたことが原因で人間に憎にくまれて」

　その先はさすがに、はっきり説明できなかった。それでも朝火さんには十分伝わったらしく、びくっと肩かたを揺ゆらす。

「それで、お母さんの名前はね」

　朝火さんは青ざめた顔を見せ、嫌いやがるように小さく首を振ふった。片手で耳を塞ぎ、私の声を遮さえぎろうと。

　聞いてしまえば、妹を二度失う。木瀬さんは滸楽に攫さらわれただけでなく、よりによって人間に殺されてしまった。ある意味心の拠より所どころだっただろう滸楽への怨うらみの境界線が、曖あい昧まいになる……。

　伝えていいのか迷う私を、ふと洲沙が見上げた。なにかに気づいたように朝火さんの顔がん貌ぼうを素早く観察する。

「あっ！」

　私の腕うでのなかで、洲沙が身体を震わせた。白雨さんと会話したときの出来事を思い出したようだった。母親の兄の名が『朝火』ということを、洲沙は知っている。

　見開かれた大きな目からとうとう涙がぼろっと落ちて、私の手の甲こうにあたった。いくつもいくつも零こぼれ、弾はじける。

「木瀬。母様の名は、木瀬。生き別れになった兄様がいる」

　震える声で告げた洲す沙さを、朝火さんは口をぎゅっと結んで一心に見つめた。怖こわ々ごわとした眼差しだ。暗い水中に潜ひそむ影かげの正体を探すように。

　どのくらいそうしただろう。ほんの数秒のことなのか、それとも長い時間見つめ合っていたのか。周囲の騒さわがしさがどこか遠く、厚いガラスで隔へだてた向こうにある気さえした。

「噓うそでしょう、緋宮」

　朝火さんは出来の悪い冗じよう談だんでも聞いたように唇くちびるの端はしをかすかに痙けい攣れんさせ、笑い飛ばそうとした。それに失敗し、顔全体を大きく歪ゆがめる。

「こんな、馬ば鹿かなことがあるものか。あなたは俺を取り込もうとして、わざわざ指輪まで拵こしらえたのか？」

　彼の妹を知らなければそもそも同じものを作れるはずがない。指し摘てきされずとも彼自身が一番よくわかっているだろう。

　どう声をかけていいのか、悩んでしまう。考えた末、そっと彼の顔を指先で撫なでる。

　朝火さんは熱いものにでも触ふれたように、大おお仰ぎように身を引いた。

「こんな馬鹿なことが!!　違ちがう、木瀬が、あの無む垢くな妹が、滸こ楽らくの、けだものの子などを産むはずがない!!」

　ひび割れた叫び声を上げると、朝火さんは動どう揺ようもあらわに剣けんを強く握にぎり締しめ、洲沙を斬きり捨てようとした。

　仰ぎよう天てんし、慌あわてて洲沙を抱かかえたまま身をかわす。

　……私でもかわせるくらいに、朝火さんの手もとは危あやうかった。

「おのれ、けだものめ、俺までも欺あざむこうとするのか！　よくも人の心に泥どろをぶち込むような真似を……っ」

「誰も騙だまそうなんてしていないよ！」

　放心している洲沙から身を離はなし、朝火さんの腕を摑つかむ。

　朝火さんはちぎれそうになるほど首を振り、拒きよ絶ぜつを示した。頰ほおを紅潮させ、私を睨にらみつける。

「黙だまれ、黙れ!!」

　彼は言葉を重ねようとして、急に呻うめいた。片手で口元を押さえてうずくまる。

「朝火さん!?」

　慌ててその背に触れたとき、耐たえきれないように朝火さんが全身を強張らせ、えずいた。

　彼を見下ろし、頭が真っ白になった。すぐに我に返り、朝火さんの頭を抱え込む。

　朝火さんは激しく咳せき込みながら私の膝ひざに頭を乗せた。恐おそろしいものから夢中で身を守ろうとする怯おびえた子どものような仕草だ。私の衣ころもの裾すそを摑む指がはっきりと震ふるえている。

　それを知って、急に目の奥が熱くなった。

「違う……違ちがうっ……！」

「朝火さ──」

「けだものに穢けがされたのか、泣き叫ぶ木瀬を、けだものが」

　朝火さんの背中が痙攣し、力がこもるのがわかった。ぜいぜいと喘あえぎながら再び嘔おう吐とする。

「──俺が、守れなかったから。足が動かなかった、恐きよう怖ふで身が凍こおり付いた、俺が見殺しにした」

「そうじゃない！」

「妹が連れ去られたあと、ほっとした。殺されずにすんだと、真っ先にそう……っ。俺が木瀬を殺したも同然だ、おのれの命を惜おしんだせいで」

　当時の朝火さんはまだ子どもだった。不気味な噂うわさばかりがある滸こ楽らくを前にして、動けなくなるのは当然だ。誰だれにも責められることじゃない。

「朝火さんは悪くない、なにも悪くないんだよ！」

　柔やわらかな髪かみを撫でてから汗あせばむ首筋へ指を滑すべらせ、背をさする。その行こう為いが少しでも慰なぐさめになったのか、朝火さんは徐じよ々じよに身体からだを弛し緩かんさせ、浅く息を吐はいた。

「守らねば……、滸楽は滅めつする、あぁ緋宮、蒸む槻きの清き女め神がみ、俺がお守りせねば。女を穢けがす滸楽など、決して許さぬ」

　うわごとのように朝火さんが呟つぶやいたとき、とさっとなにかが横で動いた。

「洲す沙さ」

「け、穢してなんかない！　母様は幸せそうだったもの、父様はいつだって、姫ひめ様みたいに大事に大事にしていた、いつもすまなそうに母様を見ていた……っ」

　洲沙は掠かすれた声で訴うつたえると、髪を乱しながら首を横に振った。

「好きで人攫いなどしないっ。嫌きらわれたくなんか、憎まれたくなんかない。でもどんなに天に願っても私たちの一族には女の人が生まれないんだから、仕方ないじゃないか！　私たちだって生きたい。ただ生きたいだけなのに!!」

　洲沙の訴え、朝火さんの苦く悩のう、どちらにも心を貫つらぬかれる。

　私の腰こしを摑む朝火さんの手に、さらに力が入った。吐と息いきを落とした際に、喉のどに吐と瀉しや物が引っかかってしまったのか、不自然に喘ぎ始める。

「呼吸できないの？　顔を上げて」

　狼狽うろたえながらも彼の顔を覗のぞき込み、状態を確かく認にんする。多少の抵てい抗こうを見せた朝火さんはわずかに身じろぎをした後、急に激しく咳き込み、口元を手で覆おおった。

「え……血!?」

　指の隙すき間まからどろっとした赤茶色の液体がこぼれるのを見て、私は愕然とした。

　吐と血けつ？　真っ先にその言葉がよぎり、肌はだが粟あわ立だつ。

　とはいえなにか奇き妙みようだ。血にしては色が淀よどみすぎている……？

「朝火さん、ちょっと見せて！」

　彼の手を無理やり口元から外させ、顔を上げさせる。

　ごぼっと奇き怪かいな音を立てて溢あふれる異様な液体。へどろを煮に詰つめたような。

「これは、澱おり？」

　信じられない思いで手に付着したその液体を見つめる。自分の身にある神力が突とつ如じよざわざわし始めた。この液体に反応し、警けい戒かいを訴えている。

　これと似たものを見た覚えがある。どこでだっただろう？

「前に、伊織の背に生えた翼つばさのようなものからも滴したたっていた……？」

　彼が穢けがれ主ぬしに取り込まれかけたときのことだ。記き憶おくのなかの映像と比ひ較かくし、私は首を捻ひねった。

　よくよく見ると、違うみたい。向こうはもっと色が黒くて原油っぽかった。

　どちらにせよ禍まが々まがしいものであるのは間違いない。

「まだ身体に残ってる感じはある？　全部吐き出して！」

　朝火さんの背中をやや強めに叩たたき、強ごう引いんに吐き出させる。どうしてこんな怪あやしい液体が朝火さんの口から出てきたんだろう。

「まさか誰だれかに飲まされたの？」

　どこかに囚とらわれているだろう伊織の安否が急に気にかかった。朝火さんは帰き鼓こ廷ていからこっちへやってきたはずだ。九く支しさんや俱く七な帝てい、顔見知りの祇ぎ官かんたちの姿が次々と脳のう裏りに浮うかぶ。

　胸がひやりとした。誰の仕し業わざなんだろうか。今頭に描えがいた人々のなかに犯人がいる？

　私は緩ゆるく首を振ふって嫌いやな予感を必死に打ち消した。

　気を取り直し、苦しげに咳き込んでいる朝火さんの口元を丁てい寧ねいに袖そでで拭ぬぐう。洲す沙さがさっきまでの悲ひ愴そうな様子とは異なる困こん惑わくの表情を浮かべて、私たちを見守っていた。

「朝火さん、立てる？　ねえ、今だけでも対立するのはやめて、まず胡こ汀ていに身体を見てもらおう」

　星神の力を持ち、呪じゆ術じゆつにも通じている胡汀なら、朝火さんの身になにが起きているのか正確にわかるかもしれない。

　すべて吐き出して少し楽になったらしい彼の腕を支え、立ち上がろうとした途と端たん、ぐっと片手で肩かたを押しのけられてしまった。

「……離れろ」

　絞しぼり出された拒絶の言葉に、洲沙が目を吊つり上げて過か敏びんな反応を見せた。洲沙は指輪がもたらした事実を心から閉め出すため、他ほかの問題に意識を向けようとしているらしかった。

「もとは緋ひ宮みや様の僕しもべだったんだろ。それを、虐しいたげるだけでは飽あき足らずどこまでも拒こばもうと……だから人間なんか嫌いなんだ！」

「──逃にげろ」

　洲沙の怒ど声せいと重なったので、彼がなにを言ったのか、はっきり聞き取ることができない。批判を続けようとする洲沙をとめ、彼の表情を窺うかがう。

「朝火さん、今なんて？」

「早く、逃げ……」

　朝火さんの様子がただ事じゃないと洲す沙さも気づいたようだ。無理に高めていたらしき怒いかりを消し、警戒と戸と惑まどいが混ざった顔で彼を見つめる。

「私たちに、逃げろって言った？」

　洲沙の存在を認めてくれたから見み逃のがすって意味なのか。いや、いくらなんでもたった今木瀬さんとの繫つながりを知ったばかりだというのに、そんなにぱっと心が変化するだろうか。

　最も大事だった妹が、最も憎にくんでいる滸こ楽らくと結びつく……そして生まれたのが洲沙だ。簡単に受け入れられる話じゃない。ならなぜ、いきなり逃げろだなんて──。

「緋宮様、なんだか周りの様子が変です」

　ふいに洲沙は怯えの滲にじんだ声で告げ、考え込む私の袖を引いた。

「え？」

　私は恐る恐る顔を上げ、周囲に視線を走らせた。

　こっちでごたごたしているあいだに、異変が始まっていたらしい。

　いつの間にか、争いの音がぴたりと止やんでいる。司し狼ろうや滸楽たちが力強く地を蹴ける音も、兵の怒ど鳴なり声や悲鳴も、剣けん戟げきの音も。

　その代わりに、うう、うぅ、という亡ぼう霊れいの叫さけびを連想させる不ふ吉きつな呻うめき声があちこちから響ひびく。大気も急に、生なま温ぬるい感じに変わったみたいだった。

「いったい、なにが起きてるの？」

　茫ぼう然ぜんとあたりを見回す。無意識のように、洲沙が私の腕うでにしがみついた。

　少し離はなれた場所に胡こ汀ていがいるのがわかった。それと彼の部下である剣けん士したちも集まっている。彼らもまた、戸惑いの目で周囲を眺ながめていた。

　敵兵たちが戦意を消し、手から武器を放して魂たましいが抜ぬけ落ちたようにぼんやりと立ち尽つくしている。異様な呻き声は彼らが発していた。胡汀たちを打ち負かすのは無理と悟り降参した、という雰ふん囲い気きでもない。唐とう突とつな変化に、胡汀たちもどう対応すべきかわからない様子だった。

「どういうこと？」

　啞あ然ぜんと見つめる前で、次の変異が始まった。

　虚うつろな表情で立ち尽くしていた敵兵たちが皆みな、電流でも流されたかのようにいきなりがくがくと身体を震わせる。

「嫌な気配がします、緋宮様。逃げましょう！」

　洲沙は顔を蒼そう白はくにし、ぐいぐいと私の腕を慌あわただしく引っ張った。

「う、うん！　朝火さんも早く立って！」

　彼も連れていかないと。へどろめいた怪しい液体を吐き出していたし、ここには置いていけない。

　ぎゅっと朝火さんの手を握にぎったときだった。

　不気味な痙けい攣れんを見せていた敵兵たちの口や耳、目、鼻からどぽどぽと一気に赤茶色のへどろが垂れ落ちた。それは、朝火さんが今しがた吐き出した液体と同じものだった。

　私は全身を緊きん張ちようさせた。神力のざわめきが激しくなる。警戒を伝えるように！

「まさか」

　血という血を残らず絞しぼり取られたように敵兵たちの身体が急激に萎しなびていく。やがて地面に広がった赤茶色の淀みのなかにばたりと倒たおれ伏ふした。

　絶句したのは私だけじゃなかった。洲す沙さや、顔を上げた朝火さん、離れた場所にいる胡こ汀ていたち──全員がこの常じよう軌きを逸いつした恐おそろしい光景を茫然と見つめていた。

　地面に広がる淀みがふいに、下から火で炙あぶられたようにぶくぶくと沸わき立ち始める。

「これってなんだか既き視し感かんがある」

　記憶の蓋ふたが開いた。以前、地の神たる土老人を呼び出す儀ぎ式しきのなかで、地上に広がった不ふ浄じようの血からよろずの悪あつ鬼きが出現したことがあったはず。

「もしかして悪鬼の体液なの？　それが剣士たちの身体からだに入っていたってこと？」

　その推測は正しいようだった。波立つ淀みが意思を持っているかのようにぐねぐねと形を変え、大量の異形を生み出す。けものおに、むしのかみ。数多あまたの邪じや悪あくなあやかし。極ごく彩さい色しきの四し肢し。

「廷ていを出る前に、我ら、神酒みきを口に……」

　朝火さんが食い入るように悪鬼を見つめ、掠かすれた声で告げた。

　帰き鼓こ廷ていを出発する前に剣士が神酒を飲むのはおかしな話じゃない。禊みそぎのかわりを果たすこともある。今回の場合は無事の帰き還かんを祈き願がんするためにそうしたんだろう。

「一口含ふくんで奇妙な味がしたゆえ、俺はそれ以上飲み込まず……だが、都に満ちる瘴しよう気きのせいで気が乱されているだけかと」

「じゃあその神酒に、誰かが穢けがれを混ぜていたってこと？」

　朝火さんだけが変化を免まぬかれたのは一口だけしか飲まなかったこと、他の人より神力が高かったこと、そして『緋ひ剣けん』の力が根底にあったためじゃないか。それはつまるところ陽ひ女め神がみの神力だ。緋剣との儀ぎで、互たがいの血を交わらせている。

「ねえ朝火さん、誰がその神酒を渡わたしたの」

　噴ふん泉せんのように地から湧わき続ける悪鬼を凝視していた彼がこちらを向く。血の気が引いたその表情。どこか夢うつつのような、ぼうっとした眼まな差ざしだった。

「神酒を準備したのは──」

　ふいに彼は、いつもの鋭するどさを取り戻もどした。

「えっ……わあっ!?」

　いきなりかっさらうような勢いで抱かかえ込まれる。がつっとすぐそばでなにかを弾はじく音が響いた。洲す沙さがびっくりした顔で硬こう直ちよくしている。

　どこからか飛んできた矢を、朝火さんは私を片手で庇かばいながら振り向き様に剣で弾いたらしかった。

「──鷲見、なんの真似まねだ」

　朝火さんは油断なく剣を握ったまま、怒りを押し殺した低い声で言った。

　前方に、司狼に乗った鷲見さんがいて、薄うす笑わらいを浮かべながら弓を構えている。彼もまた朝火さん同様、恐ろしい変化を遂とげずにすんだようだった。

　よく見れば、鷲見さんは胸にたくさんの魔ま除よけの羽根や首くび飾かざりを下げている。

　──自分が率いてきた兵たちがこうなることを知っていた？

「朝火殿どのこそなんの真似だろうか？　俱く七な帝ていの命をお忘れか？　蒸む槻きを穢した滸こ楽らくどもと裏切り者のまれびとを殺あやめよと、そう下されたのですよ。だが今、私の見み間ま違ちがいでなければ、あなたはまれびとを庇ったようですが？」

「おまえが連れてきた犬どもと一いつ緒しよにするな。俺の主あるじは俱七帝ではない。緋宮ただ一人だ」

「奇き異いなことをおっしゃるな。俱七帝と同じく、無論『緋宮』様も滸楽どもの一いつ掃そうを望まれていたはずだが？」

　鷲見さんの言う緋宮とは、次代として立った春日さんのことだ。

「まれびとたる先代はあろうことか怨おん敵てきの滸楽を懐ふところに引き入れ、陽都にまで忍しのび込ませた大罪人ではありませぬか。まさかこのまれびとにほだされたか？」

　増加する悪鬼を前にして焦あせる私たちとは逆に、鷲見さんは悠ゆう然ぜんとした態度を崩くずさず、この場から逃げる素そ振ぶりも見せない。

　間ま違ちがいない、鷲見さんは自分の仲間が悪鬼を生み出す『器うつわ』と化すことを事前に知っていたんだ。勿もち論ろん兵たちはなにも知らされていなかったはず。

　でもこんなに残ざん酷こくな罠わなを仕し掛かけたのは誰だれ？　都に出現した私たちを確実に葬ほうむるため、回かい絽ろ廷ていが策を練った？　それとも帰き鼓こ廷ていが？　鷲見さん一人で計画したとは思えない。

「しかし、まあ、お変わりになられたな、知夏殿どの」

　鷲見さんは好こう奇き心しんもあらわに私をじろじろと眺め回した。

「その御お髪ぐしは本物か？　顔がん貌ぼう自体に変化はないようだが、どうも……、女によ人にんというのはまったく不思議なものだ。一夜で大人びることがある。とくに男の肌はだを知ったあとは」

「馬ば鹿かなことを言わないでください！　それよりこの悪鬼はなに!?」

「──いや、あなたはやはり希け有うな神かむ人びとだったということか。神かみ懸がかりの美しさですな」

　気け圧おされまいと必死に睨にらみ返しながらも、素す早ばやく胡こ汀ていたちの様子を窺うかがう。おかしい、悪鬼は無差別という感じで胡汀たちに群がっている。でもこちらへは近づこうとしない。

　魔除けの装そう飾しよく品を身にまとう鷲見さんが盾たてがわりになってる？

「ふうん、朝火殿とて健すこやかな男なら、時に血迷うのも仕方ない。確かにこのまま殺めるには惜おしい……」

　ちょっと嫌いやな気持ちになった。鷲見さんの無ぶ遠えん慮りよな眼差しは、なんだか私を裸はだかにしているような気がする。

　そう感じたのは私だけじゃなかったらしい。鷲見さんの視線を遮しや断だんする目的なのか、洲す沙さと朝火さんは示し合わせたように眉まゆ根ねを寄せて私の前に出た。二人は互いをちらっと見み遣やり、さらに眉根を寄せたけれど、なにも言わずに顔を背そむける。

「なんなら殺めたことにして匿かくまってあげてもよろしいが？」

　鷲見さんは油断なく目を光らせながらそんな怪あやしい提案を持ちかけてきた。そういえばこの人って前にも『まれびと』の私に興味を示して不ふ埒らちな発言をしていたっけ。

　呆あきれてしまう。自分の欲よくを満たすためなら俱く七な帝ていの命令さえ無視するつもりでいる。

「どうなさる、知夏殿？」

　私はもう一度胡こ汀ていたちの様子を窺った。彼らもこっちの状況を気にしているのがわかる。接近を試みるも、群がる悪鬼に幾いく度どとなく阻はばまれ、苦心しているようだった。私も次し第だいに焦しよう燥そう感かんが募つのり始めた。せめてここにサカキの葉があれば、悪鬼の脅きよう威いを取り除けるのに。

「いがみ合ってる場合じゃないでしょう！　兵たちになにをしたんですか？　悪鬼の体液を彼らに飲ませたの!?」

　鷲見さんは答えず、微笑ほほえみを浮うかべた。肯こう定ていと同じ笑みだ。

「私たちを始末するためとはいえ、いくらなんでもこれはやり過ぎだよ。都がますます穢れを帯びてしまうじゃないか！」

「案じる必要はありませんよ。のちに祇ぎ官かんたちが来て大々的に儀をなさる」

「その前にどれほどの犠ぎ牲せい者しやが出ると思ってるの？」

「薬も護ご符ふも足りぬのですよ。陽都の民たみを哀あわれに思うが、一度疫えき神じんの手に落ちてしまえばもはや治ち癒ゆは困難でしてね」

　意味深長な物言いに、私は息を吞のんだ。

　朝火さんが険しい目で鷲見さんを睨みつける。

「病に罹かかった者を悪鬼に襲おそわせ、ついでに残らず一いつ掃そうすると？　疫神や滸こ楽らくのみならずこの悪鬼招来も、すべてはまれびと女神の罪であったと民に伝えるつもりか」

「わ、私に罪を被かぶせる……？」

　鷲見さんは自分の羽織の襟えりを直し、わざとらしく声を上げて笑った。

「朝火殿は存外ぬるいことをおっしゃるな。無情な決断こそが非常時には求められるのですよ。犠ぎ牲せいの上に平へい穏おんが成り立つ。ここでなんとしてでも災わざわいを封ふうじねばなあ」

「そう都合良くいくと思うの？　もしも祇官たちが悪鬼を制圧できなかったら、都はもっと壊こわれるよ！」

「次代の方がおられるゆえ、冠かんを外したあなたが憂うれいを抱いだかずともよい」

「あめつちの意は、まだ私にあるのに!?　今の帰き鼓こ廷ていは大おお掛がかりな儀を行えるの？」

　憤いきどおりに駆かられて反論すると、鷲見さんは薄笑いを顔にはりつけながらもほんのわずかに懸け念ねんの色を見せた。

　そうだ、もしも悪鬼を招くだけ招いて祓はらいきれなかったら、都はどうなる？

　陽都を囲う界はまだ完全には崩ほう壊かいしていない状態だろう、でもこれだけの穢れにいつまで耐たえられるか。界の崩壊後、無数の悪鬼が溢あふれ出し、国中を穢してしまうんじゃないか。

「こんなに危険な策を誰が立てたの？　俱く七な帝てい？」

　悪鬼や穢けがれ主ぬしの脅威を十分に知る帰鼓廷の祇ぎ官かんたちが率そつ先せんして提案したとは思えない──思いたくない。私の殺害を目もく論ろむ俱七帝に強要され、仕方なく策を練ったんじゃないだろうか。鷲見さんもまた俱七帝の口車にうまく乗せられてここに来たんじゃ？

「それは無論、あの方が──」

　鷲見さんは自身の不安を消し去るように笑みを深め、返答しかけた。その途と中ちゆうで洲す沙さが素早く姿を溶とかし、獣けものに変じて鷲見さんへと飛びかかる。

「洲沙!?」

「この……っ、けだものが！」

　突とつ然ぜん襲おそわれた鷲見さんはバランスを崩して司し狼ろうから落下した。喉のど元もとに食いつこうとする洲沙を、手に持っていた弓で乱暴に払いのけ、蹴けり飛ばす。

「洲沙！」

　地面に叩たたき付けられた洲沙に急いで駆け寄り、抱だきかかえる。

　すぐに身を起こした鷲見さんは怒いかりに燃えた目をこっちに向け、弓を引き絞しぼった。私は慌あわてて洲沙を自分の身体からだで庇った。

　思いがけないことに、朝火さんまでがやけに強こわ張ばった顔をして私の肩かたを引き寄せた。

「ふん、春日様よりもそのまれびとをやはり腕うでに抱くということか？」

　小こ馬ば鹿かにした口調で鷲見さんは吐はき捨てた。朝火さんは答えず、洲沙を抱える私の肩をしっかりと摑つかみ、鷲見さんからじりじりと距きよ離りを取る。

　そこで洲沙がやけに大人しいことに気づいた。

　鷲見さんに蹴り飛ばされたとき、どこか痛めてしまったのかもしれない。

　そう思い至って焦りながら見下ろすと、洲沙もタイミングよく顔を上げた。耳を伏ふせてじっと私を見つめる洲沙の口には、鷲見さんがさっきまでつけていたはずの首飾りがあった。

「洲沙、それ……」

　やっと洲沙の唐とう突とつな攻こう撃げきの意図に気づき、呆あつ気けに取られる。

　怒りにまかせて鷲見さんを殺そうとしたんじゃない。悪あつ鬼きを寄せ付けないこの首飾りを奪うばうためだったんだ。

　朝火さんもその目的にとっくに気づいていて、それで少しでも鷲見さんから離はなれようと？

　私は言葉なく鷲見さんを見つめた。

　勝ち誇ほこった微笑を浮かべていた鷲見さんは、私の顔つきにふと目を瞬またたかせ、それからゆっくりと洲す沙さを見た。その表情がぽかんとしたものから徐じよ々じよに驚きよう愕がくへと変わり、やがて濃のう厚こうな恐きよう怖ふの色に覆われる。

「か、返せっ」

　鷲見さんは弓を荒あらっぽく投げ捨てると、転がる勢いで身を乗り出し、こっちへ片かた腕うでを伸のばした。

　でも私たちにその腕が届くことはなかった。

　後ろから伸びてきた真っ赤な手が、ぽんと鷲見さんの肩を叩く。

　鷲見さんは硬こう直ちよくし、それからぎこちない態度で怖々と振ふり向いた。

　鳥のような嘴くちばしを持つ、人間型の赤い悪鬼が彼の背後に立っていた。

　その筋きん骨こつ逞たくましい悪鬼出現の他ほかにもぞっとすることがあった。いつの間にかこっちに流れてきていた淀よどみが、大量の魚が跳はねているようにびちゃびちゃと音を立てて波打っている。

　飛び散る無数の雫しずくが空中で膨ぼう張ちようした。弾はじけるポップコーンのように一いつ瞬しゆんで、蛭ひるや蚯蚓みみずなどの環かん形けい動物に似た気味の悪い小さな悪鬼へと変化する。

「ひっ」

　鷲見さんは頰ほおを引きつらせ、喉のどを鳴らした。それらのよく肥えた悪鬼たちが一いつ斉せいに、色を失っている彼の身体に飛びつく。

「助け……っ!!」

　悲痛な声に、私は我に返った。思わずそっちへと手を伸ばしかけた瞬しゆん間かん、人の姿を持つ赤い悪鬼が仰のけ反るくらいに勢いをつけ、鷲見さんの後頭部をその嘴でざくっと貫つらぬいた。朝火さんが私の目元を片手で覆おおうのと同時のことだった。

　果実が潰つぶれるような音。なにかがぴしゃっと撥はねる音。

　足元から一気に震ふるえが駆け抜ぬけ、身を凍こおらせる。まさか──そんな。

　抜け目がなくて欲よく望ぼうに忠実で、実の娘むすめですら利用する狡ずる賢がしこい人じゃないか。ここで簡単に殺されたりするはずがない。そうだ、この人にこんな……悲鳴さえろくに上げられないような虚しい死に方なんて全然似合わない。だからまだ死んでない、ありえない!!

「鷲見さ──」

　突とつ然ぜん、身体が抱かかえ上げられた。どさっとなにかの上に──悪鬼を前にしてやや興奮気味の司狼の背に身体を乗せられる。朝火さんはすぐさま私の後ろに飛び乗った。

「朝火さん、ま、待って！　鷲見さんが！」

　私の言葉を遮さえぎるように、朝火さんは勢いよく手た綱づなを引いて司狼の向きを変えさせた。

　司狼の咆ほう哮こうを耳にしながら急いで振り向く。鷲見さんの姿は、もうどこにもない。

　嘆なげく暇ひまさえ、悼いたむ暇さえ与あたえてくれない戦せん慄りつの光景だけが存在する。

　目に映ったのは、さっきよりもぼこりと玉のように腹部を膨ふくらませた人間型の赤い悪鬼だった。地を飛び跳ねる蛭のような無数の悪鬼たちまでも鷲わし摑づかみにして口に放ほうり込み、さらにおぞましく、巨きよ大だいなモノへと変化を遂とげていく。

「──知夏!!」

　はっとした。胡こ汀ていの声だ。慌ててそちらへ視線を向ける。

　共食いをして膨らみ続ける赤い悪鬼の後方に、胡汀や剣けん士したちがいた。

「胡汀！」

　呼んだ瞬間、彼のそばに別の悪鬼が接近した。朝火さんはその様子を一いち瞥べつすると、掛かけ声とともに司狼を走らせた。胡汀たちから遠ざかるつもりだ。

　獣形の洲す沙さも一度躊躇ためらうように胡汀たちを見み遣やり、私たちのあとに続く。

「胡汀、逃にげてっ!!」

　司狼から身を乗り出す私の肩を、朝火さんは乱暴に摑み、自分の胸に押し当てた。

　自分の長い髪かみが彼の衣ころもとこすれてかすかな音を立てた。

「戻もどって、置き去りはだめ、悪鬼に捕つかまっちゃう！」

「あいつなら死なずに切り抜けられる！」

　朝火さんは司狼を疾しつ走そうさせながら言った。脳のう裏りに、最後に見た鷲見さんの顔と、胡汀の姿が交こう互ごに浮うかんだ。胡汀なら大だい丈じよう夫ぶだと信じたいのに、血の色がその気持ちを塗ぬりつぶす。

「どこに行くの!?」

　口を開く余よ裕ゆうがないのか、もう答えはもらえなかった。でも司狼を帰き鼓こ廷てい方面へ走らせている？

　鍛か冶じ場ばの並ぶ一画を越こえ、貴人区中央あたりまで来ると、悪鬼の姿はほとんど見えなくなった。香人区と比べて建物の損そん壊かいも少ない。二廷に近くなるほど守護が強力になっているのかもしれない。

　そう思った矢先、前方の、花びら形に複数の亭ていを配置した区画から十名ほどの兵が姿を現した。揃そろいの戦衣を見るに、回かい絽ろ廷てい剣士だ。

　たぶん鷲見さんが念のためにと、剣士を分けてこの場所に待機させていたんだろう。剣士の一人がさっと矢を放つ。私たちの横を走っていた洲沙を狙ねらってだ。

　どうも私と朝火さんが、洲沙に……滸こ楽らくに追われて逃げて来たと勘かん違ちがいをしたようだった。

「洲沙!!」

　放たれた矢のうち、一本が洲沙の脚あしに刺ささったのが見えた。洲沙の身体がもんどりうつようにして地面を転がる。

「止まって、朝火さん止まって!!　お願い！」

　私が暴れたせいか、朝火さんは舌打ちとともに司狼を急停止させた。

「洲沙ぁっ!!」

　飛ぶようにして司狼から降り、倒たおれている洲す沙さに駆かけ寄る。抱き起こすと、洲沙は瞬しゆん時じに少年の姿へと変身した。太ふと腿ももに矢が刺さっていた。

「緋ひ宮みや様、私はいいですから、早く逃げて」

　弱々しい声で洲沙が訴うつたえる。

「だめだよ、一いつ緒しよに逃げるんだから！」

「私がいると足手まといになります」

「ならないよ！　洲沙がいないと私が耐たえられないの！」

　叱しかり飛ばして、か弱く抗あらがう洲沙を抱だき上げる。可哀かわい想そうだけれど、矢を引き抜くのはあとだ。

「緋宮、急げ！」

　駆け寄ってきた朝火さんが私の肩を摑んだ。

「もたもたしている暇はない、悪鬼が現れるぞ！」

「え……」

　はっと視線を巡めぐらせる。さっきと同様に、回かい絽ろ廷てい剣士たちが突とつ然ぜん虚うつろな目をしてがくがくと身を震わせ始めていた。彼らもここに来る前に、悪鬼を生み出す神酒みきを飲んできた？

　でもこんなにタイミングよく変化するなんて！

「緋宮の神気に反応しているんでしょう。早くここから離れねば！」

　朝火さんは彼らを見み据すえ、荒っぽい声で告げた。

　私の神気に──。そんな手の込んだものを呪じゆ術じゆつの類たぐいに疎うとい回絽廷が用意できるはずがない。それなら、首しゆ謀ぼう者しやは。

「先ほどの首くび飾かざりはどうなさった？」

「あっ、そうだ。あれは」

　洲沙が咥くわえていたはずだ。そう考え、顔が強こわ張ばった。私を見つめる洲沙も同じように絶望的な表情を浮かべる。

　矢を避よけているときに落としたんだ。目を凝こらせば、ずっと後方の路みちに、首飾りらしき物が落ちている。

　朝火さんがそれを取りに行こうと数歩駆け出したときだった。

　剣士たちの身から垂れ流された淀みが寄り集まり、巨大な蛇へび形の悪鬼を出現させた。その悪鬼は司し狼ろうに匹ひつ敵てきするような速度で地を這はい、こっちへ突とつ進しんしてくる。

　朝火さんは首飾りを諦あきらめ、手のひらから隼はや鉄てつの剣けんを抜き取った。牙きばを剝むく蛇形の悪鬼に一いつ閃せんを放ち、大声を上げる。

「緋宮、司狼に乗っていけ!!」

　できるはずがなかった。ここに朝火さんを一人置いていけば、すぐに悪鬼たちに取り囲まれてさっきの鷲見さんのように……飲み込まれるだろう。

　ひとかけらの隼鉄があれば。そうすれば弓へと形を変え、矢を放てるのに。

　神力が高くなっただけで、自由自在に操あやつれるわけじゃない。

「どうすればいいの……！」

　ああそうだ、確か以前に神力で蠟ろう燭そくの火を、胡こ汀ていが作り出す鳥のような形に変えたことがあった。つまり神力が浸しん透とうしやすいなにか──火や水があれば、私でも役に立てる？

　でも今はそのどちらもない。

　穢けがれ主ぬしが相手なら神力のみで止められたかもしれない。だってそれは、伊織に通じているから。実際、遠とお凪なぎさんたちと陽都へ上る前に穢主を祓はらったことがある。

「あのときとは淀みの質が違ちがう……」

　うまく表現できないけれど、この悪あつ鬼きたちと穢主は似て非なるものという気がした。私の声や神力が届かないみたいだ。たとえるなら種族の差のように。

　祓うのではなく、滅ほろぼすしか術がない。

　だったらやっぱり弓や隼はや鉄てつがないと制圧は無理だ。

「緋宮様！」

　洲す沙さが上げた大声に、我に返る。

　わずかな思案のあいだに、顔が半分溶とけた狸たぬきのような小型の悪鬼が私の背後に迫せまっていた。朝火さんは別の悪鬼たちと対たい峙じしている。自分の力で追い払はらわないと！

「お逃げください、私のことは捨て置いて早く！」

　洲沙の訴えを無視して肩かたに担かつぎ、片かた腕うでを自由に使えるようにする。

　もっと体力をつけておけばよかった！　洲沙の身体からだがずり落ちそう。とても走り回れそうにない。

　どこかに一いつ旦たん洲沙を隠かくそうか。ってそうだ、司狼に乗せよう。利口なこの生き物は悪鬼からうまく距きよ離りを取り、穢けがれを浴びないように警戒している。

　よろめきながらも司狼に駆け寄ろうとしたとき、狸めいた悪鬼が目の前で分ぶん裂れつし、二体に増加した。

　立ち止まり、息を吞のむ。見る見るうちに、二体は四体に。その四体はさらに分裂し、八体へ。

「……増えすぎ！　ちょっとくらい見み逃のがしてよ！」

　悪態をつかずにはいられない。行ぎよう儀ぎの悪さは承知の上で、思い切り蹴けり飛ばして突とつ破ぱしてやろうか。

　覚かく悟ごを決めて衣の裾すそを広げようとした瞬しゆん間かん、抱かかえていた洲沙が身をよじり、無理やり私の腕うでから飛び降りた。

「洲沙、なにをするの！」

　慌あわてふためく私に、洲沙はふるっと小さく頭を振ふって微笑ほほえむと、接近した狸形の悪鬼の群れに突つっ込んでいった。

　自分のほうに悪鬼を集めて、そのあいだに私を逃にがすつもりなの？

「洲……っ」

　駆け寄ろうとしたとき、背後から乱暴に腕を摑つかまれた。振り向くよりも早く、私の脇わきを濃のう紺こんの衣ころもが翻ひるがえる。朝火さんだった。

　薄うすい瘴しよう気きが満ちるなか、銀の刃やいばが弧こを描えがく。狸形悪鬼の頭部あたりを斬きり捨てて、滴したたる淀よどみに飲み込まれかけていた洲す沙さの身体を片手で抱え込み、引きずり出す。私も慌てて駆け寄り、別の悪鬼に足を引っ張られて再び奪うばわれそうになった洲沙の腕を摑む。

　前方から数体の悪鬼が接近してきた。朝火さんが素す早ばやくそちらを確かく認にんし、剣を構えてその悪鬼と向かい合う。

「お願いです、私はいいから逃げて！」

　洲沙は泣きそうな表情を浮かべ、私の手を払いのけようとした。言い返す余裕がない。

　この不気味な色をした淀みは時間の経過とともに黒ずみ、危険な毒に変わってじわじわと皮ひ膚ふを痛める。ただ不思議なことに、私にはあまり効果がないようだった。とはいえ長時間触ふれれば厄やつ介かいなことになるのは変わりない。

「人間！　私を殺せ、早く殺せ!!」

　洲沙はもがきながら叫さけんだ。すぐ横で淀みを滴らせる悪鬼を一体斬り捨てた朝火さんの背が、びくりと強張ったのがわかった。

「嫌いやだ、私はもう嫌っ、緋宮様が死んでしまう……あぁっ、母様!!」

「洲沙、落ち着いて！」

「母様、母様、逃げて、早く逃げて!!　人間め、殺すなら私を殺せ、母様に手を出すな！」

　声を張り上げる洲沙を見て、一いつ瞬しゆん胸が詰つまる。洲沙は感情が高ぶりすぎたせいで混乱状態に陥おちいり、私の姿にお母さんを……木瀬さんを重ねているようだった。

　助けないと。そう思った。自分のなかに木瀬さんの願いがすとんと飛び込んできたような気がした。

　焦あせりや恐おそれを飲み込んで、洲沙に微笑みかける。引きつる頰ほおを包み、乱れた髪かみを丁てい寧ねいに撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶ、私も洲沙も死なない。大丈夫だからね」

　洲沙がふと目を見開く。いつも大人びていた洲沙の顔がくしゃっと歪ゆがみ、大きな瞳ひとみが一気に潤うるんだ。慰めの言葉は逆効果になってしまったのか、さっきよりも威い勢せいよく手足を振り回し始めたので、私はおたついてしまった。

「母様を……緋宮様を傷つけたら許さない、向こうにいけ、緋宮様に触さわるな、絶対に殺させない!!」

「洲沙、暴れないで、お願いだから！」

　悪鬼たちは明らかに洲沙の泣き声を聞きつけて集まってきていた。朝火さんが次々と斬り捨てているというのに、悪鬼の数は少しも減らない。

　私たちは路上で悪鬼たちに完全に囲まれていた。宴うたげや休きゆう憩けい場所として使用されている亭ていは無人だし、路の先に連なる豪ごう奢しやな屋や敷しきにも動きはなく、静まり返っている。

　この一帯に暮らす貴人たちは既すでに安全な場所に避ひ難なんしているんだろうか。全員がうまく逃げ出せたはずがない。大多数はまだ屋敷に立てこもって、私たちの姿を、震ふるえながら覗のぞき見しているんじゃないか。

　──本当に、ここから無事に脱だつ出しゆつできるんだろうか。

　胸中にぽかりと浮うかんだ不ふ吉きつな疑問に、どくっと心臓が跳はねる。

　そのとき上空から、前にも見たような蛙かえる形の悪鬼が飛んできて洲す沙さの上に被かぶさった。

「な──」

　飲み込まれてしまう。私は片手でしっかりと洲沙の腕を摑んだ。もう一方の手で蛙形の悪鬼を何度も殴おう打だする。

「離はなれてよ……！」

　無我夢中だった。悪鬼の表面をどろりと滴る赤茶色の淀みに触れた瞬間、手のひらがぴりぴりするような感覚に襲おそわれる。ぬるぬるしたその悪鬼は、多少へこむだけで何度叩たたいても手て応ごたえがなかった。

「どいて！　洲沙は渡わたさないんだから！」

「緋ひ宮みや様、早く逃げてっ」

　今洲沙の腕を離したら、二度と取り戻もどせない。

　歯を食いしばり、両手で洲沙の腕を引っ張る。もつれて顔にかかる自分の長い髪が邪じや魔まで仕方なかった。衣も汗あせばむ肌はだに吸い付き、動きを鈍にぶらせる。重い衣も髪も全部捨ててしまいたい。

　同じことが以前もあった。死の集落で、架か々が裏りさんの手を摑んだときのこと。

　またあのときの苦しみを繰くり返すのは嫌だ。それなのにこの蒸む槻きという国は、怖おぞ気けが走るほど容よう赦しやのない現実を繰り返し押し付けてくる。

「私は、もう二度と……っ」

　力強く呟つぶやくと同時に、朝火さんが振り向いた。

　こっちに飛びかかってこようとする悪鬼の数は、まだ減らない。けれども彼は身体ごと向き直り、洲沙を丸まる吞のみしようと大きく口を開けた蛙形悪鬼に剣を振り下ろした。

「朝火さん」

　私は目を見張った。朝火さんは剣を捨てると、斬り裂いた悪鬼の身からたっぷりと溢あふれる淀みを両手でかきわけて、ぐったりしていた洲沙の顔を拭ぬぐった。

　洲沙が瞼まぶたを開き、おずおずとした、どこか怯おびえがあるような力ない瞳で彼を見上げる。

　朝火さんはかすかに引きつった厳しい表情で洲沙を見つめ返した。

「木瀬は、おまえを愛したか？」

　彼の唐とう突とつな問いに、洲沙はつかの間状じよう況きようを忘れた様子で目をぱちくりさせた。

「……私は、母様が大好き」

　洲す沙さの答えに、私が泣きたくなってしまう。愛されていた、とはっきり言わなかったのはきっと、朝火さんが傷つくと考えたからだ。

　朝火さんは儚はかなく吐と息いきを落とした。夜の底から拾い上げたような暗い瞳。決して捨て去ることのできない憎ぞう悪おと、血の繫つながりがある者に対する抗あらがえない愛情がせめぎあった、苦痛の顔だった。洲沙のなかに木瀬さんの面おも影かげを探すと同時に、それを否定しようともしているみたいだった。

　洲沙が怖こわ々ごわと腕を持ち上げ、朝火さんの頰に触れた。朝火さんは歯を食いしばり、きつく目を閉とざした。

「なぜ、これほどむごい」

　朝火さんはぽつりと呟いた。特定の誰だれかに対する言葉じゃないとわかる。

「なぜ救いは与あたえられぬ」

　本当にあらためて、すべてが……なんてむごい世界なんだろうって、私も漠ばく然ぜんとそう思った。

　決して投げやりになったのでもないし、絶望したわけでもないけれど、ふと、もうこれで終わっていいような気がした。

　陽都を、蒸む槻きを覆おおう闇やみと定めはあまりにも途と方ほうがない。ようやく光が射さしたと思ったら、今度は別の闇が待ち構えている。

「終わりがない……」

　もしかしたら剣を手放した朝火さんも、洲沙も、似た気持ちを抱いだいたのかもしれない。

　私は彼らの横に、ぽてりと腰こしを下ろした。

　その途と端たん一ツ目の、太たい鼓こ腹ばらの鬼が私たちの前に飛んできた。朝火さんはそちらを一いち瞥べつすることもなく、洲沙を膝ひざに乗せて静かに私の肩かたを引き寄せた。私も素直に額を彼の首筋に押し付けた。洲沙の小さな手が、私の指をきゅっと握った。

　どたっ、びちゃっと鈍い音を立てて、抗うことをやめた私たちの周りに次々と悪あつ鬼きが集まってくる。

「──」

　目を瞑つぶった瞬しゆん間かん、後ろから髪を無造作に摑まれた。衣も乱暴に引っ張られ、足の先に淀みの雫しずくが滴った。肩を抱かかえてくれる朝火さんの手に力がこもったのがわかった。離れないように。最後くらいは引き離されないように。

　──諦あきらめるな、踏ふみとどまれ。

　──緋宮、しっかり。

　急に、架か々が裏りさんと白雨さんの声が耳の奥でこだまする。二つの声が私を叱しかり、励はげまし、心に熱を注ぐ。

　あぁ、立ち上がらなきゃ。

　足に力を入れ、手を伸のばして、一歩を踏み出さないと！

　だけど、もうこのまま──。

「──俺の阿あ呆ほ鳥どり、なにをやってる！」

　ざしゅっと力強く、剣が翻ひるがえる音。

　闇が切り裂さかれたように、悪鬼の姿が目の前から消しよう滅めつした。迷いも不安も蹴け散ちらす激しさ。

　私は朝火さんの腕うでから顔を上げ、忙せわしなく目を瞬またたかせた。青系の色を重ねた衣ころもが視野に飛び込む。

　悪鬼を力任せに斬り捨て、神かみ懸がかりしているような強い気配をまとって振ふり向く人。

「胡こ汀てい」

　こちらを見み据すえる眼まな差ざしは、鍛きたえた刃やいばを思わせる。触ふれた途端、血に染まりそう。傷つくとわかっているのにそれでも指を乗せたくなる。そういう怖こわい、美しさだった。

　荒あらぶる魂たましいを抱えた胡汀の姿だけが、鮮あざやかに目に焼き付いた。なんだか夢を見ているみたいだ。引き寄せられるように、彼へと手を伸ばしかけたとき。

「馬ば鹿かが!!」

　怒ど鳴なられ、びくっと肩が跳ねた。夢ゆめ見み心地ごこちのような時間がきれいさっぱりと叩き壊こわされてしまう。……マジでひしひしと、リアルな激げき怒どの気配が漂ただよってくる！

「おまえ、ここで勝手に死んだりなどしたら俺が都を崩ほう壊かいさせるぞ！」

「ごっ、ごめんなさい！」

　条件反射で頭を下げてしまった。あれ、私って今かなりの命の危機だったはず。ある意味、感動の再会っていうか衝しよう撃げきの逆転劇をもたらしてくれたわけで、いっそ愛の炎ほのおが燃え上がってもいいような。それで普ふ通つうは、「無事でよかった」ってしみじみと喜び、ときめきとともに抱だき寄せてくれるものじゃないですか胡汀さん！

「なぜ抗わずに座り込んでいた！」

「え、ええとそれは」

「ふざけるな、許可なく絶命するなど許せぬわ！」

　恐きよう怖ふに負けて朝火さんにすがりつくと、胡汀に鬼き神しんの目で睨にらまれた。

「俺に惚ほれているなら、死の神くらい片手で捻ひねり潰つぶせ!!」

「は、はいっ」

　なんかむちゃくちゃな要求をされた気がするけれど、逆らえない！

「立て！」

「はい！」

　軍隊系ですかこれ。別の意味で震えつつ、慌あわてて立ち上がる。いや本当、優やさしく抱き起こしてくれるんじゃなく、自力で立ち上がらせるっていうこの容赦のなさがさすがは飼い主胡汀様。

　悪鬼に飲まれかけた私たちを心配するあまり、気持ちが捻ねじれに捻れ、腹を立ててしまっただけだと信じたい！

「朝火、おまえも腑ふ抜ぬけになったか！　滸こ楽らくへの憎にくしみを今は悪鬼に向けて、いつものように歓かん喜きしながら化け物どもを嬲なぶり殺せ！　思う存分惨ざん殺さつできる絶好の機だろうが！」

「惨殺宣言！」

　やばい、意識が霞かすみそうになった。

　暴君ここに極きわまれりというような胡こ汀ていの発言に、それまで放心していた朝火さんがやっと表情を取り戻し、苦く笑しようを見せた。

「さあおまえたち、とっとと殺し尽つくせ！」

　胡汀は私たちから顔を背そむけると、悪の王としか思えない命令を発した。胡汀が凄すごすぎて他ほかを見る余よ裕ゆうがなかったけれど、向こう側には胡汀の部下の剣けん士しや獣けもの形がたの滸楽もいた。

　それに途と中ちゆうで合流したのか、穂ほ野のさんまでも一いつ緒しよだ。

　剣士たちは、鬼神のような胡汀に倣ならって私を軽く睨み、つんつんしながら悪鬼に突とつ撃げきした。ちょ、胡汀の部下ってばなんて上司に似ているんですか、楽しそうに殺さつ戮りくの宴うたげを始めている！

　一気にひっくり返された戦況に心が追いつかず、ただただ啞あ然ぜんとしてしまった。

　蒸む槻きはとてもむごい世界だけれど、そのなかで生きる人々はなんて力強いんだろう。

　彼らが何度も何度も、私を生かしてくれる。

　隣となりでふんぞり返っている胡汀と、暴れ回る剣士たちをぼうっと見つめていると、司し狼ろうから飛び降りた穂野さんが慌ただしくこっちへ駆かけ寄ってきた。

　彼は朝火さんの腕からばっと洲す沙さを奪うばい取ると、目を皿のようにして全身を眺ながめ回す。

「ええい、糞くそ餓が鬼き、無事なのか！　おいっ、矢を受けているじゃないか！　くそっ、向こう見ずに突つっ込んで怪け我がをしやがって、美人な真ま古こさんに顔向けができんだろうが!!」

　真古さんとは、陽都に来る途中で出会った女性のことだ。私たちの味方となり、今も陽都の救きゆう援えん活動をしてくれている。

「他にどこを負傷した！」

　洲沙がぱっちりと目を開け、穂野さんを啞然と見つめる。それから、はっとしたようにぎこちなくもがいた。

「は、放せ、ふわゆる！」

「こら！　緋ひ宮みや様が俺を『フワユル髪がみ』などと陰かげで呼ぶせいで、この餓鬼までもが真似まねし始めているじゃないですか……ってそうじゃねえだろ、手当てをしないと傷口が膿うむだろうが」

　ひょいっと洲沙を担かついだあとで、フワユル髪の穂野さんはなにかに気づいたように顔を強こわ張ばらせた。彼のびくびくとした目が、だんまりを決め込んでいる朝火さんに向かう。

　朝火さんが滸楽を憎み抜ぬいているのは周知の事実。洲沙と朝火さんに視線を幾いく度どか往復させると、穂野さんは額にぶわっと汗あせを浮うかべながら口を開いた。

「……こ、こいつはあれです。俺の……かっ、隠かくし子ごのようなもので」

　こんな緊きん張ちようした状じよう況きようで、さっきまでは死にかけていたっていうのに、穂野さんのあからさまな噓うそに噴ふき出しそうになった。洲す沙さに対する口調は乱暴だけれど、懸命に守ろうとしている。

　冷えきった心に優しい熱を注がれた気分。心臓がとくとくと、希望の鼓こ動どうを聞かせる。

「いや、一見その、滸こ楽らくのようですが、そうではないような、あるような」

　しどろもどろな穂野さんに、話を聞いていた胡こ汀ていが軽く溜ため息いきをつき、助け舟を出す。

「俺が術をかけて、戦えるよう獣に変化させている」

「さすが胡汀様、噓が上手うまい！……じゃねえ、そ、そうなんですよ朝火様。術です」

　朝火さんは緊張する私たちをじっと見つめた。彼は洲沙だけは頑なに見ようとしなかった。

　でも、さっきは確かに洲沙を命いのち懸がけで救おうとした。

　心を整理する時間が必要だろうけれど、それでももしかしたら。

　密かに期待を込めて見つめると、胸中でどんな結論をくだしたのか、朝火さんは顔を背けて身を起こし、うろうろしている司狼へと足を向けた。

「──ともかくも帰き鼓こ廷ていへ。まずは都の浄じよう化かが必要だ」

「待って、朝火さん。その前に話し合おう」

　私は急いで彼の腕を引いた。なんの準備もなく帰鼓廷へ皆みんなを連れて行くというのは向こう見ずな判断だ。俱く七な帝ていにまた処しよ刑けいされかねない。

「……悪あしきモノは殺さねばならぬ」

　朝火さんは視線を落としたまま淡々とそう告げた。穂野さんが頰を引きつらせ、庇かばうようにぎゅっと洲沙を強く抱きかかえる。洲沙はまじまじと朝火さんを見つめていた。

　私は慎しん重ちように考えを巡めぐらせた。

　この陽都へはそもそも胡汀たちの救出のために侵しん入にゆうした。でもまさか瘴しよう気きや疫えき神じんの脅きよう威いに晒さらされているとは思わなかった。

　伊織もまだ見つかっていない。

　それなら今は、逃にげるのではなく、別の道を選せん択たくすべきだ。

　──都を正常に戻もどす手伝いをして、帰鼓廷から休戦の時間をもぎ取る。

　私はひっそりと頷うなずき、朝火さんの顔を覗のぞき込んだ。

「誰だれにとって、なにが悪しきモノなの？」

　尋たずねると、朝火さんは重い荷物でも抱かかえているように深い溜息を落とし、私に向き直った。

「人の日々を脅おびやかし、苦痛を与あたえるモノです」

「それが滸楽や悪あつ鬼き、穢けがれ主ぬし？」

　朝火さんは硬い表情を見せ、答えようとしなかった。

　ひとまず周囲の悪鬼をすべて消滅させた胡汀の部下や滸楽たちが、こちらへ駆け寄ってくる。

「知夏様、胡汀様、移動しましょう。他にも悪鬼が出しゆつ没ぼつしているかもしれない」

　剣士の一人が早口で催さい促そくした。

　私の手を振ふり払はらって背を向けようとする朝火さんの前方に急いで回り、さらに質問を投げかける。

「もしも、滸こ楽らくが人との共存を望んだら？」

「──」

「勿もち論ろんすぐに和解なんて無理だろうけれど。時間がかかってもいいから少しずつ……」

「緋宮」

　朝火さんは首を振り、苦く悩のうの気配を捨て去って強い眼まな差ざしを寄よ越こした。

「先ほどの答えを聞いていません。……あなたが死したあとは？」

「……それは」

「国は乱れ、これまで以上の争乱の世を招くはめになるでしょう。それを黙もく認にんしろというのか？」

　言葉に詰つまった私のかわりに、横に並んだ胡こ汀ていが口を開く。

「俺も答えを聞いていない。世とは人だけが満足すればいいのか？」

　胡汀と朝火さんが静かに睨み合う。どちらの質問も今はまだ、正解が見当たらない。

　私は全身に力を入れ、二人の手を握にぎった。こっちを見下ろす彼らに向かって、言葉を紡つむぐ。

「その二つの問いに対する答えは、これからの毎日のなかで一緒に探していくことはできない？」

「……一緒に？」

　二人は同時に不思議そうな顔をした。

「ねえ、朝火さん」

「……なんですか」

「私を殺して」

「──は？」

　ほらほら、と私は自分の喉のどをさらして朝火さんに近づいた。

　条件反射のように朝火さんが後退する。隣の胡汀の気配が大変やばい状態になったけれど、とりあえず気づかなかったことにする。

「殺して」

「戯ざれ言ごとを」

「絞こう殺さつでもいいし、頸けい動どう脈みやくをずぱっと一息にやってもいいし」

「なんの真似ですか」

　さらに詰め寄ると、朝火さんは眉まゆをひそめながらまた一歩下がった。

「なんで殺さないの？──ほら、そこに滸楽がいるよ。私は何度脅おどされても滸楽に背を向けたりしない。今殺さないと、元緋宮のまれびとは完全に俱く七な帝ていたちと袂たもとを分かつよ」

「──緋宮、あなたは」

「今の私はまだ蒸む槻きをすべて見通しているわけじゃない。だけどいずれ、私は脅威のひとつになる。神力を増して蘇よみがえりを果たしたまれびとだよ。大事な人たちを守るためにも、無知なままではいない。対たい抗こうする知ち恵えをつけていく」

　私を見下ろす朝火さんの視線が重くなった。

「さっき朝火さんが言っていたような、大花に必ずなる。殺すなら力を備えていない今しかないよ。──人間に余力があるうちに他ほかを殺す。それが朝火さんの判断なら」

「あなたという人は、まことに……っ」

　朝火さんは低い罵ののしり声とともに一いつ瞬しゆんで隼はや鉄てつの剣けんを取り出した。それと同時に胡こ汀ていや剣けん士したちも、ざっと一いつ斉せいに剣を抜き、覚悟と緊張をにじませた表情で朝火さんと向き合う。

「やめて。皆、下がって」

　うう、頑がん張ばっているのに、慣れない行動を取っているせいかどう見ても威い厳げんが足りない。誰も従ってくれないし。……ってへこんでどうするんだ私。

『天の華はなたる女め神がみのように輝かがやかしく、清らな袖を振って、凜りんと立ち上がって』いないとだめだよね、架か々が裏りさん！

「決めなさい。私を殺す？」

　心臓が胸を突き破りそうな勢いで跳はねていたし、手にいっぱい汗もかいていたけれど、私は必死に厳いかめしい顔を作った。剣先をこっちに向けている朝火さんの手首あたりをぐっと摑む。

「緋宮！」

「殺せないなら、従いなさい」

　ぐいっと彼の腕を自分のほうに引き寄せてみた。混乱の表情を浮うかべる朝火さんがたたらを踏ふみ、とっさという仕草で私の肩かたに片手を置く。

「もう忘れたんですか。緋ひ剣けんの命は私のものです。自由なんてあげない」

「俺に、滸こ楽らくを許せとっ……それができるのなら、これほど苦しむものか！」

「なんで許すの？」

　いつかしたように、指先でぺちりと朝火さんの額を軽く攻こう撃げきする。朝火さんは激しく動どう揺ようした。私もまさか二度目をこうしてできるとは、夢にも思っていなかった。

「簡単に許す必要なんてない。憎にくんだままでいいって言ったでしょう。私も家族が殺されたり誘ゆう拐かいされたら徹てつ底てい的に腹を立てる。……でも、憎むだけじゃきっとだめなんだと思う」

　私もまだ、憎まない方法があるのかどうか、わかっていない。一生かけても見つからないかもしれない。それでも心を閉ざし続ければ、苦痛は溜まる一方なんじゃないか。

「緋ひ宮みや、俺は」

　私の肩を摑む手に力がこもった。恐おそれと苦しみ、葛かつ藤とう。色々な思いが朝火さんのなかで渦うずを巻いている。

「いや、ならぬ。俺は滸楽を殺し尽つくす。そう決めているのです。この苦悩と怒いかりは、もはや俺の血肉だ」

「朝火さん」

　失望が胸をよぎった。でも私がなにかを言う前に、朝火さんは小さく首を振った。

「だが……だが、あなたの意志を一度だけ、尊ぶことにします」

「え……？」

「少なくとも、都の脅威が去るまでは、滸こ楽らくを殺あやめることはせぬ。……無論、滸楽が少しでも悪あしき真似まねをするならその限りではないが」

「──ほっ、本当!?」

　私は驚おどろき、朝火さんに飛びついた。すると朝火さんにぎゅっと抱え込まれる。

「俺の望みでは決してない。あなたのためにだ」

　決して折れることのない鉄のような憎ぞう悪おを掲かかげていたあの朝火さんが、譲じよう歩ほを見せた！

　夢じゃないよね？　私はあたふたと皆みんなを見回した。

　たとえ期間限定であっても朝火さんが私の願いを受け入れるとは誰も思っていなかったらしい。皆驚きよう愕がくの表情を浮かべている。っていうかそこまで『無理だろう』と確信されていた朝火さんがむしろ凄すごい。

「あなたに心より従えぬことが無念でならない。まったく世とは、ままならぬ……」

　朝火さんは小声でそう呟つぶやいた。戸と惑まどいながら彼を見上げたときだ。

　成り行きを見守っていた胡こ汀ていが突とつ然ぜん私の腕うでを取り、自分のほうに引き寄せた。胡汀はなぜかふんわりと微び笑しようしている。

　血の気が引いていくのがわかった。まずい、胡汀は本気で腹を立てたとき、こういう純じゆん粋すいそうな笑えみを見せるんだった。久しぶりにこの顔を見た！

「いつまで抱だきついているんだ」

「えっ。抱きついているっていうか、これは同志的な抱ほう擁ようなんだけど……」

「言い訳をするな、阿あ呆ほ鳥どりめ」

　胡汀が怒おこっている。目はつり上がっているし、口角も下に曲がっている。

「あぁ腹が立つ。俺の女は色気が皆かい無むのくせに男をたらし込むのがうまい」

「き、聞き捨てならない！　私がまるで浮うわ気き者みたいな……ってちょっと待った。その前になんて言ったの!?」

「悠ゆう長ちように話し合っている場合か。さあ、この場から離はなれるぞ」

　胡汀はつれなく話を終わらせると、私の腕を引っ張って一頭の滸楽に近づいた。その背に押し上げられそうになる前に、慌あわてて抵てい抗こうする。

「……知夏」

「逆らってごめ……、違ちがう胡汀、もう一回さっきの言葉を！」

　俺の女って。ええっ、それっていつもの飼い主と鳥という意味？

　だとするなら普ふ通つうに阿呆鳥と呼ぶはずで、でもわざわざ女という言い方をしたってことは。

「や、そこまで深く考えず単なる性別として言った!?」

「うるさいぞ、もう囀さえずるな」

　急激に心しん拍ぱく数すうが上がった。期待したらあとで泣く！　そうわかっていても頭がぐるぐるして倒たおれそうになる。

「ってだめ、今はこっちに集中だ！」

　私は自分の頰ほおを力ちから一いつ杯ぱいひっぱたいて意識を切り替かえ、ぽかんとしている朝火さんに再び近づいた。

「そうだ胡こ汀てい、朝火さんの身体からだに異変がないか見てほしい。帰き鼓こ廷ていで怪あやしい神酒みきを飲まされたの」

「平気だろ」

「胡汀！　真しん剣けんに！……朝火さんもさっき、悪あつ鬼きを生んでいた液体を少しだけ吐はいたんだよ。大だい丈じよう夫ぶかな」

　胡汀は仕方なさそうに溜ため息いきをつくと、朝火さんの全身をチェックし始めた。顎あごを摑み、口内を覗のぞいたあとは目の色を確かく認にんする。自分の健康に無む頓とん着ちやくな朝火さんは少し迷めい惑わくそうだ。

「……かすかに穢けがれをまとっているな。だがこの程度ならそう深刻に考える必要はない。あとで護ご符ふでも持っておけ」

「護符があれば大丈夫なんだ？　よかった。どこかで手に入れるね」

　ひとまず安心だ。

　ご機き嫌げん斜ななめの気分が続いている胡汀に微笑んでから、朝火さんに両手を「はい」と差し出す。変な目をされてしまった。

「なんですか？　胡汀を妬やかせたいから抱だきしめろと？」

「違います！　縄なわをかけてください」

「……虐しいたげられるのがお好みか？」

　なんのプレイですか！

「そうじゃなくて、帰鼓廷に連行してください」

　全員が怪け訝げんな顔で私を見つめた。

「そのあいだに滸こ楽らくたちは他の場所にいる仲間のところへ戻もどって、あとで追い掛かけてきてほし……わぁ胡汀さん、顔が凶きよう悪あくになってる……」

「どういうつもりだ、知夏？」

　胡汀に甘い声で囁ささやかれた。ときめきの意味じゃなく恐きよう怖ふで背筋がぞくぞくした。

「いつまでも後手に回るわけにはいかないから。ひとまず私、囚とらわれる。それで、祇ぎ官かんたちが私の登場に注目している隙すきに、胡汀たちは帰鼓廷からごっそりと薬や護符の類たぐいを盗ぬすみ出してほしい。まともに頼たのんで、快く支給してくれるとは思えないもの」

　楽らく奪ばい月つきに知り合った水の神である、ちまい姿のみずの様。薬作りが得意な兎と神がみ一族。味方の神様たちが手を貸してくれたものの、依然として瘴しよう気きは陽都中に満ちている。病に冒おかされた人もまだまだ多く存在する状態だ。とにもかくにも物資が足りない。

「お待ちください、知夏様。俱く七な帝ていに再び処断されかねません」

　穂野さんが慌てた様子で口を挟はさんだ。

「大丈夫。朝火さん、今回だけは協力してくれるんだよね？──あのね、まだこの区に残っている貴人を集めてほしいんだ。それから、サカキの葉も。たぶんサカキの葉なら、その辺の貴人の屋や敷しきにあるはず。厄払いのために庭園で栽培していると思う」

　朝火さんはふと目を細めた。

「帰き鼓こ廷ていだって、都がこれ以上瘴気で穢れたら困るはず。貴人を集めて一いつ緒しよに帰鼓廷に乗り込むっていう方法はどうかな。道中、この穢れを祓はらいながら」

「……あなたにまだ神力があり、なおかつ都を浄じよう化かできるとはっきり知らしめれば、日和ひより見みな貴人たちとてさすがに見てみぬ振ふりをせず処刑に反対するだろう、ということですね」

「うん。我関せずって顔で隠かくれている貴人たちを引きずり出してほしい。いくら俱七帝でも、大勢の貴人たちの意見を無視できないと思う」

　それに、帰鼓廷も。胸中でそう付け足す。

　新たな緋宮を立てるべく、一度は私を界の川の供く物もつとしたのに、春日さんに歴が移ることはなかった。二度目の処刑は躊躇ためらうだろう。もしも本当に私が死んで、それでもやっぱりあめつちが反応しなかったら、もっとも霊れい的てきな加護を必要とする混乱期に国の守り手が不在となる。それを危き惧ぐするはずだ。

「そうだな……この状じよう況きようなら確かに緋ひ宮みやに分があるか？」

　朝火さんは考え深げに呟いた。

「ですが、それでも危険が多いのでは？」

　剣けん士したちは心配そうにざわざわとし、私を見つめた。おお、いつの間にか胡汀の部下にも懐なつかれてる！

「どちらにしろ帰鼓廷に行く必要があるの。……今度は堂々と伊織を捜さがせるかも」

「都の浄化と引き換かえにですか。伊織の場所はおそらく九く支しがご存じだろう」

　朝火さんは思案の表情で告げた。

　通常のときなら滸こ楽らくの安全のためにも陽都脱だつ出しゆつを第一に考えるけれど、予想外の事態がこうして訪おとずれた。ここでただ逃にげるのは得策じゃない。

「私の神力が都を穢けがす瘴気とかに対して有効なうちに、積極的に動いたほうがいいと思うんだ」

「朝火に頼んだように、都のために一時的にでも手を結べ、と交こう渉しようするつもりなんだな？」

　胡こ汀ていの言葉にこくりと頷うなずき、朝火さんを盗み見る。

　もっと言えば……もしもこの先決けつ裂れつしたときのために、私たちには大きな力があるのだと知らしめておきたい。そうすれば帰き鼓こ廷ていも回かい絽ろ廷ていも、不用意に滸こ楽らくに手出しができなくなる。

　全面戦争の可能性を考えるのは憂ゆう鬱うつだったけれど、目を逸そらすわけにもいかない。

　ここで二つの廷を揺ゆるがし、仲間にできそうな人は引き入れ、物資をたっぷり奪う。命をかけるほどの覚かく悟ごで挑いどまないと、またいいように翻ほん弄ろうされて負けてしまう。

「なるほど。では早さつ速そく貴人どもを追い立てようか」

　胡こ汀ていは声こわ音ねを変え、にこにこした。

　あ、こういう悪戯いたずらっぽい表情、好きだな……と照れたのは一いつ瞬しゆんで、彼の口から明るく放たれた次の言葉に全身が凍こおり付く。

「貴人どもには散々迷惑をかけられてきた気がする。腕うでの一本や二本、叩たたき切るつもりで屋敷から蹴けり飛ばすとしようか。腕が鳴るな」

　胡汀の部下が、揃そろって凶きよう暴ぼうな悪人面を見せた。

「た、叩き切る……、脅おどしはほどほどにっていうか、なんとかお手て柔やわらかに……」

「遠えん慮りよするな。頑がん張ばってやるから、喜べ」

　頑張りどころが違う。お願い手加減を、という恐おそる恐るの嘆たん願がんはきれいさっぱり無視された。え、やばい。全員、好き放題に暴れる気でいるんですが。

「あの、胡汀さん？　決して貴人をお仕置きしてほしいとかじゃなくて」
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「おまえたち、さあこれまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすぞ。逆らうようなら手当たり次し第だい、殺……」

「胡こ汀てい!?」

「……殺さぬ程度に脅せ。目につく金品も奪っていい。なにせこういう状況だからな。ありがたくいただこうじゃないか。では知夏、しばし待っていろ。すぐに集めてやる」

「えっ、その、帰き鼓こ廷ていへ向かいながらで構わな……」

「俺って頼たよりになるだろう？」

　きらきらする胡汀に、自信満々に頷く部下たち。……ま、まじでやばくない？

　青ざめる私の制止を振り切り、胡汀たちは勇ましく散り始めた。路みちに並ぶ貴人たちの屋敷に向かって。

　滸こ楽らくたちが物言いたげにおずおずと私を見上げ、力なく尾おを振る。同情されてる!?

「暴れすぎなければいいが」

　朝火さんの、これっぽっちも心のこもっていない言葉に、私は深く項うな垂だれた。
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　悪の集団と化した剣士たちは本領発揮という具合にあちこちの屋敷に押し入り、呪じゆ弦げん師しを抱かかえ込んで引きこもっていた貴人たちを外へと引っ張り出した。捕つかまえたのはおよそ十数名。

　朝火さん曰いわく『なかには両廷と繫つながりのある大物の子息がいる』とのこと。

　ついでに脅し付けて資金援えん助じよを頼み、金品その他の役に立ちそうな物資を入手した。

　私や朝火さんの衣ころもがどろどろに汚よごれているのを見て、衣の類たぐいも強ごう奪だつ……用意してくれる。拒きよ否ひを許さない強ごう引いんなやり方に罪悪感が膨ふくれ上がるものの、もう甘いことはいっていられない。

　それと、睨にらんだ通りに貴人たちは邪じやを防ぐための呪具や護ご符ふの類いをいくつか隠し持っていた。サカキの葉も首尾よく入手。ほくほく顔の剣士たちと、問答無用に連れ出された貴人を比ひ較かくするとなんともいえない気持ちになる。

　本気で極ごく悪あく非ひ道どうな一団と誤解されては本ほん末まつ転てん倒とうなので、道中、行列を止め、サカキの葉を使って瘴しよう気きを祓っている。その枝を最も穢けがれのある場所にさしておく。

　路を清めながらの行進のため、ちっとも帰鼓廷に近づけない。

　というより途と中ちゆうから、悪あつ鬼き襲しゆう撃げきの恐きよう怖ふに震ふるえていた貴人たちが、なにやら意気を取り戻もどして『うちの屋敷の周りも祓え』と揉もみ手でしつつせがんできたんですが。

　蒸む槻きの人たちって本当、土ど壇たん場ばでこそ逞たくましくなる。

「あくまでおまえの神力が陽よう都との穢れに対たい抗こうしうると、この貴人らに伝わればいいのでは？　そこまで熱中する必要はない。倒たおれるぞ」

　橋の片かた隅すみにサカキの枝をくくりつけ、額の汗あせを拭ぬぐったとき、背後に歩み寄った胡こ汀ていに肩を摑つかまれた。彼の隣となりにいた朝火さんも腕を組み、軽く頷く。

「そうだな。ここからは極力急いだほうがいい。今は都中に瘴気が満ちているゆえ咎とがめられることなく自由に動き回れているが……この瘴気が薄うすまったと気づかれれば、回かい絽ろ廷ていが勇んで大軍を寄よ越こす恐れもある」

「うん、わかった。あとはどうしても見み逃のがせない穢れだけにして、先に進むことにしよう。朝火さん、さっき渡わたした護符はちゃんと身につけてる？」

　貴人の屋敷で発見した護符だ。真っ先に朝火さんに押し付けている。

「ええ、持っていますのでご安心を」

　苦く笑しようする朝火さんに、もうひとつ質問を投げかける。

「ところで、あなたたちにこっちの区へ出撃するよう命じたのは、帰き鼓こ廷てい？」

「むろん。だが、初めに提案したのは回絽廷側だ。鷲見が兵とともに帰鼓廷の門を叩き、『滸こ楽らくが陽都に侵しん入にゆうしているから滅めつせよ』という上意を伝えにきた」

　自然と眉み間けんに皺しわが寄る。防ぼう衛えいに専念中とはいえ、やっぱり完全には見逃してくれる気がないってことだ。都がさらに打だ撃げきを受けるとわかった上で、出立する兵たちに淀よどみを垂らした神酒みきを密ひそかに飲ませた。手段を選ばないその非情さが恐ろしい。

　ふと、鷲見さんの最さい期ごの姿が脳のう裏りに浮うかび、胸が軋きしんだ。

　死なせてしまった。彼は、私の緋ひ剣けんの一人である白雨さんの実父だ。二枚舌で狡こう猾かつな人。憎にくくないといったら噓うそになるけれど、あんな形で失いたくはなかった。

　蒸槻は、壮そう絶ぜつだ。彼が持つ尊厳も意い欲よくも志も眼中にないとばかりに、死の鎌かまを振ふるって容よう赦しやなく唐とう突とつに命を断たち切る。

「……」

　私は片手で心臓の上を押さえた。

　死というものが、こんなに近い。

　いつの間にか、それを心底恐れながらもどこかで当たり前のように受け入れている。私は本当に、なにかが変わってしまったみたい。

「知夏？」

　胡汀に呼ばれ、私は暗い考えを振り払はらって微笑ほほえんだ。彼と同じように怪け訝げんそうにしている朝火さんへと視線を流す。

「こっちに来る前、帰鼓廷はどんな感じだったの？」

「どんな、とは」

「九く支しさんや……春日さんの様子を知ってる？」

「ここしばらくは会えておりませんでしたので、なんとも」

「会えていない？」

「陽都浄じよう化かの儀ぎを行うため、彼らは揃そろって神しん殿でんにお籠こもりしていたのですよ。それにしては一向に効果が表れぬが」

　帰き鼓こ廷ていに対する苛いら立だちを隠かくそうともせず、朝火さんは皮肉な表情で告げた。でもすぐに、考え深げな目をする。

「どうやらなにか気がかりなことでもあるようで、祇ぎ官かんが廷てい内ないを忙せわしなく行き来していたが……俺が出立する直前などは、もはや都の惨さん状じようすら気に留めていないという状態でしたね」

「気がかりなこと……」

「それで、緋ひ宮みや。帰鼓廷に乗り込んだあとはなにをせよと？　慎つつましく交こう渉しようのみを持ちかけるおつもりか？」

「いいえ。私が交渉しているあいだ、皆みんなはとにかく帰鼓廷の神かみ倉くらから祓はらえの儀に使う祭具をできる限り持ち出してほしい。仲間にできそうな人には声をかけて」

　今、滸こ楽らくには香人区に残っている遠凪さんらのもとへ行ってもらっている。彼らには帰鼓廷近くで待機してもらい、盗ぬすみ出した祭具を安全な場所まで運ばせる。

「混乱に乗じて帰鼓廷の力を根こそぎ奪うばうと？」

「違ちがうよ。儀を行うために必要になるから」

「儀……？　持ち出すということは、帰鼓廷の外でなさるのか？」

「うん」

　朝火さんは不思議そうに首を傾かしげた。質問を重ねようとする彼の横から、胡こ汀ていが私の身を引き寄せる。

「さあ知夏、もう話し合いはすんだだろう。司し狼ろうに乗れ」

　強引な行動に、やや戸と惑まどいながら胡汀を見上げる。

　彼は私を連れて、辻つじの脇わきに設けられている切妻屋根の御み堂どう横にとめておいた司狼のほうへ足を進めた。背後で朝火さんが溜ため息いきをつく。

「気き遣づかってくれるのは嬉うれしいけど……一応は私も胡汀も、朝火さんたちに捕まったという設定だよ。司狼に乗ると、怪あやしまれるかも」

「構うものか。両廷とも、朝火らを捨て駒ごまにするつもりで送り出したのだろうに。それが生きて帰ってくるのだから、どう取り繕つくろおうとも捕ほ縛ばくがまことの話だと素す直なおに信じるはずがない」

「でもそれは、帰鼓廷側は、知らない事情だし……」

　というよりもだ。見み透すかされるだろうことは、こっちも承知の上で行く。

　あくまでこの行進は、屋や敷しきから連れ出した貴人たちへのパフォーマンスにすぎない。

「知らぬ、ではなく素知らぬ振りをする、だろう？　帰鼓廷側はなに食わぬ顔で朝火の帰き還かんを受け入れる。回かい絽ろ廷てい側の案を諾だくとした事実が貴人らに伝われば、さすがに外聞が悪い」

　胡こ汀ていも同じことを考えているらしい。

　今の時点で第一に優先するのは帰き鼓こ廷てい内に無事入り込むことだ。次に、祭具の持ち出し。伊織の居場所確かく認にんと救出。そして一時休戦の交渉。危険な賭かけだけれども、すべてが望のぞみ薄とは限らない。万が一帰鼓廷側が聞く耳を持たず捕縛の意思を変えなかったとしても、廷内には朝火さんの部下がまだ残っている。彼らは祇ぎ官かんの命令よりも朝火さんを選ぶ。

「朝火さんが味方になってくれたのは大きいなあ」

「この強ごう情じような男は、陽都が正常に戻るまでなどと言っているがな」

　ちらっと朝火さんを振り向く胡汀に、笑う。それでも朝火さんの裏切りだけは心配しなくていい。ちょっとやそっとの説得じゃ決して靡なびかない人だ。今回折れてくれたのも本当に奇き跡せき的。

「ただ朝火の協力の有う無むはともかく、帰鼓廷に気を許してはいけない。理ことわりなど無用でおまえを殺そうとする恐おそれがある」

　胡汀は難しい顔をすると、歩調を落とし、少し乱れていたらしい私の髪かみをそっと撫なで付けた。

「どちらにせよ、俺はおまえの安全を重んじるぞ」

　心臓によくないから、真顔で唐突なデレ発言はやめてほしい。

　急に恥はずかしくなった。司狼のそばには周囲を窺うかがっている穂野さん方や貴人たちがいる。聞こえなかった振りをして彼らに近づく途中、胡汀に身を寄せられ、ぱさりと袖そでで包むよう頭に腕うでを回された。

「な、なに？」

　歩きにくいし、前が見えにくい。

　戸惑いながら胡汀の腕を外そうとすると、不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしを向けられた。

「扇おうぎのかわりに顔を隠してやっているのに」

「あ、そういう意味か……でももうずっと顔を出してきたし。気にしなくていいよ」

「俺が気にする」

　胡汀って意外にこういうところでは生き真ま面じ目めなんだなあと感心した矢先だ。

「俺の鳥だろう。なるべく他ほかの男に顔を見せるな。淫みだらだぞ」

　ぺしゃっと崩くずれそうになった。

　この揺ゆるぎない特別扱あつかいはなに！

　動どう揺ようしながら胡汀を窺うと、なぜか彼は朝火さんをちらちらと見て警けい戒かいしている。

　……もしかして、緋宮の寵ちようがどうのこうのと朝火さんが怪しい発言をしたせい？

　まるで『知夏』に『胡汀』が惹ひかれているみたい。期待一割、不安三割、寂さびしさ六割という複雑な心境だ。飼い主としての責任感と陽ひ女め神がみに対する恋れん情じようを混同しちゃっているんだろう。なぜならまだ胡汀の瞳ひとみに星神の色が残っている。以前より安定しているのはわかるけれど、それでも。

　密かにしょげ返る私を司狼の背に乗せると、胡こ汀ていはやけに凜りんとした態度で振り向いた。

　他の司狼に騎き乗じようした朝火さんへと、すたすた近づいていく。

「朝火」

「……なんだ」

「念のために伝えておく。今の俺はもはや蒸む槻きがどうなろうと知ったことではない。ただ伊織を救い出したいのと、あとは知夏や剣けん士したちが望むからこうして都の浄化を手伝っている」

　胡汀は平然と、とんでもない本音を暴ばく露ろした。

「だから俺の鳥を傷つける者は王であろうが神であろうが容赦はしない。誘ゆう惑わくする者は、もっと容赦しない」

「……なぜそれを俺に言う」

「おまえは『緋宮』に惚ほれる男だろう。俺の鳥は、おまえのように面めん倒どうでひねくれた男にはとりわけ冷たくできない。だがもう、『緋宮』ではないから。気軽に触ふれるのはよせ。俺は知夏の命をなにより守る」

「あめつちは代だい替がわりを認めていないぞ」

「知るものか。判断を誤った九く支したちに責任を取らせればいい」

「胡汀もまだ『緋ひ剣けん』だろう？　知らないではすまされぬ」

「次代が正式に決まったとき、緋剣の座も返上する」

　胡汀は言いたいだけ言うと、啞あ然ぜんとする朝火さんに背を向けてこっちに戻もどってきた。

　穂野さんたちは屋敷から連れ出した貴人の世話で忙いそがしく、こっちの話は聞こえていないみたいだ。でもそういう問題じゃない。恥ずかしいし心臓が飛び跳はねそう。

「よく考えたら胡汀って今までも結構マイペースだった気がする……」

　不意打ちで甘い発言をしたり。素直じゃない性格だから、なおさら行動が予測できない！

「……なぜ俺を睨にらむんだ、阿あ呆ほ鳥どりめ」

「な、なんでもない」

　胡汀は私の後ろに乗り、司狼に前進の合図を出した。

　感情の窺えない顔つきに戻った朝火さんが私たちの横に司狼を並べて進む。こっちの話に興味があるのかないのか、表情からは判別できない。

　剣士たちも貴人を司狼に乗せ、ゆっくりとあとに続く。屋敷から引っ張り出した直後は誰だれもが死を覚かく悟ごしたように蒼そう白はくだったけれど、今は逆らう素そ振ぶりも見せず、思いの外従順についてくる。むしろ路みちを祓うごとに、私に向ける視線が熱くなっている。

『この娘むすめに協力したほうが得だ』と計算したのかも。

　……と、力ちから尽ずくで意識を違う方向に持っていったのに、胡汀が不満そうに軽く私の髪を引っ張り、話を戻した。

「ごまかそうとするな。なんでもないという様子ではないぞ」

「ええと、気にしないで」

「なら振ふり向け。顔が見たい」

「……」

　それを実行するのにどのくらいの勇気が必要だと思っているんだろう。

　私は溜息を飲み込んだ。

　──優やさしくされるのが切ない、とは正直に言えない。

「……おのれに我が慢まんを強しいぬことにした」

　ふいに胡こ汀ていは小声で告げた。

「え？」

「俺は長い年月、心を抑おさえてきたから。それはもうやめる。たった一言を伝えなかったばかりに、あるいは聞こうとしなかったばかりに、いらぬ災わざわいを招くことがあるのだとわかった」

　どきりとした。最初は星神と花神のあいだに起きた悲劇についてを言っているんだと思ったけれど、どうも違うみたいだ。

「憎にくむ前に耳を傾かたむけていれば、違ちがう結果を得られただろうという後こう悔かいがいくつもある」

　悔かい恨こんの言葉の意味を急いで考える。

『胡汀』として抱かかえていた憎しみ……ひょっとすると母親の雲くも乃のさんを犠ぎ牲せいにした父親の件じゃないか。もっと早くにお父さんの心の内を聞いていれば、って。彼の父親は誰にも奪うばわせないために、雲乃さんを川の界に落とした。

「もう心も言葉も惜おしまぬことにする」

　静かな口調で紡つむがれた決意の言葉に、なんだか顔が熱くなってきた。きゅうっと胸が引き絞しぼられる。

「とくにおまえは、知らぬうちに美しく成鳥するから気が気ではない」

「うう」

　呻うめき声を我慢できない！

「しかし今は状じよう況きようが状況なので、自重する」

「自重」

　きりっと告げられ、思わず振り向いてしまった。

　胡汀は大真面目な顔で私を見下ろしている。私は慌あわてて正面に向き直った。

　いやだこの人、周囲は瘴しよう気きに満ちているし明日どころか下手へたをすれば一時間後さえ無事に生きていられるか保証できないような状態なのに、出し抜ぬけに気持ちを揺さぶってくるなんて。

「だがおまえが襤ぼ褸ろ鳥どりのようになるたび、俺は胸が痛くなる」

　自重できてない、できてないから！

　……でも襤褸鳥っていう表現はひどいな。そんなところはやっぱり俺様飼い主様。

　私はもう胡汀を無視することにした。ぴしっと姿勢をよくし、他の人たちに動揺を気づかれないよう表情も引き締しめておく。

　背中から不思議そうな気配が漂ただよってきたけれども、振り向いたら負けだ。

「あとで髪かみを洗ってやる」

　それって毛け繕づくろい？　身体からだを緊きん張ちようさせすぎて背筋がぴきぴきしてきた。

「きれいな衣ころもも購あがなってやる。おまえは淡あわい色のほうが似合う。……九く支しもそう言っていたな」

　ここが司し狼ろうの背の上じゃなく板いた敷じきだったら私は間ま違ちがいなく左右にごろごろと転がっていただろう。

　胡こ汀ていも多少は状況を考こう慮りよしているのか、隣となりの朝火さんや背後の剣士たちに聞こえないよう小声で耳打ちしてくる。

　それがよくない！　無む駄だに悩なやましい声をしているせいで、こっちは腰こしが砕くだけそうだ。

「日向ひなたに咲さく花のような、柔やわらかな色がいい。上等な布で仕立ててもらうか」

　顎あごが痺しびれるほど奥歯を嚙かみ締めないと、変な声を漏もらしてしまいそうだ。耐たえきれない！

「胡汀！　私たちは今、ある意味決戦を前にしているような重大な局面だよ」

「知っているが」

　平然と返された。なにを思いついたのか、胡汀は急に腹立たしげな気配を漂わせる。

「どんな場所であろうが、俺の腕うでのなかに留とどまっていればおまえは決して傷つかないでいられるのに。好き勝手に飛び回るから、羽が薄うす汚よごれてしまうんだ」

「と、飛び回るって」

「今も逃にげたくてたまらぬという顔をしているだろうが。それほど俺に囲われるのは嫌いやか」

「嫌とか好きとかそういう問題じゃなくてね！」

　繰くり返すけれど、こういった口説くような言葉を全部耳元で囁ささやかれている。目眩めまいがしそうだ。

「俺は戦える男だぞ。もはや蒸む槻きや貴人のために剣けんを振るうなどご免めんだが、おまえの望みなら極力叶かなえるつもりでいる」

　誰か自重という言葉の意味を胡汀に教えてあげてほしい。

「要するに回かい絽ろ廷ていと帰き鼓こ廷ていの、冠かんある者どもをすべて暗殺すれば一いつ切さいの憂うれいはなくなるのだろう？　潔いさぎよく全ぜん滅めつさせたほうが後あと腐くされもない」

「胡汀!?　本音を隠かくそうよ！」

「それにだ、どうしても滸こ楽らくを救いたいのなら、俱く七な帝ていを始末してあの遠凪という不ぶ躾しつけな男を王座に据すえればいい」

「こらー！」

　反射的に大声を上げてしまった。朝火さんが何事かと問うような驚おどろきの顔でこっちを見る。慌てて愛あい想そ笑いを返してから、胡汀に視線を戻す。なにその自信たっぷりな態度は！

「あ、我ながらいい考えかも？……という表情をしない！　だめに決まってる」

「面めん倒どうだな」

　素す直なおになった胡こ汀ていは、歩く危険物すぎる。というよりも星神の影えい響きようを受けているんだろう。蒸む槻きに対する執しゆう着ちやくが以前よりも明らかに薄うすい。

「だが誰も彼もを幸福にする道などないぞ？」

「……うん。それでも、最初から諦あきらめたくない」

「不幸は大たい抵てい押し付け合う。幸福は大たい抵てい奪うばい合う。滸こ楽らくの喜びは、人々にとっての苦しみだ」

　冷たい響ひびきのなかに、私の意気を挫くじかないようにという気き遣づかいが見えた。

　それ以上言葉を重ねないのは、どうごまかそうとも否定的になってしまうからだろう。

　胡汀は、私の抱いだく望みは無む謀ぼうを通り越こして不可能だと──天地が逆さになっても成じよう就じゆするはずがない、と確信しているらしかった。

　私は俯うつむいたあと、司狼の手た綱づなを握にぎる胡汀の手に触ふれた。背後で胡汀が笑う気配。包むように手を握り返される。

　自分の力で不幸を振り払はらい、幸福を探すこと。一見罪のないようなその頑がん張ばりが原因で、意図せず他者が苦しむ場合がある。

　幸福は人と同じ数だけ用意されているわけじゃない。それはわかっている。

　──生きるって、難しいなあ。

　たとえ不可能であっても夢見ることさえやめてしまったら、毎日は確実に色いろ褪あせる。

　奪い合った末の喜びではなく、誰だれかと分かち合える喜び、私はそういうものをこの蒸槻で目にしていきたい。
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　三十分も貴人区の路みちを進まないうちに、帰き鼓こ廷ていを抜け出してきたらしき剣けん士し数名と鉢はち合あわせした。彼らは朝火さんの剣部の者らしかった。

　そういえば、朝火さんは鷲見さん方と奇き襲しゆうに訪おとずれた際、自分の配下にいる剣士たちをほとんど連れてきていなかった。はっきりとは断定できないまでも、心のどこかで俱く七な帝ていの命令に疑いを持っていたんじゃないか。

「おまえたちは帰鼓廷で待機せよと言ったはずだが？　向こうで変事でも起きたのか」

　朝火さんは司狼から素す早ばやく下りると一いつ旦たん行進をとめ、小川の上にかけられた反り橋のほうへ彼らを引っ張っていった。

　私と胡汀も顔を見合わせ、ともにそちらへ行く。興きよう味み津しん々しんといった様子で穂野さんもついてきた。

「この者たちが、どうしても緋ひ宮みや……知夏様に会いたいと言ってきかぬので」

　剣士はやや当とう惑わく気味に私を見ると、自身の背後に控ひかえている仲間に顔を向けた。

　そこで遅おそまきながら違い和わ感かんを覚えた。後ろの剣士三人は私の視線を感じたのか、頑かたくなに俯いて落ち着きなくもじもじとしている。

　濃こい色合いの戦衣と男性用の色しき笠がさでごまかされているけれど、よく見ると体つきもかなり華きや奢しやだ。剣士見習いの少年たちだろうか。

「私になにか、伝えたいことがあるの？」

　一歩近づいたとき、そのなかの一人が躊躇ためらいがちに顔を上げ、色笠を外した。

「知夏様、よくご無事で」

「──」

　私は息を吞のんだ。とっさに返事ができない。

　胡こ汀ていが警けい戒かいするように私の身を自分のほうへと引き寄せた。

「あなたたちは……」

　剣士に変装したその三人は、帰き鼓こ廷ていで以前私の宮に仕えていた神かみ女め──図と世よさんや秘密の女子会常連参加者だった女性たちだった。

　私と胡汀の後ろにいた穂野さんが驚いたように数歩彼女らに近づき、奇き妙みような唸うなり声を上げる。「くそぉ、俺の心の恋こい人びとだった図世……」という悲ひ愴そう感たっぷりな呟つぶやきが聞こえたけれど、とりあえず今は無視しておく。

　とはいえ穂野さんの怪あやしい独白のおかげで、幾いく分ぶん気持ちが落ち着いた。

　胡汀をちらりと見上げてから、図世さんたちと向き合う。

「どうして私に会いに？……もしかして九く支しさんから伝言が？」

　わずかに期待をこめて尋たずねる。個人的感情よりも国の利益と安あん寧ねいをまず優先する九支さんだ。一向に好転しない陽都の状態を危あやぶみ、譲じよう歩ほして一時的にこちらと手を結ぶべきと決断してくれたんじゃないか。

　ところが図世さんは緊張を解かないまま小さく首を横に振ふった。

「いいえ、九支様は春日様や祇ぎ官かんたちと神しん殿でんに『お籠こもり』をされたままで、お目通りがかないません。ですが、その──」

　躊躇うように口を噤つぐむと、図世さんは片手を自分の胸に当てた。

「咲さく耶や様が」

「……咲耶さんがどうしたの？」

　予想外の名前が飛び出し、私は警戒した。咲耶さん。彼女の姿を頭に描えがく。

　気が強く、どこか皮肉な女性剣士。元は白雨さんの部下だったものの、春日さん側へと寝ね返がえった。彼女の存在は、これまで不安しかもたらさなかった。

「私どもでは参さん殿でんもかないませんが、咲耶様は祇官のもとへ渡わたりが許されています。先さき頃ごろも二廷を頻しきりに行き来されていましたが……今日はとくに物々しいご様子でした」

　残りの神女二人が同時にこくこくと頷うなずき、勇気を振り絞しぼったように私を見つめて口を開く。

「なんのために二廷の橋渡しをされるのかと不思議に思いました。わたくしの一族の者が神殿仕えの祇ぎ官かんにおります。そこでその者をどうにか呼び出し、仔し細さいを尋ねました」

「緋宮……知夏様方が第だい一いち陣じんの兵を突とつ破ぱし、悪あつ鬼きを操あやつって陽都を進軍していると。至急次の兵を差し遣つかわして阻そ止しせよと回かい絽ろ廷ていから仰おおせ言ごとがあったとか」

　驚く私を一いち瞥べつすると、朝火さんは彼女らに向き直って腕を組んだ。

「では帰き鼓こ廷ていから再び剣士を送るのか？」

　それに対し、図と世よさんは私と朝火さんを交こう互ごに窺うかがいながら答える。

「剣士の多くは今も各符の長たる緋ひ剣けんのお方、ひいては知夏様に剣を捧ささげておられます。ですが、未み不ふ嶺ね様や白雨様の剣部の方々は……。それに帰鼓廷には緋宮直ちよつ轄かつの五部とは別に、神しん殿でん抱かかえの剣士もおりますので。それでも神殿警護をなおざりにはできませぬゆえ、帰鼓廷からはせいぜい二十ほどではと」

「回絽廷側の兵士のほうは」

「確たる数はわかりません。ただ、少なくとも帰鼓廷以上の兵士を出しゆつ陣じんさせるかと存じます。百、いえそれ以上の討とう伐ばつ軍となるかもしれません」

　図世さんはそこで意を決したように私へ顔を向けた。

「咲耶様も来られるかと。あの方はどうしたことか、知夏様に並々ならぬ敵てき愾がい心しんをお持ちのようです。既すでに出立の準備をしております。早さつ速そく明日には陽都に下ってこられるはず。ですので知夏様……」
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　説明の途と中ちゆうで突とつ然ぜん穂野さんがずいっと私の横に並んだ。

「ちょっと待て。くそ……っ、純真たる男心を傷つけた罪は重い……ってそんな与よ太た話はあとにしてだ。おい図と世よ。それでおまえ、結論としてこう言いたいのか？　危険が迫せまっているから今のうちに早く逃にげろって？」

　穂野さんの冷ややかな口調に、図世さんは少し怯ひるんだ。

「……そうです。咲耶様はこちらにおられる剣けん覡げきの方々の呪じゆ術じゆつに抗こうするべく、一部の祇ぎ官かんをもお連れすると。それになんといっても回かい絽ろ廷ていの命です」

「なんとも奇き異いじゃないか。なぜおまえがわざわざ二廷の動向を報しらせにくるんだ？」

「──え？」

　穂野さんはフワユル髪がみをくしゃくしゃと片手で搔かき回すと、滅めつ多たに見せることのない厳しい表情を浮うかべた。

「おまえは知夏様に背を向け、次代と目された女を選んだんだろ？　なぜ敵対する俺たちに密告の真似まね事ごとをする？」

「密告とはいくらなんでも無礼ではありませんか！　確かに私は知夏様に許されぬ不義理をいたしました。ですがこのように討伐されるなどあってはならぬと思い……」

「今いま更さらなにを言っているんだ。次代のための贄にえとして処された場に、おまえも参じていたんだろうが」

「そ、それは」

　図世さんたちは顔を強こわ張ばらせ、一歩引いた。

　すると穂野さんは思いがけない行動を取った。すっと距きよ離りを詰つめ、図世さんの襟えりを乱暴に片手で引っ摑つかんで自分のほうに近づける。爪つま先さき立だちの状態になった図世さんは小さく悲鳴を上げ、穂野さんの胸を押しのけようとした。

　でもか弱い女性の力では、剣士として日々鍛たん錬れんしている穂野さんにかなうはずがない。

　彼が女性に対して容よう赦しやのない行いをするとは考えてもいなかったので、驚おどろきのあまり硬こう直ちよくしてしまう。

「なぜ今になって考えを変えた。あぁ、噂うわさが耳に入り、こう悔くやんだのか。あめつちの意は未いまだ知夏様にある、それを証するように都の悪鬼を打ち払はらうだけの大きな力を宿しているではないか、まやかしの勢力に靡なびいてしまうとは不覚であった、早くもう一度取り入らねば──」

「違ちがいます！　そのような卑ひ劣れつな企たくらみなど、持つはずがございません！」

　図世さんは傍はた目めにもわかるほど身を震ふるわせた。穂野さんの痛つう烈れつな批判に対する恐おそれと屈くつ辱じよくの両方が彼女の顔に浮かんでいた。

「どうだかな」

「穂野様！」

「俺は女が心底大好きでたまらぬが、だからといって主あるじに対する非礼に目を瞑つぶりはしないぞ」

　その言葉に茫ぼう然ぜんとしていると、胡こ汀ていが苦く笑しようし、彼の腕うでを引っ張った。

「落ち着け、穂野」

「これが冷静でいられますか！　こいつらの非情な所業が原因で知夏様は蒸む槻きの者たちを見限り、滸こ楽らくなんかに心を預けるように──！」

　穂野さんは嚙かみ付きそうな顔でそう反論しかけ、はっとこちらを振り向いた。気まずげに私から目を逸そらす。

　やっぱり本音の部分では、私が滸楽に肩入れしていることに納なつ得とくできていない。

　さっきの朝火さんの質問が心に重かった。私が死んだあとは──。

「……とにかく、知夏様。こいつらを信じぬほうがいい。罠わなの恐れがあります」

「罠などではありません！　本当に討伐軍が下ってくるのです！」

「──見せしめにこいつらの首を落としましょう」

　図と世よさんが限界まで目を見開いた。私もまた、衝しよう撃げき的なその提案に絶句してしまう。

「ここらで我らも一度強く出るべきです。恩情は無限ではないと知らしめるためにも、女たちの首を帰き鼓こ廷ていに送り返せばいい」

　恐きよう怖ふで色を失う神女たちを、まじまじと見る。彼女らを見せしめに、殺す？

「ちょ、ちょっと待って、穂野さん」

　冷や汗あせが額に浮いた。武ぶ闘とう派はの朝火さんや胡汀がそれを言ったのならまだわかるけれど、まさか情に厚いはずの穂野さんが。

「いいのではないか？」

　朝火さんがふいにぽつりと賛同の言葉を落とした。

「どうせならば俺の首もともに並べたらどうだ。そのほうがより功を奏するだろう」

「朝火さん！」

　私は声を荒あららげた。この人は、無意識のところで死にたがりなんだ。自分の命の重さを少しも知らない。

「朝火さんも、神女たちの首も、落としたりはしません」

　断言しながら、懸けん命めいに頭を働かせる。今それを実行すれば、こっちの思おも惑わくがどうであれ、回かい絽ろ廷てい側には報復としか受け取られない。後ろ暗いものを抱かかえているのは向こう側だからだ。

　争いが激化するだけなのは目に見えている。

　結果的に私たちのほうが得るものより失うものが多くなる。

「知夏様、こちらも非情な決断をせねば！」

「それは、今じゃないと思う」

　滸楽の未来、共存を本気で願うのなら、個人的な悪感情や復ふく讐しゆう心よりも優先させなきゃいけない問題がある。理性を失っていない、蒸槻の平へい穏おんを私たちも願っているのだと。

「あなたは図世と親しくされていた。同情して切り捨てられずにいるんです。……胡汀様を迎むかえにいったとき、やはり見み逃のがすべきではなかったんだ」

　穂野さんはそう吐はき捨てると、荒っぽく図と世よさんを突つき放した。よろめく彼女を他ほかの神女が慌あわてて支える。

「帰き鼓こ廷ていから出ぬ神女どもにはわからないだろう、だが我ら剣けん士しは緋ひ宮みやが一いち途ずに蒸む槻きを守ろうとする姿を見てきた。そういう方を、後ろから刺さす真似をしたんだ。許せるものか」

　悔くやしそうな穂野さんの声に、ふと過去が蘇った。

　これは……江房さんの見せた憤ふん慨がいによく似ていないだろうか。架か々が裏りさんのかわりに緋宮として新たに目された私を拒きよ絶ぜつし、暗殺を計画した。

「私たちとて、緋宮のために命を抛なげうつ覚かく悟ごでお仕えしています！　女め神がみの社たる帰鼓廷に身を捧げているのです」

　図世さんは熱心にそう告げた。

「うん。神女たちの献けん身しんを知ってる。皆みんなの心こころ遣づかいは本物だった」

　私は静かに同意した。本当に手て抜ぬきも偽いつわりもなかった。ただ、神女や祇ぎ官かんはどちらかといえば『緋宮を支える帰鼓廷』という場に仕えている印象がある。一方剣士は『帰鼓廷の主たる緋宮』に属している。そのわずかな差が、私に対する選せん択たくの違いを生んだ気がした。

「図世さんたちの覚悟を、疑っているわけじゃないよ」

　縋すがるような、悲しげな顔をしている彼女らを、どうするべきだろう。

　恨うらみや寂さびしさがないといえば噓うそになる。今はまだ、過去の全部を水に流して笑いかけることも慰なぐさめることも難しい。一方で、やっぱり恋こいしさもある。友人のように時間を過ごしたから。

「じゃあこのまま解放するつもりなんですか、知夏様！　他の者に示しがつきませんよ」

　穂野さんは大反対の様子だ。

　私たちがすぐには受け入れないだろうと、図世さん方も十分承知していただろう。

　もしも帰鼓廷から抜ぬけ出す場面を誰だれかに見られていた場合、処しよ罰ばつは避さけられない。下手へたをすれば私の仲間と誤解され、それこそ首を落とされるかもしれなかった。

　その危険を冒おかしてでも陽都を下り、会いにきた。なぜなのか。歴が動かず、陽都の荒こう廃はいも止められないという停てい滞たいした現状に、きっと不安や焦あせりを抱いだいたからじゃないか。

「知夏様、どうか信じてください。偽りは申しません」

　必死に言い縋る図世さんの目には、涙なみだが浮かんでいた。

　私は拳こぶしを握にぎりしめた。揺ゆれ動く自分の心を覗のぞき込む。

　個人的な暗い感情より大事なことがある。その思いをもう一度嚙み締しめる。

　抱いた望みを現実にするために今優先すべきなのは、まず帰鼓廷に無事辿たどり着くことだ。

　──そのためには、一人でも多くの仲間が必要になる。彼女たちを引き入れよう。

　そういう考えが胸に落ちた。ほんの少し、首を落とせと怒いかりを見せた穂野さんよりも、こんなふうに割り切ろうと考える自分自身のほうが冷れい酷こくなんじゃないかって怖こわくなる。

　密ひそかに深呼吸し、気持ちを宥なだめてから言葉を吐き出そうと思ったとき。

「……神女の警告はまことだろう」

　とん、と私の頭に軽く手を置き、胡こ汀ていが口を挟はさんだ。

「胡汀様まで！　安易にこいつらを受け入れてはなりません」

「いや、そうではなく。この三人のみで来たというなら疑いもするが。朝火の剣けん部ぶの者が同行しているだろう。ならば少なくとも、神女たちの心情に関しては噓はない」

　穂野さんは、その存在を思い出したように、図と世よさんたちを連れてきた剣士を見つめた。

「五部のなかで、もっとも扱あつかいにくい……いや、もっとも長の命に忠実なのが、朝火の剣士たちだ。この者が朝火の了りよう解かいなしに回かい絽ろ廷ていや祇ぎ官かんの命令に従い、罠を仕し掛かけにきたとは思えない。そもそも朝火自体がこういう面めん倒どうな策を好まないだろう」

　朝火さんは眉まゆをひそめてわずかに複雑そうな表情を浮うかべたものの、胡汀の説明を否定しなかった。確かに朝火さんは策略を巡めぐらせる暇ひまがあったら、さっさと相手を叩たたき斬きったほうがいいと考えるタイプだ。

　迷わず同意を示した私の肩かたを誰かがぐいっと押しのけ、前に出た。

　誰かと思えば、胡汀の部下たちだ。

「まことに心外です、胡汀様。すると我らは、あなたに対してさほど忠実ではなかったとおっしゃりたいのか」

「……いや、そうは言ってないだろうに。というよりおまえたちは今、知夏を突き飛ばさなかったか」

「我らよりも朝火様の剣士を重用すると？　傷つきました」

「なぜそういう話になる」

　気色ばむ剣士たちに、胡汀はたじろいだ。

「胡汀がすごく愛されてる……」

　拗すね始める彼らと、狼ろう狽ばい中の胡汀の様子を目にして、なんだか肩の力が抜けてしまった。それは啞あ然ぜんと眺ながめていた穂野さんも同じのようでがくっと肩を落とし、溜ため息いきをついている。

　朝火さんも呆あきれた目を剣士たちに注ぐ。気を取り直したように図世さんたちをここへ連れて来た自分の部下の剣士に顔を向ける。

「おい、皆の前で言え。この女たちの言葉は真実か」

「はい」

　彼は即そく答とうした。朝火さんは考え深げに彼を見み遣やると、次の質問を投げかけた。

「おまえの長は誰だ」

「朝火様です」

「俺以外の命令に従うか？」

　そこで剣士は躊躇ためらいなく地面に膝ひざを落とし、自分の剣を鞘さやから抜いて柄つか側を朝火さんに差し出した。

「憂うれいを絶つために、私をお斬りください」

　驚おどろいてしまう。本当に朝火さんのところの剣士って忠誠心が強い。

「──立て」

　そう命じた朝火さんが、彼の剣をさらに私へと差し出した。

「都の混乱が収まるまでは、緋宮が連れ回すけだものどもに手出しをせぬと誓ちかった。しかし、小石ほどでも疑いあれば、我らをここで折ればいい」

　私はその剣を受け取り、朝火さんの部下の鞘に戻もどした。

「朝火さんはこういう場面で噓をつかないってわかってる」

　ほっと息をつく図と世よさんたちに身体からだを向ける。途と端たんに彼女たちは表情を硬かたくした。

「報しらせにきてくれて、ありがとう。……図世さん、あなたのお兄さんと会ったよ」

「多た蔦つた兄様と……この陽都でですか？」

「うん。今も私たちの手伝いをしてくれている。それから、倒たおれた人たちの看病をしてくれたり……図世さんのことも誇ほこらしげに話してくれたよ」

「知夏様、私は決して欺あざむく真似まねはしておりません」

「うん。そうすると、図世さんたちが帰き鼓こ廷ていに戻るのは難しいと思う。きっと私たちに会ったってばれるはず。だから……事の解決がつくまで、動かないでほしい」

　言葉に詰つまる彼女たちから目を逸そらし、考えに沈しずむ。

　今告げたのは紛まぎれもなく本音だけれど、すべてじゃない。さっきも思ったように一人でも多く仲間を増やしたい。帰鼓廷の内情に詳くわしい者なら尚なおありがたい。

　仮に帰鼓廷が多少の問題には目を瞑つぶり、神女たちを罰ばつさずに受け入れる姿勢を見せたとしても、ここで手放すつもりはなかった。こっちの詳しい状じよう況きようを向こうに伝えられるのは、困る。

「どうしようかな……」

　俱く七な帝ていは、朝火さんらを送り込んだだけじゃ満足していない。

　増員した軍をこっちの区へ投入するという。私たちが都の混乱に乗じて侵しん入にゆうしたように、俱七帝もこれを好機と見み据すえて、討とう伐ばつに力を注ぐつもりでいるんだ。

「ちょっと、予想外だったかも」

　廷の安全が第一で、争い事に多くの時間と人員を割さく余よ裕ゆうはないと思っていたんだけれど。

　残念ながら悠ゆう長ちように路みちを清めて進む暇はないらしい。

　この分だと、『私たちの力は役に立つ』ということを証言してもらう予定の貴人たちさえ、口くち封ふうじのために始末しかねないんじゃないか。他の方法を選ぶべき？

「一いつ旦たん安全な場所まで下がろうか。んー…、でもだめだ、こういう状況だからこそ対等に取引できるかもしれないのに。今しか帰鼓廷に近づけるチャンスがない……」

　伊織の問題もある。都の荒廃に関係している気がする。

　どうやって先に進もうか。真っ向から対たい峙じすれば、戦力差で私たちはまず間ま違ちがいなく制圧されるだろう。

　ひとつ作戦が思い浮かぶ。討伐軍の人数は百前後だっけ。

「その情報を信じるとして……」

　ぶつぶつ呟つぶやく私を、図と世よさんたちが不安そうに見つめる。

　正面対決すれば競せり負ける可能性が極きわめて高いけれど、もし彼らを分散できれば話は変わってくるんじゃないか。

　たとえば──『私』の身代わりを仕立てて、彼らの目を攪かく乱らんするとか。

　その案を口に出すのは躊躇われた。

　相手が少しも譲じよう歩ほを見せない以上こっちも怪け我が人や……死者が出ることを覚かく悟ごしなきゃいけない。私は眉み間けんに皺しわを寄せ、足元を見下ろした。

　なにも乗っていないはずの肩が、ひどく重い。今にも押し潰つぶされそうだ。

　できるならこの貴人連行作戦で帰き鼓こ廷ていと交こう渉しようを進めたかった。地味で弱よわ腰ごしな作戦ながらもお互たがいの被ひ害がいはほぼゼロですんだだろう。

「……頼たよらねばならぬのは癪しやくだが、滸こ楽らくたちも呼んだほうがいいのでは？」

　穂野さんは嫌いや々いやなのを隠かくしきれない表情で提案した。私はそれに頷うなずいた。

　ここら辺で一度行進をとめ、滸楽たちも交えてどこかで明日の動き方を決めたほうがいい。味方の剣士たちも疲労がたまってきているはず。休ませないと。

「知夏様、次の路まで進めば、私の兄が切り盛りをしていた楼ろう台だいがあります。休み処どころも兼かねていますので、広さも十分かと」

　胡こ汀ていの部下の一人が微笑ほほえみを浮かべて言った。

　この異世界における『楼台』とは、楽らく奪ばい月つきに夕ゆう秘ひ関門で訪おとずれたような背の高い宿屋のことだ。善ぜん処どころ……食堂として利用される場合もある。

「本当？　広間を貸してもらえたらとても助かる」

「ぜひお使いください。ただ兄夫ふう婦ふや下女らは父方の領地へとうに避ひ難なんしておりますので、行き届かぬことが多く少々不便をおかけするかもしれませんが」

「皆みんなで休める場所があるだけで十分だよ。じゃあ、そこに行こうか」

　彼の先導で楼台へ向かうことにする。

　胡汀に腕うでを取られ、ともに一歩踏ふみ出したあとで私はふと振ふり向いた。

　図世さんたちが心細そうに立ち尽つくしている。朝火さんの部下が促うながすも、彼女たちは寂さみしげに私を見るばかりでなかなか動こうとしない。

　以前対立の立場を取ったことは忘れたから気にしないで、また皆で深夜にこっそりと女子会を開こうよ──そう明るく言えたらどんなにいいか。

　屈くつ託たくなく笑い合えたあの日々は、もう二度と戻らない。

「──」

　懐なつかしみ、惜おしむこともやめる。優やさしい言葉も、かけてあげられない。

　そのかわりに私は彼女たちのほうへ戻り、むんずと図と世よさんの手を摑つかんで引っ張った。

「知夏様」

　汗あせばんだ冷たい手。一応剣けん士し姿に男装したりはしているけれど、よほど慌あわてていたのか羽織どころか防寒具のひとつすら身につけていない。こんな危ない姿で瘴しよう気きのなかを駆かけてきた。

　私は顔が歪ゆがまないよう必死に奥歯を嚙かみ締しめ、ずかずかと早足で進んだ。

　あたふたとついてくる神女たちの足音が耳に届く。

　同情なんてしないもの。今は一人でも仲間が必要なときで、だから放ほうり出さずに受け入れるというだけだ。それに帰き鼓こ廷ていへ戻られたら困る。他ほかの理由なんか全然ない。手を離はなさないのは勿もち論ろん、あたためたいからじゃないし。

　意地になり、心のなかで何度もそう繰くり返す。

　他の剣士たちの視線を感じたけれど気づかなかった振りをし、横をすり抜ぬけた。彼らは慌ただしげに司し狼ろうを集め、ここまで同行させてきた貴人たちを急せかした。

　案内役の剣士がぱっと司狼に飛び乗って私たちを追い抜き、到とう着ちやく地まで誘ゆう導どうする。胡こ汀ていや朝火さんも仕方なさそうに司狼に騎き乗じようし、私たちの隣となりに並んだ。

「……知夏様」

　ふいに泣きそうな声が聞こえた。図世さんが、きゅっと私の指を強く摑む。

「どこか遠くへ、お隠れになってください」

　振り向くのも立ち止まるのも嫌いやだった。前を見据えて、ひたすら歩く。数歩先には、案内役の剣士を乗せた司狼。その長い尾おが、ゆるゆると左右に揺ゆれていた。

　悪あつ鬼きの姿はほぼ見当たらないけれど、瘴しよう気きに関してはこちらも大気中に広がっている。

　時折どこかで物が崩くずれる音がするも、それだけだ。人の気配がまったくないわけじゃないのに、不ふ穏おんな静けさがある。立ち並ぶ豪ごう奢しやな建物群のなかには、避難せずに隠れている貴人がまだたくさん残っている。息をひそめて窓の隙すき間まからこっちを見ている気がした。

　──太陽が見たいなあ。

　陽ひ女め神がみの末まつ裔えいなのに、太陽の光を取り戻せないでいる。

「お願いです、知夏様……」

「……」

　他のことを考えて図世さんの姿を頭から閉め出そうとしていたのに、また揺さぶられる。

「どうか誰だれにも虐しいたげられず、誰にも見つからぬ安全な地へ」

「そんな場所はどこにもないよ」

　冷たい口調で返してしまった。背後の神女たちが一いつ斉せいにしゅんと萎しおれた気配を感じた。

「ですがこのままでは確実に、皆みな様さま方は捕とらえられます。九く支し様とお会いする前に、回かい絽ろ廷ていに捕ほ縛ばくされれば、交渉はきっと望めません。利用されるだけで終わってしまいます」

　図と世よさんが懲こりずに話しかけてくる。

「どうしても帰き鼓こ廷ていを目指すとおっしゃるなら、知夏様……陽都を下ってくる討伐軍の目を少しでもごまかさねば」

　つい振り向いてしまった。

「こういう案はどうでしょうか──討伐軍を分断するのです」

　答えなかったのは、私もさっき同じような作戦を考えたためだ。

　図世さんは私と目が合うと、どこか儚はかなく微笑んだ。







[image: ]

　ひとまずの拠きよ点てんとした楼台に遠凪さんを筆頭とした仲間たちがやってきたのは、夜の気配が匂におい始めた頃ころのことだった。彼らも私たちを探してうろうろしていたみたいで、香人区まで迎むかえに行った穂野さんと途と中ちゆうで鉢はち合あわせしたのだとか。

　真古さん夫婦は図世さんとの再会に驚喜した。私たちもお互いの無事を喜んだり、離れているあいだの情報を交こう換かんしたりした。

　別行動中も救助活動を続けていた真古さんたちの姿に突つき動かされて、一部の香人が協力を申し出たらしい。おかげで随ずい分ぶん仲間が増えた。洲す沙さが半はん壊かいした小屋から救出した女の子の姿もあった。倉庫に閉じ込められた私と洲沙のために助けを呼んでくれた男性もいて、その彼に微笑まれたとき、ちょっと涙なみだぐんでしまった。人も、滸こ楽らくも、悪者ばかりじゃない。

　その後、食事を取り、交こう替たいで湯室を使って身を清める。

　ようやく落ち着いて作戦会議ができる状態になったのは夜半すぎだ。

　心強い仲間が増えた一方で、別の不安要素も芽を出した。滸楽の集団を間近で見た貴人たちがひどく怯おびえたため、宥なだめなければいけなかった。

　二、三頭ならともかく、十を超こえるとなるとさすがに狼狽うろたえずにはいられなかったらしい。なんとか説得したものの、完全に受け入れているわけじゃないのは誰の目にも明らかだった。早いうちに対策を練らないと、この露骨なよそよそしさはいずれ悩なやみの種となるかもしれない。

　そんな懸念を抱いだきつつ、皆で明日からの行動を話し合う。

　図と世よさんは止める間もなく、討とう伐ばつ軍の分散作戦を口にした。──私がこの陽都にいて、仲間とともに悪鬼退治や瘴気の浄じよう化かを行っているという話は二廷ともども既すでに報告を受けている。だから、神女の三人がそれぞれ『私』の身代わりになって陽都に散らばり、討伐軍の目を眩ませればいいって。本物の私はその間、目立たず静かに素す早ばやく帰き鼓こ廷ていへ乗り込む。

　皆がこの案に賛同したのは、正直なところかなり意外だった。決して一いつ致ち団結しているわけじゃないのに。

「皆、たぶん目もく論ろみはそれぞれ別って気がする」

　私はひっそり呟つぶやき、毛皮の襟えり巻まきに顎あごを埋うずめた。夜風が冷たい。

　作戦会議後、私は考えをまとめるため、楼ろう台だいの最上部に設けられている吹ふき抜ぬけ仕様の宴うたげの間に一人で来ていた。

　ここは月と戯たわむれつつ宴を催もよおす場所だ。薄うす紅べに色いろの玻は璃りで造られた欄らん干かんや屋根の飾かざりが美しい。

　残念ながら今は都中に満ちる瘴気のせいで月を望めず、見晴らしも悪い。

「穂野さんたちは、私が危険な目に遭あわなさそうだからＯＫしただけって気がするし。遠凪さんたちは私がよければそれでいいという雰ふん囲い気き。貴人たちは滸こ楽らくの数の多さに心を揺らしてる。やっぱり回かい絽ろ廷てい側に寝ね返がえるべきって考えているのかも。図世さんたちは……」

　溜ため息いきとともに、蔦つた模様を刻んだ欄干に両手を乗せる。氷のようにひんやりとした手て触ざわり。ぶるっと身が震ふるえた。今はまだ冬の最中なんだし、寒くて当然だ。

　それなのに大気の濁にごりが原因で、凍こごえる季節という感じがほとんどしない。

「気持ちが落ち着かないや……。やっぱ替かえ玉だま作戦、不安だ。なにかもう少し保険がないと」

　いくら帰鼓廷が混乱状態にあるとしても、図世さんたちの脱だつ出しゆつはすぐに気づくだろう。私たちが策を立てて都を上ってくると予想するはずだ。もう一枚、カードがほしい。

　欄干を摑つかむ手に力をこめたときだった。

「──清きよ姫ひめ」

　背後から呼ばれ、慌てて振ふり向く。私をそう呼ぶのは、彼だけだ。

「遠凪さん？」

　蒸む槻きに仇あだなす滸楽一族の王様である遠凪さん。悪あく魔まのような角と獣けものの瞳どう孔こうを持つ美び貌ぼうの男性だ。冷めた雰囲気とは裏腹に、女性にはたじたじで子ども好き。

　かつての花神が愛した月神の末裔でもある。

　俱く七な帝ていとよく似た面おも差ざしの彼が、下の通廊に繫つながる階の側に立っていた。

　私は戸と惑まどった。遠凪さんの横にもう一人いたからだ。

「ええと、あなたは……？」

「──藤ふじ郎ろうと申します」

　涼すずやかな声とともに、藤郎と名乗ったやや小こ柄がらな男性が一歩進み出た。

　月も星も見えない夜だ。私の位置からでは輪りん郭かくくらいしかわからない。

　明かりは私が持ってきた小さな手て燭しよくだけだ。あまりたくさん火を使うと、悪鬼を呼び寄せてしまう恐れがあるのでひとつだけしか用意していない。

　私の困こん惑わくに気づいたのか、遠凪さんと藤郎さんはもう少し近づいてきた。

　顔を見て、やっと彼が何者かを理解する。胡こ汀ていが昼間、屋や敷しきから強ごう引いんに連れ出した貴人の一人だ。年ねん齢れいは二十代後半あたりかな。きゅっと切れ上がった一ひと重えの瞼まぶた。得体の知れない薄うす笑わらい。

　もうひとつ、彼の特色を思い出した。朝火さん曰いわく『大物の子息』だ。

「私を捜さがしにきたんですか？　なにかあったんですか？」

「いえ、そうではありませぬ。ただ卑ひ小しようたる身で僭せん越えつながら、この藤郎がいつくし乙女おとめとぜひに話をさせていただきたいと思いまして」

　私は首を傾かしげた。貴人がもっとも恐怖する遠凪さんと一いつ緒しよ、という点が不思議でたまらない。

「それはさておきましても、清き陽ひ女め神がみの御お姿すがたをこうして我が目におさめる日がこようとは。夢のようでございます。かほどに誉ほまれなことはもはやありますまい」

「そ、そうですか？」

　ものっすごいお世辞なんだろうけれど、こうも生き真ま面じ目めに言われると、反応に困る。

「あぁ、まことに美しくていらっしゃる。月もかくやの神こう々ごうしさです」

　ええっ、もしかして本気で恍こう惚こつとしているような気が。

　ちょっと引く私を見て、遠凪さんが嫌いやそうに吐と息いきを落とした。

「この男、神かん巫なぎの質を持っているのだと。清姫の神気が見えるそうだ」

「あ、そういうことかー」

　納なつ得とくした。いやあ、容姿に見み惚とれるはずがない……って自分でそこを認めるのは虚むなしいな。

「なにか私に相談したいことがあるんですか？」

　話を差し向けると、藤郎さんははにかんだ。

「ええ。少々お心にとどめていただきたいことが」

「なんですか？」

「我ら貴の冠かんを持つ者たちは、ひとえにいつくし乙女たる方のお力に畏い敬けいを抱き、こうしておともをさせていただきました。しかしながら──」

　藤郎さんはそこでちらっと遠凪さんを見た。遠凪さんは冴さえ冴ざえとした眼まな差ざしを私に注ぐ。

「我ら滸こ楽らく一族の多さにおののき、変心しつつあるという」

　どきっとする。ぼんやりと抱いていた不安が、現実になりつつあるからだ。

「このままでは途中、離り反はんする者が現れましょうな」

「……そうなると、仲間になってくれた香人区の人たちもつられる可能性があるね」

「ええ、お言葉通りでございます」

「でも藤郎さんは今、遠凪さんと一緒に私に会いにきた。別の考えがあるんだよね？」

　そう切り返すと、彼はなぜかうっとりし、歓喜を示すように自分の胸に手を当てた。

「いつくし乙女は聡さとくていらっしゃるが……あぁ、どうか、もう一度私の名をお呼びくださらないか」

「……嚙かみ殺すぞ。早く用を言え」

　遠凪さんがぼそっと脅おどした。藤郎さんに怯ひるんだ様子はない。見た目に反して剛ごう胆たんなのかそれとも……虐しいたげられて喜ぶ類たぐいの変態素質がちょっぴり見え隠かくれしているような。

「非礼を承知でお尋ねする。蒸む槻きの陽ひたるお方よ、あなた様の可か憐れんな唇くちびるからぜひにお答えいただきたい。この世を、滸こ楽らく一族に明け渡わたすおつもりか？」

　藤郎さんは、薄笑いは消していない。だけど口調にひやりとする鋭するどさがあった。変態なだけじゃないらしかった。

「いいえ、違ちがう。滸楽に蒸槻を渡すつもりはありません。遠凪さんたちだって、蒸槻を奪うばおうとはしていません」

　遠凪さんの反応を確かめながら、断言する。

「では滸楽の種族を引き連れ、なにをお望みか？」

「お互たがいの種族が、殺し合う以外の道を考える時代がほしいの」

「ふぅん、なるほど……」

　敬う態度はそのままに、はっきりと私を値ね踏ぶみしているのがわかる。そしてたぶん、浅はかな考えだな、と呆れられた。でもきっとこの藤郎さんも勘かん違ちがいをしている。

「私はその望みのために世を覆くつがえすよ。犠ぎ牲せいも出したし無茶だと何度も詰なじられたけれど、諦めずに突き進んでここまで来た。ただの平へい凡ぼんな娘むすめが緋ひ宮みやになって、神々を味方につけて、滸楽たちの手を取って、蘇よみがえりを果たし、あなたの前に立っている」

　そこで初めて藤郎さんが顔から笑えみを消した。

「私はとっくに見過ごせない力のひとつだと思う。蒸槻の王が命を狙ねらってくるくらいには」

「──よろしい、これはよろしい」

「……え？」

「力溢あふるる器うつわは、こうでなくては。無知であってもかまわぬ。人を震わす夢を持つ者であれば、よい」

「あの……」

「そこで、ぜひとももう一度、私の名を……」

　両手の指をくねくねと動かしながら近づこうとする藤郎さんの襟えり首くびを、遠凪さんは凍こおった目をして摑んだ。

「この変態は、鬱うつ陶とうしくてならぬ案を持ってきた」

　遠凪さんは言葉通り、憂ゆう鬱うつな顔を見せた。

「神女たちの言葉に偽いつわりなくとも、罠わながないとは限らぬからと」

　藤郎さんがしゃきっと背を起こし、再び怪あやしい微笑ほほえみを浮うかべる。

「ええ。私は怯きよう懦だゆえに疑い深いのですよ。それでですね、いつくし乙女の替え玉の他ほかに、もうひとつ、念のための替え玉を作ってもよろしいか？」

　藤郎さんはくふふと笑う。同じような危き惧ぐをこの人も持っていたらしい。

「こう見えまして私、貴たる者の内では力を持つ男なのです。つまり──私が一言、是ぜと唱えれば、追従してくれる者がずらりと並ぶ。腹を決めかねて揺ゆれ動く貴人たちを宥なだめて差し上げましょう」

　私は思わず素す早ばやく近づき、藤郎さんの手を握にぎった。

「藤郎さん、あなたをください」

「ははっ、これはたまらぬ」

　私の手をにぎにぎする藤郎さんの身体からだを、遠凪さんが光の速さで引き剝はがした。

「……ここまできて退たい却きやくするのは腹立たしい。変態と手を組まねばならぬのは不本意だが、仕方がない。我らはその、鬱陶しい替え玉の用意をする。清姫ももう下に戻もどれ」

　遠凪さんは微び妙みように怒いかりを漂ただよわせつつ、藤郎さんを引っ張って階下に行こうとする。

「待って！　どうして藤郎さんは私に協力してくれるの？……私は覚かく悟ごを決めてるけれど、貴人たちにとってはその、俱く七な帝ていへの反乱になる危険がある。えっと、そりゃあ最初は私たちが無理やり引っ張ってきたわけだけど、藤郎さんは嫌がってないよね？」

　藤郎さんは遠凪さんをとめて、小さな笑い声を聞かせた。彼のいる辺りにはもう蠟ろうの明かりが届かない。どういう表情を浮かべているのか、気になった。

「王が光ならば我ら貴たる官は影かげ。なかでも我が一族は王のもっとも濃こい影となり、長き歴を付き従って参りました」

　警けい戒かいが生まれた。これって自分の一族は何代も続いて俱七帝の側近だったって意味だよね？

「影の定めに不服はない。父がそうしたように、祖父がそうであったように。なれども、我が一族がなにより濃い影であることだけは誰だれにも譲ゆずれませぬ」

　声こわ音ねが変化し、冷え冷えとした薄暗い本音が漏もれてくる。

「濃い影であり続けるには、まずもって光が強くなくてはならぬ。だが、どうだ。いまや光が頼りなく揺れているではないか。私は凄せい烈れつな、そして清せい廉れんな光がよい。それでこそ我らは一層醜みにくく、濃く、深く、確固とした影であれる」

　寒気がした。自分の地位を揺さぶる存在はなんであれ許さないって言っているも同然だ。

「でも私は俱七帝の代わりになるつもりはないし、それは滸こ楽らくも同じだよ」

　その点をはっきりさせようとすると、すぐに強い答えが返ってくる。

「無論。乙女がかほどに麗うるわしくとも、陰いんたる者はあくまで陰、帰き鼓こ廷ていに蒸む槻きを支配はさせぬ。滸こ楽らくにも譲らぬ」

　藤郎さんの思おも惑わくがやっとわかった。危機に瀕して救いを望む都をないがしろにし、今も暴走を続けている俱く七な帝ていに見切りをつけつつある。この行軍に協力するのはそんな俱七帝への警告だ。

　もしかすると内心はもっと過激で、王のすげ替かえまで視野に入れているのかもしれない。

　やっぱり私の望みに共感したわけじゃない。私が俱七帝と対たい峙じする者だから都合がいいというだけだ。そのためなら滸楽さえも利用する。

「ただ我らは影ゆえに。もしも付き従う乙女の光が弱まれば、霧む散さんするしかありませぬ」

　私が俱七帝に屈くつした際にはあっさり裏切って元の場所に戻るよ、でも責めないでね、という意味だろう。

　さすがは狡ずる賢がしこい貴人だ。とはいえ嫌いやな気分はしない。わざわざ前もって胸の内を教えてくれるところに、私は好感を持った。

「わかった。交こう渉しように失敗して私が処しよ罰ばつされる事態がもし訪おとずれたら、こう証言する。貴人や香人の皆みんなは私が脅しまくって付き従わせただけだって」

「さすがは女め神がみ、慈じ悲ひ深い」

　私は闇やみのなか、目を凝こらした。けだものと呼ばれる滸楽の遠凪さんよりも、人である藤郎さんのほうがどこか底知れない暗さを抱かかえているように思えた。

「これはいつくし乙女おとめが知らずともよい、影の独り言にすぎませぬが……こたびの諍いさかいは私と父との対決でもあるのです」

「お父さんとの？……ええと、藤郎さんのお父さんは、じゃあ、今も俱七帝側にいるの？」

「ええ、母は父が囲う無む冠かんの女の一人ゆえ賢さかしい口などきける由よしもありませんが──私がどれほど献けん身しんしても父は認めてくれませぬ。あげく、今まで無視していたはずの腹はら違ちがいの妹を急に可愛かわいがり始める。それなら、私は、泣なき叫さけばねば。我たるものはここにいると」

　くすくすと、闇の奥から笑い声が響ひびき、耳じ朶だに絡みつく。

「あの馬ば鹿かな妹は父に認められようと積極的にでしゃばるが、その血を継つぐきょうだいらの名を知ろうともせぬ。痴しれ者ものめ、日ひ陰かげの、さらに日陰であった私の苦く悩のうすら知らず、ぬけぬけと」

「その妹さんって」

「──咲耶。名の通り、咲さいたあとは散らねばなあ。散らぬというなら、散らさねば」

　脳のう裏りに、咲耶さんの姿が浮かぶ。

　それから、優美な扇おうぎを持った貴人を。春日さんのそばにいた冷たい瞳ひとみの男性だ。もっと以前には刑けい場じようでも見た。咲耶さんの父親なのだと聞いた。この藤郎さんの親でもある？

「いつくし乙女、父の名をご存じか？」

「……いえ。なんていう名前ですか？」

「なりませぬ。この藤郎を得るのなら、決して耳にしてはなりませぬ。いつまでもいつまでも、知らずにいてくださるよう──」

　ささやかながらも呪じゆ詛そのような重い響きだった。彼が遠凪さんとともに去ったあとも、私は呪じゆ縛ばくされたようにしばらくのあいだその場から動けなかった。

　私が気づかないだけで、これまでも裏ではこういう確かく執しつや争いがあったのかもしれない。人が人と関かかわる以上、そこにはたくさんの思いが交こう錯さくする。

　そして私のなにげない行動が、知らないところで誰かの視線の行方ゆくえを変えていたのかも。

　──生きるって、本当に難しいことだ。それ以上に、凄すごいことだ。

　ぎゅっと拳こぶしを握ったとき、再び下に続く階のあるあたりが揺れた。遠凪さんたちが戻ってきたのかと思ったら、違ちがうようだった。

「知夏？」

　私は慌あわてて手て燭しよくを掲かかげた。胡こ汀ていだ。近づいてきた彼の顔には、安あん堵どがあった。

「ずっとここにいたのか？　捜さがしたじゃないか」

「……ごめんなさい。少し考え事があったの」

「水浴びをしてから外気に触ふれるな。羽……髪かみはちゃんと乾かわかしたのか？」

　胡汀さんてば最近、ナチュラルに無意識レベルで私を阿あ呆ほ鳥どり扱あつかいな気が。

「その考え事とやらはまとまったのか」

　私の頭をつつきながら胡汀が顔を覗のぞき込む。

「んー…、蒸む槻きって、たくさんの人がいるんだね」

「なんだ、いきなり？」

　胡汀は目を丸くした。欄らん干かんに背を預ける私を怪け訝げんそうに見下ろす。

「おまえの住んでいた場所は、人が少なかったのか？」

　人数だけで比ひ較かくするなら、元の世界のほうが断然多いだろう。

「こっちはほら、この瘴しよう気きが広がっている夜みたいに、皆の心が深くて、奥まで見通せないっていうか……」

「ではおまえの世の者は、心が明らかな者が多いのだな？」

「ええと」

　言葉を探すうち、おかしくなってきた。そういえば、胡汀と普通の会話をするときって、大たい抵てい嚙かみ合わない。出会ったばかりの頃ころもそうだった。

　まったく違う生まれの私たちなのに、こうして一いつ緒しよにいるのが不思議だった。

　なんだか気き恥はずかしくなり、私は慌てて視線を落とし、背を伸のばした。

「もう戻ろうか。明日の準備をしなきゃ」

　あとで藤郎さんと、もうひとつの替え玉作戦について話さないと。

　そう思って歩き出そうとしたとき、ふっと明かりが消えた。胡汀が吹ふき消したらしい。突とつ然ぜんの真まっ暗くら闇やみに、動どう揺ようしてしまう。

「胡こ汀てい!?　私、もう野生じゃ生きられない軟弱な飼い鳥だよ!?　夜目がきかないんだけど！」

　なにを言っているんだか。自分の阿呆さに仰のけ反りそうになる。

「知夏、しばしともにいてくれ。時間が経たつにつれ、どうも胸がざわつくんだ」

　胡汀の声がすぐそばから降ってきた。かすかに衣ころもの動く音。ふいにあたたかな手が顎あごに触れ、心臓が跳はねた。

「味方が増すにつれ、というほうが正しいか」

「……胡汀、不安に感じてる？」

「知夏」

「うん」

「不安のせいなのか、それとも別の思いがあるためかは、わからぬが」

「なに？」

「少し抱だきしめたいと思う」

　……おおぅ、胡汀の唐とう突とつデレがとまらない！　抱ほう擁ようって確かストレスを軽減する効果があるんだよね……なんて話はどうでもいい！

「ちょっと、ぎゅっと」

　わざと？　わざとそういう甘い言い方!?

「うわー！　飛んでやるー！」

　血迷ってつい欄干に足をかけ、外の世界へ飛び出そうとした直後だった。

　脇わきの下に腕うでを差し込まれ、身体からだの向きを変えられて、宣言通りに正面からぎゅっとされた。

　もー！　星神めー！　胡汀に影えい響きようを与あたえすぎじゃないか！

「しかし、なんだろうな。知らなかったが、俺は抱だき癖ぐせがあったのか？」

「なんの話ですか！」

「年とし頃ごろの鳥だというのはわかっているが、どうも、おまえを見るとこうしたくなる。第一、おまえも拒こばまぬし」

「そ、そういえば。初めて会ったときから胡汀ってば私をごく自然に止まり木抱きとかしていた！」

　元の世界では、された覚えがない。クラスの男子にも校長先生にも部活の先せん輩ぱいにも。

　待てよ、会った頃からということはつまり……この行動って星神の影響とは無関係？

　鼓こ動どうが壮そう絶ぜつなことになってきた。ここで息を荒あらくしたりしたら、私も変態の仲間入りだ。

「よし。多少は落ち着いた。この辺で自重する」

「ありがとうございます、マジありがとうございます」

「だが、おそらく明日も抱きしめたい」

　おそらくってなに、とか、どこに自重が、とか色々突つっ込みたい部分はあった。

「……ぎゅっと？」

「そう、ぎゅっと」

　笑いながら答える声に、胸が切なく震ふるえる。私も不安だった。やっぱり不安だった。

「いいだろうか？　俺の鳥」

「どうぞしてください」

　明日もできるように。

　死なずにいられるように。そう思った。
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　翌日の朝も、都中を覆おおう瘴気は晴れることがなかった。

　寝ね間まの隅すみに置いた水みず桶おけで顔を洗ったのち、私は円窓の戸を開いて外の様子をぼんやりと眺ながめた。昨日より瘴気の濃のう度どが増しているように思える。

　遠くの建物の横に、不ふ吉きつな影かげの揺ゆらめきを見た。

「貴人区にも、悪あつ鬼きが出しゆつ没ぼつし始めた？」

　誰だれもが門を閉とざし、護ご符ふをはりつけて災わざわいを避さけようとしている。楽の音もざわめきも絶えて久しい。路みち沿いの石いし垣がきはところどころが割れている。
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　なんだか戦時下の町にいるようだった。

「これもある意味、戦争中って言えるのかな」

　円窓の下に置かれている頑がん丈じような長持を椅い子す代わりにして腰こし掛かけ、呟つぶやく。

　白しろ塗ぬりの壁かべに寄りかかり、また外へと視線を投げた。

「──知夏、入っても？」

　寝間の格こう子し戸どの向こうから胡こ汀ていの声が響ひびく。うん、と返事をすると、格子戸を音もなく開けて胡汀が入ってきた。その後ろには図と世よさんや神女たちがいる。

　彼女らの恰かつ好こうを目にして、息が詰つまった。『緋ひ宮みや』のように盛装し、長い髪を背に垂らした神女たち。

「……本当に、私の代役を？」

　感情を精せい一いつ杯ぱい殺し、確かく認にんのために尋たずねる。

「とても危険だよ、代役だとばれたとき、無事ではいられないかもしれない」

　殺される恐れがある、という警告を口に出すことができなかった。より危険が増しそうで。

　言わなくても、彼女たちはとっくに気づいている。

「知夏様が九く支し様を説得するまで、なんとか持ちこたえてみせます。滸こ楽らくの方々も……守ってくださると」

　本当は滸楽が恐おそろしく、仲間だなんてどうしても思えないはずだ。でも図世さんたちは気き丈じような態度を貫つらぬき、にこりと笑えみを浮うかべた。

「誤解をされぬよう。私たちは自分の目的のために、知夏様を利用しているのです」

「図世さん」

「昨夜もお願いしましたが、春日様の安否を探さぐってほしいのです。神しん殿でんにお籠こもりしているのは確実かと思いますが、知夏様が胡汀様方と帰き鼓こ廷ていを脱だつ出しゆつして以来、神女たちの誰も春日様を見ておりません。どうも不吉な予感がするのです」

「……うん。春日さんとも会ってくるよ」

「ありがとうございます」

　私はそこで口を噤つぐんだ。彼女たちを送り出すための言葉が思い浮かばない。もしも九支さんと会えず伊織も救えず、回かい絽ろ廷てい側に捕ほ縛ばくされてしまった場合、彼女たちも一緒に処しよ刑けいされる。

　引き止めようか。都の外に逃にがしてあげれば、少なくとも命は守られる。

　迷う私を見て、図世さんは小さく首を振ふった。

「他ほかの策を立てる余よ裕ゆうも財も、人手もございません。この替かえ玉の案も、私たち神女以外に知夏様の代わりは務まりません。多少なりとも私たちは神力を持ち、操あやつる術を心得ております。知夏様ほどの威いはなくとも、瘴しよう気きを祓はらうことができます」

　その通りだ。仲間に加わった香人のなかにも同年代の娘むすめがいたけれど、その子たちでは身代わりに適さない。祇ぎ官かんを含ふくめた討とう伐ばつ軍を騙だますには、神力を持つ女じゃないと。

「それに一度、緋宮様の御ぎよ衣いを身につけてみたかったのです。ねえ？」

　図と世よさんは嬉うれしそうに長い袖そでで口元を覆い、神女二人に顔を向けた。

「ええ。緋宮様のお召めし物はどれも大変素す晴ばらしい仕立てなのですよ。時間をかけて丹たん念ねんに清められてもおりますし」

「回かい絽ろ廷ていの雅みやびやかな姫ひめ様方とて容易には手に入れられぬ聖布です」

　なぜここに緋宮の衣装があるかというと、図世さんたちが帰き鼓こ廷ていを抜ぬけ出す際に持ち出してきたからだ。自分の羽織は忘れてきたくせに、私と会ったときに着き替がえをさせてやらねばと思い、わざわざ用意したのだとか。──生いけ贄にえとして突き落とされたあの川で衣ころもを九く支しさんに奪うばわれたから、きっと寒いだろうって。

　冷静に考えれば胡こ汀ていを攫さらいに行ったとき、既すでに顔を合わせて話までしているんだし、衣を持ってくる必要はない。でも慌あわてて帰鼓廷を出る際、他のなによりも真っ先に頭に浮かんだのがそれだったという。帰鼓廷ではいつもこの神女たちが着替えを手伝ってくれた。

「さあ、知夏。おまえもそろそろ準備をしなくては」

　黙だまり込む私に向かって、胡汀が着替えを差し出した。こちらは男物の衣。ぎりぎりまで私が先代緋宮だとばれないようにだ。

　今陽都内を歩き回っているのは、人命救助に力を注ぐ果か敢かんな薬くす師しや、主人に命じられて屋や敷しき近辺の見張りを命じられた雇やとわれ剣けん士しくらい。

　彼らとよく似た恰好に変装して移動する予定だ。

「それから。……遠凪たちも夜間のうちに楼ろう台だいを出たぞ」

「うん」

　少しのあいだ見つめ合った。遠凪さんたちの役目は重要だ。

「うまくいけばいいが」

　しかめ面つらの胡汀に、微笑ほほえむ。

　私を寝間に残して、胡汀たちは再び通路へ出て行こうとした。

　格子戸の手前で、最さい後こう尾びの図世さんがふと足を止め、こっちに向き直る。

「知夏様」

「うん」

「お礼申し上げます。兄様方に……知夏様への背信を黙っていてくださった」

「……言う機会がなかっただけだよ」

「兄様方はこの瞬しゆん間かんも私を誇ほこりに思ってくれています。緋宮の寵ちようをまことに得ていたのだと」

　図世さんはさらりと裳も裾すそを揺らして私に近づいた。『緋宮』として着き飾かざった図世さんはとてもきれいで、神こう々ごうしい。蒸む槻きという国を象しよう徴ちようしているようだと、ふと思う。

「ああ、もうひとつ。これをお伝えせねば」

「なにを？」

「異界を渡わたってこられた知夏様が、刑けい場じようにて架か々が裏り様に処されそうになったときのことです。私はあの日架々裏様のお世話のため、ともに関門まで随ずい行こうしておりました」

「……そうなの？」

　その話は初耳だった。というよりも当時の私は冷静に周囲を観察できる精神状態じゃなかった。

「貴室にて知夏様はお休みになられましたね」

「そうだったっけ」

　過去を手た繰ぐり寄よせる。緋宮という役目をなにひとつわかっていなかった頃ころだ。

　そういえば私ったら木の上に逃とう亡ぼうし、胡こ汀ていに叱られたんだった。我ながらこれは確かに阿あ呆ほ鳥どりだ。そして胡汀の怒いかりはすごかった。思わず噴ふき出しそうになる。

　よく見捨てずに、私のそばにいてくれたなあ。

　当時関わった色々な人たちの顔を思い出す。本当に甘ったれで我が儘ままだった。目が覚めたら家に戻もどっているのかも、という果てしなく楽観的なことを考えて眠ねむりについた。

　これから恐ろしい日々が始まるんじゃないかという漠ばく然ぜんとした恐れも抱かかえていたけれど、それを必死にごまかしていた気がする。

「もしかしたら知夏様はすぐには寝ね付つけぬかもと思い、白さ湯ゆをお持ちしようとそちらへ訪おとずれたのです」

「ごめん、気づかなかった。私、すぐ眠ったかも」

　繊せん細さいさの欠片かけらもない過去の自分に少し情けなくなる。図と世よさんはそれを笑ったりせず、長い袖で隠かくれている両手をそっと自分の胸に当て、小さく首を振った。

「いいえ、結局私も声をかけずに戻りましたので」

「そうなんだ？」

「あの夜、貴室の前に白雨様がおられました」

「──え？」

　思わぬ名前が図世さんの口から飛び出した。白雨さん……私の緋ひ剣けんの一人。雪のような白い髪かみに、ツンデレな物もの腰ごし。見た目は女王様だけど、情の深い優やさしい人だ。

　私は慌てて脳のう裏りから白雨さんの姿を消し、図世さんに視線を戻した。

　薄うす暗ぐらい通路の手前に佇たたずむ優美な彼女の姿はどうしたことか、今にも霞かすみのように儚はかなく搔かき消えてしまいそうで、言い知れない不安を呼び起こさせる。

「白雨様は泣いておられた」

　図世さんはようやく聞こえるという程度の、ささやかな声で告げた。

「板いた敷じきに膝ひざをつき、静かに誓ちかいを結んでおられました。蒸む槻きの美し乙女おとめ……輪りん廻ねは望まぬ、次の生など惜おしくはない。いつくし姫、あなたのために剣けんとなり、今生を捧ささぐ」

　言葉に詰つまり、茫ぼう然ぜんと図世さんを見つめる。

「白雨さんがそんなことを……？」

「はい。あのときの白雨様は、胸に一ひと滴しずくの濁にごりもなく誓っておられたに違ちがいない。他の誰だれよりも、いつくし姫たる知夏様を愛いとおしみ、お守りしようと。ですが、人の心とはなぜ……変わらぬように、変えぬようにするためには、いったいどれほどの戒いましめが必要となるのでしょうか」

　ここに、白雨さんはいない。

　彼女もまた選せん択たくをした。なにをもっとも優先し、守り抜くか。

　その密ひそかな誓いを捨て去らずにはいられないほど、白雨さんは大事なものを見つけた。

　それを思うと、泣きたいような、責めたいような……だけども、よかったねと喜びたくなるような、複雑な気持ちになる。ずっと苦しんで生きてきた人だから。

　ふと図と世よさんは身じろぎした。花のように衣の裾すそを広げ、その場に膝をつく。

「図世さん？」

「私には白雨様のお気持ちが少しわかります。苦く悩のうと欲よく、真情。恋れん慕ぼに似た思いがあるのに、それだけを選べぬというもどかしさに打ちのめされる。ですが、浅ましくとも、許してほしいのです。胸を痛めずに笑っていてほしいのです」

　図世さんはそう告げると、ひれ伏ふすように深く頭を下げた。

「蒸む槻きの美し乙女。どうかご無事で」

「──図世さん」

「争いが終わり、人と人が手を取り合う日が来るのなら、どんなにいいでしょうか。ねえ知夏様、いつまでも、光溢あふれる平へい穏おんの空の下でどうか微笑んでいてくださいませ」

　震ふるえる声が、宙に溶とける。

「天よ、風よ、地よ。我らが乙女にもはや二度と傷つくときが訪れぬよう、すべての災わざわいからお守りを。重ねていく日々が空を舞まう羽根のような、柔やわらかな幸に満ちていますように」
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　私と図世さん、二人の神女。四つのグループにわかれ、私たちはそれぞれ別の路みちを進んだ。

　こちら側には胡こ汀ていと穂野さん、それに洲す沙さ。これだけ。

　他ほかの剣士と滸こ楽らくは図世さんたちのグループに振り分けた。貴人や香人たち、真古さん方にも協力をしてもらうことになっている。

　私のほうはとにかく帰き鼓こ廷ていに潜もぐり込んで伊織と春日さんの状態を探さぐり、最後に九く支しさんと接せつ触しよくできればそれでいい。仮に、一時休戦して手を組むという交こう渉しようが決けつ裂れつしたとしても、かまわない。伊織救出のあとは、九支さんを人ひと質じちにとってでも帰鼓廷を脱だつ出しゆつするつもりだ。

　帰鼓廷の祇ぎ官かんや神女たちが一番恐おそれるのは、たぶん緋ひ宮みやの反乱とかじゃなく、裏ボスの九支さんを失うことだ。九支さんを盾たてにすれば、絶対に帰鼓廷は引き下がる。

「……知夏様、それにしてもですよ。なんでこの餓が鬼きの同行を許可したんですか」

　隣となりから響ひびいた不満の声に、現実に引き戻される。

　私は口元を覆おおう布を少しずらし、そちらに視線を向けた。洲す沙さとペアで司し狼ろうに騎き乗じようしている穂野さんが不ふ貞て腐くされた表情を浮うかべている。

　私は胡こ汀ていと一いつ緒しよだ。

「怪け我がが完治してないだろうが。兎と神がみの薬が効いたとはいえ、走り回るのは難しいんだろ。大人しく楼台で待っていればいいものを」

「緋宮様、ふわゆるはなぜこうも口がうるさく、邪じや魔まなんでしょうか」

　穂野さんの前にちょこんと乗っている洲沙が、大人びた溜ため息いきを落とす。

「その呼び方はやめろ！　勇ましい俺のどこがふわゆるだ！」

「人とはコレを勇ましいと称しようするのですか？　私にはわかりません……」

「おまえ……っ、足手まといになったら真っ先に捨てていくからな！」

　洲沙は、つんと横を向いた。

　自然と微笑ほほえみが漏もれてしまう。洲沙が穂野さんに甘えているのがわかる。穂野さんもなんだかんだで洲沙に弱い。

　私も本当は洲沙を置いていくつもりだった。確かに兎神の薬は驚おどろくほどよく効き、傷口も塞ふさがったけれど、やっぱり心配だ。でも洲沙はどうしてもついていくといって聞かなかった。

　断りきれなかったのは洲沙の恐れに気づいてしまったためだ。

　口が悪くとも心を砕くだいてくれる穂野さん。彼を失う事態が訪れるのを、恐れている。

　それにこの子は思いがけないほどの行動力がある。以前もこっそりと遠凪さんたちの行軍にくっついてきた。知らないところで危ない真似まねをされるくらいなら、そばに置いたほうがいい。

　帰き鼓こ廷てい内ないにはさすがに一緒に入れないので、洲沙には外で待機してもらい、他の仲間との連れん絡らく役をしてもらうつもりだ。

「なんですか知夏様、そのぬるい笑いは！　俺ほど勇ゆう猛もうな男がどこにいるっていうんです。どの角度から見ても鬼き神しんのごとき厳いかめしさで……ってなぜ胡汀様まで俺の髪を熱心に見つめるんですか!?　くそっ、丸まる刈がりにしようかな」

「はー……、人間ってうるさい……」

「洲沙、知夏命令だよ。ふわゆるが途と中ちゆうで散らないよう守ってあげてね」

「緋宮様の命令なら、仕方ありません。ふわゆるが大気に散ろうがまったくかまいませんが、守ることにします」

「知夏様もそんな呼び方をしないでくださいよ！　そもそも散るってなんですか、俺は綿毛かなにかですか！」

「穂野、声が大きい。騒さわぐな」

　胡汀の冷たい叱責に、穂野さんは涙なみだ目になった。咳せき払ばらいし、気を取り直したように凜り々りしい顔をする。まあどうであれ、ふわゆるだけど！

「大路とは違ってこちらは瘴しよう気きが濃こいですが、そのかわり帰き鼓こ廷ていまでの道のりが短くてすむ。ただ身を壊こわされては意味がありませんよ。他の安全な路を探したほうがよいのでは？」

「この路でいい。……貴人区に詳くわしい人じゃないと知らない路なんだよね」

「ええ、そうですが」

「なら、このままで」

　貴人区の構造に詳しい朝火さんから教えてもらったルートだ。その朝火さんは今、別行動中。

　それからしばらくのあいだ無言で進む。穂野さんの指摘通り、瘴気が濃い。香人区よりも強烈かもしれない。

　どうしてなんだろう。貴人区には呪じゆ弦げん師しもいるし、護ご符ふなどを所持する者も多いはずだ。

「知夏、本当に不調はないな？」

　胡こ汀ていが懸け念ねんの混ざった声で尋たずねた。私はちょっと振ふり向き、微笑みかけた。

「貴人の皆みなさんから奪だつ略りやく……借りた護符も持っているし、平気」

　運良く隼はや鉄てつの短たん剣けんも手に入れた。これがあるのとないのでは、気持ちの余よ裕ゆうが断然違う。

「なあ知夏、陽ひ女め神がみの神力は、なにか異質な気配を捉とらえているか？」

「異質な気配って？」

「俺もはっきりこうとは言えぬが──夜が明けてから、急に大気のひずみが広がったように思える」

　胡汀は顔をしかめた。私も奇き妙みような気配を多少感じているけれど、その正体を特定できない。

「どうも胸がざわめく……いや、考えすぎなのか。おまえは今、俺の腕うでのなかにいる。案じずともいいはずだ。勝手に飛んでいくなよ」

「ううう」

　だから胡汀さん、不意打ちのデレはやめてほしいと何度言えば！

「……ところで、前に羽は衣ごろもについて尋ねただろう？　あれはまだ返さずともいいのか？」

　やや逡しゆん巡じゆんするような口ぶりで質問された。

「もう少しだけ持っていてくれる？」

「それはかまわぬが」

　私が持っていたらいつの間にか落としそう……っていう頼たよりない理由だけじゃない。

　万が一、九く支しさんを人質にするのも失敗して捕とらえられた場合、せめて胡汀だけは逃にがしたい。花神の羽衣も、帰鼓廷側には渡わたさないほうがいい。

　私は正面を見み据すえた。立ち並ぶ建物の数が減ってきた。あと少しでこの貴人区を抜ぬける。

　そこから平野を越こえ、突つき進めば帰鼓廷の大門が見えてくる。

　今は霧きりのような瘴気が流れているせいで、どこもかしこもぼんやりと輪りん郭かくが曖あい昧まいだ。

　目を凝こらすうち、木々がなんだか人ひと影かげのようにゆらゆらと揺ゆれている錯さつ覚かくを起こしてしまう。

「──待って」

　私の声に、胡こ汀ていも穂野さんも司狼を止めた。錯覚じゃなくて誰だれかが前方の辻つじを横切った？

　静かに路の脇わきに移動し、亭ていの陰かげで息をひそめてやり過ごす。

「討とう伐ばつ軍ですかね」

「そうかも」

　穂野さんの問いに、小声で答える。

「図と世よたちは無事なんでしょうか。……別に心配しているわけじゃないが」

　大だい丈じよう夫ぶ、と安やす請うけ合いすることはできない。彼女たちは討伐軍の目を引くため、あえて華はなやかに着き飾かざり、行進している。剣けん士したちが護衛についているけれど、とても十分な数とは言えない。

　それに危険なのは討伐軍だけとは限らない。

　これまでは都の南部にしか出しゆつ没ぼつしなかった悪あつ鬼きたちだけれど、この貴人区だってもう安全とは言えないようだ。

　大気のひずみは、進むごとにはっきりと感じ取れるようになっている。

「だめだ、見つかった。動くぞ」

　胡汀がふいに硬かたい口調で言った。穂野さんと視線をかわし、さっと司狼に駆かけ足あしの合図を出す。

「胡汀」

「静かに」

　胡汀たちはすぐに司狼を走らせた。屋根が半分崩くずれた亭の横を通ったとき、突とつ然ぜん勢いよく司狼の手た綱づなを引く。

　ひゅっと鋭するどい音。目を見張る私の肩かたを抱だき寄せると、胡汀は片手で手綱を操あやつりながら強ごう引いんに司狼の位置を変えた。

　ふわっと翻ひるがえった私の羽織の裾すそを、どこからか飛んできた矢が突き破る。

「とまるな、走り続けろ！」

　穂野さん側へ目を向けて、胡汀が叫さけんだ。

　次々と飛んでくる矢。それを避よけるため乱暴な手綱さばきで、司狼を左右に移動させる。司狼が荒あらい息を吐はき、苦しげに唸うなった。

「胡汀、一度下がって、どこかの建物のなかに──」

　言葉の途中で、首筋がぞわりとした。

　鍛たん錬れんを重ねた剣士でもないのに、このとき、誰かの強い視線をはっきりと感じた。もしかするとこれを殺気っていうのかもしれない。

　私でさえわかったくらいだ、当然胡汀と穂野さんも気づく。

　輪郭を曖昧にする色濃い瘴気の霧の向こうから一気に接近し、どうっと大地を力強く蹴けって飛びかかってくるものがあった。

「──!?」

　目に飛び込む鋭えい利りな剣けん。獣けものの荒い息。

　襲しゆう撃げき者は、司し狼ろうに乗った咲耶さんだった。手に持った剣を槍やりのように突き出してくる。

　胡こ汀ていは司狼をくるっと回転させるようにしてその剣をかわし、後方に逃げた。咲耶さんは一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、再び剣を振り下ろす。

　私は息を止めた。この状じよう況きようなら普ふ通つうは司狼を操る胡汀を狙ねらうのに、彼女の揺るぎない眼まな差ざしはひたすら私だけを捉えている。一度目の攻こう撃げきも、二度目も、私の命を狙ったものだった。

「おまえ、知夏様を……っ」

　はっとした。咲耶さんが繰くり出す三度目の攻撃を、穂野さんが横から剣を突き出して阻そ止しする。そのあいだに胡汀は司狼を少し移動させ、手のなかから剣を取り出した。護剣士だけが持つ、特とく殊しゆな隼はや鉄てつの──。

　胡汀が攻撃の態勢を整えたのを知ると、咲耶さんは剣が届かない位置まであっさりと司狼を後退させた。

「あー、残念。あと一歩だったかな。気持ちが逸はやったせいで殺気を消しきれなかったせいか」

　咲耶さんは、血で濡ぬれてもいない剣をこれみよがしに振ると、刀身の峰みねの部分で自分の肩をとんと軽く叩たたいた。以前とは少し違ちがう、その粗そ野やな仕草が引っかかる。

「本っ当に知夏様って往おう生じよう際ぎわが悪いですよね。私が殺してあげるんだから、喜べばいいのに」

　唇くちびるを歪ゆがめて嗜し虐ぎやく的に笑う咲耶さんの姿に、ますます違い和わ感かんが強くなった。

　以前から皮肉をよく口にしていたけれど、なんだろう……今はなんだか作り物めいている気がする。

「滸こ楽らくと一いつ緒しよに陽都に現れたって聞いたときは、まさかと半信半疑だったんですけれどね。事実、蘇よみがえりを果たすなんて。帰き鼓こ廷ていに侵しん入にゆうして胡汀様たちを連れ出しもしたんですって？　しぶといなあ」

「……そうだね。自分でもそう思うよ」

　彼女の挑ちよう発はつに乗らないよう、慎しん重ちように答える。

「せっかく帰鼓廷から逃げ出せたのに、どうしてまた戻もどって来たんですか？　そうまでしても死にたいとか？」

「その口のきき方はなんだ、おまえ！」

　かっとなって怒ど鳴なりつけた穂野さんを、胡汀が視線で制する。

　穂野さんの腕のなかに収まっている洲す沙さは、驚おどろきで目を丸くしていた。咲耶さんタイプの女性剣士を見るのは初めてらしい。

「確か白雨の部の剣士だったな。咲耶と言ったか？」

　胡汀は感情を打ち消した静かな声こわ音ねで尋ねた。

「そうですよ。覚えていてくださってありがとうと述べる場面かな」

　冷れい淡たんというより、威い丈たけ高だかに映る態度。違和感は強まる一方だ。

「だけど男どもに名を呼ばれてもね。春日様以外いらないし」

　なんだろう、こういう素そ振ぶりを、どこかで……。

「やめたほうがいい」

　胡こ汀ていは端たん的てきに忠告した。咲耶さんが怪け訝げんな顔をする。

「白雨の真似まねか？　似合わぬからよせ」

「──」

　表情を削そぎ落とした咲耶さんを見て、ようやく納なつ得とくがいった。

　そうだ、白雨さんに似ているんだ。髪かみの毛も片側の耳の上でまとめている。一見がさつとも取れるような、冷然とした態度も。男は嫌きらいだと明言もしていた。それに、『緋ひ宮みや』の私を大事にしてくれていた。

　瘴しよう気きのせいで視界が悪く、すぐには気づかなかったけれど、目め尻じりに刺青いれずみもさしているみたいだった。

「どれほど物言いや素振り、姿を模しても、おまえは白雨にとってかわれぬ。あれは、腹が立つほど高こう慢まんで口くち汚ぎたなく意固地な女だったが、清せい廉れんな芯しんがあった」

　嫌々という態度ながらもそう評した胡汀に、驚く。

「……どこが清廉？　知夏様を裏切った女なのに」

「取り返しのつかぬ愚おろかな判断ではあったが、その裏切りさえも、自身の見み栄えのためではない。守りたいもののためだ。実際、知夏をないがしろにしたわけではない」

　まあ俺は許す気はないが、と当然のように言う胡汀の顔を凝ぎよう視しする。

「だからあいつは、今も知夏を救うためなら喜んでおのれの命を捨てるはずだ」

「それが美談になるとでも思うんですか？　馬ば鹿からしい、私だって春日様のためなら命など惜おしくはない！」

「違う。おまえは認められたいから無む謀ぼうな行動を取っているだけだ。白雨に執しゆう着ちやくや野心、憎ぞう悪おがないとは言わぬ。それらに突き動かされるときもあったろうが、そういうなかでもあいつは自分を顧かえりみぬ。ひたすら相手を想おもう女だ」

　そうかもしれない。白雨さんの裏切りを見たとき、怒いかりよりも切なさが先にきた。

「おまえはむしろ想われたい女だろう？　それが悪いとは言わない。誰だれしも抱いだく情だ。だがおまえは、相手の中身をなにも見ていない」

「……なに余よ裕ゆうぶって私に説教しているんですか？　状況をわかってます？」

　咲耶さんは顔を強こわ張ばらせた。胡汀を、ぎっと睨にらみつけると、片手を上げる。それを合図に、瘴気の奥でいくつもの影かげが揺ゆらめいた。なにかが接近してくる。

「討とう伐ばつ軍だ」

　私の呟つぶやきに、咲耶さんはにやりと笑った。あまり藤郎さんには似ていない、とぼんやり考える。

「あなた方の策なんてお見通しなんですよ。替かえ玉だまを立てて私たちを分散させようとしたんでしょ？　こっちの祇ぎ官かんに神女の神力をわざと追わせ、その隙すきに裏の路みちを通って知夏様が廷に潜もぐり込む──そんな安直な手に誰が引っかかるんですか」

「うん。やっぱり、罠わながあったんだね」

　替え玉作戦その一は失敗したみたい。

　胡こ汀ていらを救出する際、帰き鼓こ廷ていに一度、私たちは侵入している。その後、再びの侵入を防ぐため守りを強固にしたはず。やっぱり図と世よさん方が誰にも気付かれず帰鼓廷を脱だつ走そうするというのは難しい。

　残るは替え玉作戦その二だ。私は密ひそかに周囲を窺うかがった。

　もうちょっとだけここで時間を稼かせがないとだめなようだった。

「私とて帰鼓廷の人間ですよ？　貴人区にだって詳くわしいんです。あなた方が選びそうな路くらい、すぐにわかりますって」

　話をするうちに落ち着きを取り戻したらしい。咲耶さんは冷れい笑しようを顔に張り付けたまま私へ視線を動かした。

「朝火様が帰鼓廷に帰ってこなかったってことは、悪あつ鬼きに取り殺されたのかな。あの人だけは死なないかもと思ったんですが」

　彼女はつまらなそうに肩かたをすくめた。

「……知夏様の冷静な様子を見るに、どうやら朝火様を仲間に引き込むことに成功したってわけか。可哀かわい想そうな人、あんなに滸こ楽らくを憎にくんでいるのに無理やり諭さとされて、従うはめになったんですね」

「それが、なに？」

「なにって、知夏様。罪悪感はないんですか？」

「ないよ」

　即そく答とうすると、咲耶さんは口を噤つぐんだ。

「朝火さんは私の剣だよ。緋ひ剣けんの定めを受け入れた時点で、自由はあげない。命も心も私のものです。だから他ほかの人が私の緋剣を勝手に操あやつろうとするのが許せない。咲耶さんも知っていたんだよね、朝火さんが悪鬼を生む神酒みきを飲まされたこと」

「知夏様って──」

　咲耶さんは今やっと気づいた様子で、私の姿を熱心に観察した。

「お姿が少し変わられた？　顔立ちはそのままですよね？　でも御お髪ぐしが伸のびている。それに、神気が……」

　驚きを宿した視線を静かに受け止めると、彼女は一いつ瞬しゆん怯ひるんだ顔をした。すぐに表情を取り繕つくろい、高圧的な態度に戻る。私に弱みを見せるのはとにかく嫌なんだろう。

「多少変へん貌ぼうしたところでなにができるわけでもないし。運良く川から助かったみたいだけど、いい加減諦あきらめてくれませんか。あなたが生き残ったせいで春日様に歴が移らないんですよ。邪じや魔までたまらない……」

「春日さんは今どこにいるの？　九く支しさんと一緒に神しん殿でんのなかにいる？」

「わざわざ教えてやる義理はないでしょ。ねえ本当に、わかってます？　あなたたち、囲まれているんですよ。ほら」

　彼女がもう一度片手を上げ、軽く振ふった直後のことだった。

　瘴気の霧きりの奥から矢が一本飛んできて、私と胡こ汀ていを乗せている司し狼ろうの足元に突つき刺ささった。足あし踏ぶみして逃にげる構えを取った司狼の首を、胡汀が何度か優やさしく叩き、落ち着かせる。

「命いのち乞ごいでもしてみたらどうですか。助けてあげてもいいですよ」

「黙だまっていればべらべらと生意気なことを言いやがって！　助けるもなにも、どうせおまえにここで知夏様を殺す権限はないんだろ。生け捕どりにしろと命じられているんじゃないのか」

　我が慢まんの限界というように、穂野さんがフワユル頭を揺すって怒ど気きを放った。

「傷つけるな、とは命じられていないし。それに、他の者は殺せ、という仰おおせ言ですよ」

　鼻白む咲耶さんに怒りが膨ふくれ上がったらしい。穂野さんは目つきを険しくさせた。

「知夏様、俺にまかせてください。この女を黙らせてやる」

　だめ！　と視線でとめると、穂野さんは今にも地じ団だん駄だを踏みそうな顔をした。それを見て、咲耶さんが噴ふき出す。

「その人数でなにができるんですか。気づいていないみたいですけどね、こうして知夏様をあぶり出すためにわざと図と世よを脱走させたんですよ。図世はあなた方になんて伝えました？　軍の数は百ぐらいって？」

「──違ちがうんだ？」

「勿もち論ろん。三百は控ひかえていますよ。ああ、帰き鼓こ廷ていの五部と同じくらいの数ですね。万が一を考えて図世たちのほうにも兵を割さきましたが、それでもここだけで百はいます。勝ち目がないってわかりました？　今いま頃ごろは馬鹿な図世たちも、首を落とされているでしょうね」

　じわっと冷や汗あせが滲にじむ。震ふるえそうになる指先を、胡汀が密かに握にぎり締しめてくれた。

「ね、知夏様が殺したも同然ですよ？」

　犠ぎ牲せいが出る。替え玉作戦を思いついたとき、真っ先にそれを恐おそれた。

　蒸む槻きは残ざん酷こくな国だから、誰もが無事でいる優しい道を許してくれない。

　また幻まぼろしの重みが肩に乗る。重くて重くて仕方がない。全身に力を入れ、覚かく悟ごを決めなきゃ、苦しみに負けてしまう。

「それと、言っておきますが、私が率いているのは帰鼓廷剣けん士しじゃありませんよ。俱く七な帝ていから直々に預かった軍です。あなた方に馴な染じみがない者ばかりだから誰も同情なんてしない」

「……そう。よかった」

　私が小さく頷うなずくと、後ろの胡こ汀ていも呟いた。それは都合がいい、と。

　一いつ瞬しゆん、咲耶さんは変な顔をした。私たちの態度を強がりにすぎないと判断したのか、咲耶さんは勝利を確信した笑えみを浮うかべ、後方に控えている回かい絽ろ廷てい剣士たちに合図を出した。

　瘴しよう気きのなかで蠢うごめく気配。輪りん郭かくがはっきりと見て取れる位置まで百以上の討伐軍が近づいてくる。

　いくつもの矢と剣けんが一いつ斉せいに私たちを狙ねらった。

　それとは別に、私は異なる気配の接近も感じ取っていた。

「くそ、知夏様、俺が突とつ破ぱ口こうを開きますから、お逃げください」

　気を高ぶらせる穂野さんに、そっと首を横に振る。その必要はなさそうだ。

「動くな。穂野」

「しかし胡汀様、このままでは知夏様が捕ほ縛ばくされます！」

　穂野さんは焦しよう燥そう感かんに駆かられた様子で高い声を上げた。

　そのとき、横手の通りに広がる瘴気の奥から、別の影が近づいてきた。

「なに？……知夏様の仲間ですか？」

　咲耶さんが目を鋭くし、油断なく剣を握り締める。

　彼女はすぐに表情を変えた。最初は怪け訝げんそうに、やがて驚きよう愕がくへ。

　次し第だいにあらわになるその集団。先頭は色いろ鮮あざやかな真しん紅くの衣ころもをまとった剣士だ。

　それから身なりの立派な貴人たち。女官。そして。

「──俱く七な帝てい!?」

　穂野さんと咲耶さんの声が奇くしくも重なった。

　金の飾かざりを付けた司狼に騎き乗じようしている人物に、視線が集中した。冷めた眼まな差ざしと美び貌ぼう。髪かみを左右に二つにわけて結び、華はなやかな大おお振ぶりの髪かみ飾かざりを何本もさしている。

　さらには赤や黄、薄うす紅べにの花まで飾っていた。冬の衣はたっぷりとした毛皮つき。こちらも豪ごう奢しやな刺し繡しゆうが施ほどこされている。胸むな元もとには重たげな首くび飾かざりを下げていた。

「な──なぜ俱七帝がこちらへ？」

　咲耶さんが司狼から降り、一歩彼へと近づいた。王の横に侍はべっていた貴人が不快そうに彼女を睨みつけて、接近を止やめさせる。

　花を頭に飾った華か美びな王は感情に乏とぼしい顔で、彼女の後ろに控えている回かい絽ろ廷てい剣士たちを見み遣やった。彼らの動どう揺ようが、ざわめきとなって広がった。

　貴人が進み出て私をちらっと見遣ったあと、茫ぼう然ぜんとする咲耶さんに尊大な態度で指を突きつけた。仄ほの暗ぐらい嗜虐の色が彼の瞳ひとみのなかにあった。

「なにをしている！　蒸む槻きの帝みかどの道を塞ふさぐのか！」

　咲耶さんは驚おどろきに打たれた顔をして数歩後退した。回絽廷剣士たちもまた慌あわてながら武器をおろし、左右に退く。

「頼たよりにならぬ愚おろか者どもめ。帝がお出ましにならねば女一人連れて来れぬとは」

　貴人の叱しつ責せきに、剣士全員が司狼から降りて地面に膝ひざをつく。

「先代様、観念なさるがいい。帝の手から逃のがれることなどいったい誰だれができようか」

　得体の知れない薄うす笑わらいがよく似合う貴人の言葉に、私は頰ほおを引きつらせた。その彼から王へと視線を移す。

　言葉なく、退たい屈くつそうにじっとこっちを見つめる美貌の王。ややして司狼をゆっくりと進ませ、酷こく薄はくそうな笑みとともに当然の仕草で私に手を差し伸べる。

　私の後ろに乗っている胡こ汀ていが途端にむっとしたのがわかった。

「さあ先代様。大人しく捕縛されれば、お仲間をここで討うち取ることは致いたしませんぞ」

「……わかった。従う」

　貴人の催促に私は小声で答え、司狼から降りようとした。とっさという態度で胡汀が私の腕うでを摑つかむ。行かせたくない、という気持ちが伝わってきた。

「私、行くね」

　胡汀は顔を歪ゆがめると、苛いら立だちを隠かくしきれない様子で私を睨にらみつけた。私は目を逸そらし、地面に足をおろした。

「お待ちを！　知夏様、まさか抗あらがいもせず、本当に帝に屈くつするつもりですか！」

　我に返ったように穂野さんが声を張り上げた。洲す沙さは放心した顔つきで全員を見回している。

「大だい丈じよう夫ぶ。……私が従順でいればその、胡汀たちを傷つけないでいてくれるんでしょう？」

　豪奢な衣装をまとった誰より尊い王に尋たずねる。冷酷な微び笑しように気け怠だるさを追加して、彼は無言の肯こう定ていを寄よ越こした。

「そ、そんな……これではなんのために図と世よたちが犠牲になるのか……っ」

「下がれ、穂野。逆らうな」

「なんですって？　胡汀様もどうかしている！　これが許せるのですか！」

「……許せると思うのか。あの男に、知夏を預けるなど」

　胡汀は怒いかりを隠そうともしなかった。本気で嫌いやがっている。

「二人とも、私は本当に大丈夫だよ」

　お願い胡汀、我慢して！　どぎまぎと必死にそう念じてから、王の衣をまとう彼に近寄ってその手を握る。

「馬ば鹿かな……、むざむざ知夏様を渡わたせるかっ」

「穂野、待て！」

　胡汀の制止を振ふり切って、穂野さんが司狼を走らせ、こっちに突つっ込んできた。ぎょっとした貴人が素す早ばやく私の陰かげに隠れる。……弱いな、この人！

　立ち尽つくす私たちの前に、王とともに現れた大おお柄がらな剣士の一人が飛び込んできた。その剣士に司狼の上から剣を振り下ろそうとして、穂野さんは急にぴたっと動きを止める。

「……あ!?」

　大柄な剣士を見下ろして目を剝むく穂野さんは、絶ぜつ叫きよう寸前だ。私は慌てて声を張り上げた。

「下がって、穂野さん！　洲す沙さまで殺されてしまう！」

「ええっ、ああっ？　す、すみません!?」

　穂野さんは青ざめながら、司し狼ろうを後退させた。

「ええいっ、この愚かな剣士め、俱く七な帝ていの恩情に刃やいばを向けるとは！　おまえは詮せん議ぎののちに首を刎はねてやる！　さあ先代様、俱七帝の御お手てを早くお取りなさい」

　怒りをまき散らす貴人の助けを借りて、今度こそ王の司狼に身を乗せる。今の一幕で、心臓の動きがとんでもないことになっていた。穂野さんはふわゆるのくせに熱血漢だ。

　ふわりと後ろから私を包む腕。私は知らず知らずのうちに身を震わせた。波立つ感情を必死に抑え込む。私も、耐たえなければいけない。

　貴人が小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らし、黙だまり込む胡こ汀ていたちに冷たい一いち瞥べつをくれた。

「胡汀殿どの、あなた方もですぞ。逃れられるなどとはゆめゆめ思いませぬよう」

　ゆっくりと王の行列が進み始めた。私と王に何度も視線を往復させる咲耶さんの横を通りすぎ、廷のある方角へと向かう。

　私はそっと咲耶さんの様子を窺うかがった。私の後ろに乗っている王の顔を凝ぎよう視ししていた咲耶さんの目が、限界まで見開かれるのがわかった。私は全身を緊きん張ちようさせ、ぱっと前に向き直った。
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「おまえたちもいつまで惚ほうけている！　我らが王をお守りせぬか！」

　貴人の一いつ喝かつに、咲耶さんが引き連れてきた回かい絽ろ廷てい剣士たちも慌ただしく行列のあとに続く。

「──待て!!」

　鋭するどく響ひびいた咲耶さんの制止の声に、私は肩かたを揺ゆらした。でも行進はとまらない。

　恐おそる恐る振り向くと、射手の誰かが置き忘れたらしい弓を拾って司狼に荒あらっぽく跨またがる咲耶さんの姿があった。嫌な具合に胸がどきどきし始める。

「やってくれる!!」

　罵ののしり声とともに咲耶さんは司狼を駆り、前列の私たちに接近する。

「こんなふざけた真似まねを、よくも！」

　咲耶さんは怒りの形相で弓を構え、矢を放った。

「危な……っ」

　叫さけぶ私を、王の腕が抱かかえ込む。ひゅっと風を切る鋭い音。

　矢は、王の頭に飾られていた花のひとひらを、散らせた。それだけだった。

　王は少しも動じない。冷ややかな目で咲耶さんを見つめ、鬱うつ陶とうしげに眉まゆをひそめる。

　続けざまに放たれた矢を弾はじき飛ばしたのは、剣けんを掲かかげた胡こ汀ていと穂野さんだ。

「やはりおまえたち……!!」

「知夏様に当たったらどうするんだ、馬鹿が！」

　思わずといった調子で怒ど鳴なり返す穂野さんに、隣となりの胡汀が非常に渋しぶい顔をする。

　二人の振る舞まいを見遣り、咲耶さんは一度身を微かすかに震ふるわせた。この瘴しよう気きのなかでも彼女の頰が屈くつ辱じよくで赤く染まっているのがわかった。

「勇ゆう猛もうたる王の剣たちよ、身の程ほどをわきまえぬこの女を止めよ！　王に矢を放つとは、神に仇あだなすも同然の不敬ではないか！」

　貴人の命令を受けて回かい絽ろ廷てい剣けん士しが二人、列から飛び出し、咲耶さんを阻はばもうとする。

　咲耶さんは怒りとともに剣士の攻こう撃げきを受け止め、薙なぎ払はらった。隼はや鉄てつを使用していないけれど、神力を通した帰き鼓こ廷てい製だ。回絽廷剣士が繰くり出す鉄剣を幾いく度ど目かの攻撃で叩たたき折る。

「騙だまされるな!!」

　咲耶さんは、大気がびりびりするほどの声で怒鳴ると、私たちに剣先を向けた。

「俱く七な帝ていではない、これも替かえ玉だまだ──滸こ楽らくの王だ!!」







　──バレた。

　私は内心あたふたした。

　さっきまで威い勢せいのよかった貴人と大柄な剣士……つまり藤郎さんと、人の姿を保った滸楽の男性がおろおろしながら私を見み遣やる。藤郎さんってば本当に、戦いには向かない人だ。

　替え玉作戦その一が、図と世よさんたちによる私の身代わりだった。

　その二が、藤郎さんがお膳ぜん立だてしてくれた『偽にせ俱く七な帝てい』。

　昨夜、嫌がる遠凪さんとともに藤郎さんが持ちかけてきた、念のための予備作戦だ。

　彼もまた、図世さんはひょっとして泳がされているんじゃないかと疑っていた。

　だとしたら討とう伐ばつ軍の数はもっと多いはずだって。それで行く手を阻むため必ず出現するだろう軍の目をごまかし、なおかつ味方につけて安全な状態で帰き鼓こ廷ていへ入る方法を考えた。

　行列に加わった他ほかの貴人たちに関しては藤郎さんが説得してくれた。本人が口にしていた通り、彼は『力を持つ影』だった。貴人たちの抱いだく不安や迷いを少なくとも表面上はきれいに静めている。最終的には抜ぬけ目のない彼らにも「手を貸す代わりに都の崩ほう壊かいをとめよ」という条件をつけられたけれども。

　豪ごう華かな衣装は貴人たちからの借り物だ。遠凪さんの獣けものの瞳どう孔こうは、陽都中に広がっているこの瘴気のおかげで気づかれずにすむだろう。一番困ったのはきっと耳の上に生えているあの角だったに違ちがいない。髪かみを結ゆって装そう飾しよく品をさすだけでは隠しきれなかったらしく花まで盛っている。

　私たちの進むルート上で、もしも敵兵が待ち構えていた場合に襲しゆう撃げきポイントになりそうな場所はどこか、というのを割り出したのも藤郎さんだ。

　俱七帝に扮ふんした遠凪さん一行に先回りしてもらい、その地点の付近に隠かくれてもらっていたんだけれど、うまくいくかどうかひやひやだった。

「──皆みななにをしている、この男は滸こ楽らくの王だ。早く捕とらえないか!!」

「黙らぬか、剣士風ふ情ぜいが！」

　咲耶さんの声を遮さえぎったのは、藤郎さんだ。二人を見て寂さびしい気持ちが芽生えた。咲耶さんは彼が自分の兄だと気づいていない。藤郎さんの目も、咲耶さんを妹とは見ていない。

　どちらも心から相手を敵と捉とらえている。蒸む槻きは、家族の繫つながりが薄うすい人たちも随ずい分ぶん多い。

「地の主たる帝を、滸楽と呼ばわるとは！　これ以上の大罪はないぞ、女!!」

「な……おまえたちも共きよう謀ぼうしているのか。浅せん慮りよな先代の甘かん言げんに翻ほん弄ろうされ、けだものに膝ひざをつくとは！　兵たち、帝の仰おおせ言に背反した愚おろかな貴人どもも捕らえよ、滸楽の王は生かしてはならない！」

　彼女の呼びかけに応える人は、いなかった。

　遠凪さんの姿は、俱七帝そっくりだからだ。

　ちょっと魔ま王おう様すぎる態度だし、演技する気もまったくないようだけれど！

　私たちにとって好都合な条件が揃そろっていたみたいだ。

　信念よりも利を重んじる貴人たちが味方になってくれたこと、本物との細かな違いを宙に漂ただよう瘴気が覆おおい隠してくれたこと、咲耶さんが率いていたのが帰鼓廷ではなく回かい絽ろ廷てい剣士だったこと。彼らはさほど馴な染じみのない咲耶さんよりも当然、貴人の……藤郎さんの言葉を信じる。

　たぶんこれらのどれかひとつでも欠けていたら、逆転されていたかもしれない。

「馬ば鹿かな……なぜわからない、愚か者どもめ！──その男は蒸む槻きの大敵だ、その娘むすめは蒸槻を穢けがした罪人だ！」

　不思議なことに、咲耶さんが声を荒らげて訴うつたえれば訴えるほど、回かい絽ろ廷てい剣士たちは彼女に対する不信感を募つのらせた。

　臆おくすることなく堂々と成り行きを見守っている遠凪さんの顔をちらっと窺う。事実はどうであれ、先に平静な態度を失ったほうが噓うそっぽくなってしまうようだ。

　でも唯ゆい一いつ、彼女の主張を信じる者がいるのを忘れていた。

　帰き鼓こ廷ていから連れて来た祇ぎ官かんだ。私は慌あわてて視線を巡めぐらせた。

　行列のなかから、やけに熱心にこっちを見ている者を発見する。その彼と目が合った。お互たがいに驚おどろく。穀物神たる果か食け食けの神かみを呼び出す儀ぎを一いつ緒しよに行った神かん巫なぎだった。鷲見さんに捕ほ縛ばくされたときにも、屋や敷しきにいたあの人だ。

　彼はしばらく私を見つめたのち、そっと視線を落とした。

　──見み逃のがしてくれた！

「誰だれもかれも、目を曇くもらせたのか！」

　咲耶さんも、皆を動かすことはもう不可能と悟さとったみたいだった。形相を変え、斬きりつけるような鋭さで私を睨にらむ。

「よくも私をたばかりましたね、知夏様」

　恨うらみ言ごとを低く吐はき出したあと、彼女は誰にともなく叫んだ。

「こんな女、本当にまれびとなのかも知れたものじゃない！　無む冠かんの女が卑いやしい野心を抱いて恐れ多くも護女を騙かたっただけだ。なのに全員が手玉に取られている。どうしてそんな女ばかり祭り上げられる……っ」

　剣を握にぎる咲耶さんの手がぶるぶると震えているのがわかった。

「なぜ天は私に不ふ遇ぐうの定めを押し付けるの。道理のわからぬ女を選び、なぜこれほど望む私を冷たく拒こばむ。母も父も、娘たる私より力を持つ者ばかり愛めでる。誰もが私を一いち瞥べつするだけだ。無情なあめつちよ……どこまで私を捨てれば気がすむ!!」

「咲耶さ──」

　目を見開く私に向かって咲耶さんは司し狼ろうを疾しつ走そうさせ、身を仰のけ反らせながら剣を振ふり上げた。

「──」

　その剣が私を斬ることはなかった。空中でぴたりととまっている。

　胡こ汀ていと穂野さんが阻止するまでもない。たくさんの矢と剣が彼女を狙ねらっていた。

　私と咲耶さんは呼吸も許されないような緊きん迫ぱくした静けさのなかで、視線をぶつけた。

「じゃあ、私が咲耶さんの手を摑つかんだらだめなの？」

　小声で尋たずねると、咲耶さんはゆっくりと目を瞬またたかせた。

「たとえば『こっちをもっと見てよ』って言ってくれたら、私は必ず振り向く」

　なにを言われたのかわからない、という訝しげな表情を咲耶さんは浮うかべた。

「私だけじゃなくて、咲耶さんがその気になれば、きっとあなたを見てくれる人がいるのに」

　心を読ませない薄うす笑わらいを顔に張り付けている藤郎さんの姿を、目の端はしに捉えながら告げる。

　咲耶さんはそれでも、強い力を持つ人しか見ようとしない。今も、視界に映すのは私と遠凪さんだけだ。そこまで大事なことだろうか、権力者に愛されるというのは。

　私にもそれなりに欲よくはある。恰かつ好こういい人に褒ほめられたりちやほやされたら有う頂ちよう天てんになるけれど……そういう次元とは違うんだろう。

　私の戸と惑まどいをどう受け止めたのか、咲耶さんは目元をわずかに痙けい攣れんさせて笑った。

「……あなたって、馬鹿じゃないですか？」

「よく言われる。正確には、阿あ呆ほ鳥どりって」

　真顔で答えると、咲耶さんは本当に呆あきれたような顔をした。

「私、あなたのことが殺したいほど大だい嫌きらいなんですよ。わかります？　自分だけが苦しんでいる、っていう顔を平然とさらす女。そういう卑ひ怯きような女から見え透すいたご慈じ悲ひの言葉をかけられるなんて本当……、笑っちゃうったら」

「──そうだよ。私はいつだって弱かった。毎日苦しくて、なんで私だけが、って何度も思った。優やさしくされるのが好きで、傷つけられるのが嫌いやで……」

　ぎゅっと拳こぶしを握る。かつての花神と私自身も変わらない。頼たよりなく、戦うことも、立ち向かうことも知らずにいた。ひたすら癒いやされるのを待つばかり。

「それが、私だ。自分の嫌なところも、あるかもしれない良いところも、全部。誰かに詰なじられたって、そんなの知らない」

　この私のままに成長する、別人のようにはならない……緋剣の一人だった佐さ基きさんが裏切りの道を選んだときにも同じ考えをもった。今、改めてそれを思う。

「……本当に、嫌い」

「私だって嫌いだ。何度も咲耶さんにはひどい真似まねをされてる」

　最初に言葉の暴力をぶつけてきたのは咲耶さんだ。なのに言い返したら、傷ついた目をされた。

「だからもっとひどい仕返しをする。私は咲耶さんを手に入れる。すっごく屈くつ辱じよくに思えば？」

　腹はら立だち紛まぎれに言うと、彼女ははっきり顔を歪ゆがめた。噴ふき出しそうになったのか、それとも深い怒いかりをごまかせなかったのか。

「これだけ多くのものを手に入れているくせに、まだほしがるなんて」

　以前、女め神がみは貪どん欲よくなのだと椰や真まちゃんに言われた覚えがあった。

「私は陽ひ女め神がみの末まつ裔えいだよ。これからも望み続ける」

　天の華はなと謳われた陽女神。毒のように甘美な大花。誰もかれもを骨ほね抜ぬきにし、心をすべて奪うばい取れと天つ神にそう定められた。その性質を私も受け継ついでいるんだろうか。わからない。

　咲耶さんは、ふっと虚うつろに微笑ほほえんだ。私でもかわせるくらいの、のろのろとした動きで剣けんを振り下ろそうとする。

「もうやめろ」

　穂野さんが硬かたい表情で告げた。彼女の剣を、横から弾はじき飛ばす。

　芯しんを失ったように咲耶さんはぐらっと身を傾かたむけて司狼から落下した。

　気力を失った様子で地面にへたり込む咲耶さんを、遠凪さんは一瞥した。なにも言わず、藤郎さんへ視線を流す。藤郎さんも、手を差し伸のべようとはしなかった。少しでも彼女が自分の意思で彼を見上げたら、もしかしたらなにかを変えられたかもしれない。

　──そういうことじゃ、ないんだろうか。咲耶さんはどうしても強い者にしか興味が……。

　私たちを乗せた司狼が方向転てん換かんし、前進し始めた。続いて胡こ汀ていや穂野さん、剣けん士したちも。

「今私を殺さねば！　皆殺してやる!!」

　咲耶さんの悲鳴が追ってきたけれど、遠凪さんも他ほかの人たちも行進をとめなかった。

「清姫、十分耳は傾けたぞ、ここでとまろうと思うな」

「……うん」

「蒸む槻きの女はまことに甘ったれているな。選ばれない、捨てられたなどと延々繰くり返すのみか」

　俯うつむいてしまう。背後では、咲耶さんがまだ何事かを叫さけんでいた。

「おまえもわたしも血を流して怨うらみの底から這はい上がってきた。未いまだこの手に憎ぞう悪おはあっても、もはや立ち尽つくすときは越こえた」

　私は視線を前へと向けた。

　瘴しよう気きで隠かくされた不ふ穏おんな道。突つき進めば、いつかきっと晴れ間が見えると信じたい。
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　念のために、といって剣士のひとりが偵てい察さつ役を引き受け、先へと駆かけていった。

　遠凪さんに俱く七な帝ていの替え玉を続けてもらった状態で、私たちは行進を続けている。

　回かい絽ろ廷てい剣士たちも同行しているので、この場でいきなり「はい、解散」と命じるわけにはいかない。かといって彼らと一緒に帰き鼓こ廷ていまで行くのは危険だ。

　俱七帝の命令が届かない場所に彼らを当分、隔かく離りしたい。

　二つの廷の手前に広がる平野から二画ほど下がった位置に──現在の私たちがいる場所から見た場合、辻つじを七つほど過ぎた先に──大人数でもなんとか収容可能な楼ろう台だいを管理している貴人がいたので、そこに剣士たちを置いてもらう予定だった。

「──知夏」

　胡こ汀ていが司狼を私たちの横に近づけた。回絽廷剣士数人が警けい戒かいして胡汀に剣を向けようとする。それを私たちの隣となりに司狼を並べている藤郎さんが目で制した。

　近づいた胡汀に、遠凪さんが嫌な顔をする。

「我が物顔で動くな。剣士どもを解散させるまでは、おまえは虜りよ囚しゆうなのだぞ」

「うるさい。知夏に話があるんだ」

　大人げなく睨み合う二人に困ってしまう。状じよう況きようをわかった上で相談にきているのなら、それだけ重要な内容に違ちがいない。

「胡汀、話って？」

「瘴気の濃こさが尋じん常じようではない。一いつ旦たん雪ゆき尾お区あたりまで引き返さないか？」

　戸惑ってしまった。雪尾は貴人と香人の住処すみかの境にある区のことだった。

　私も瘴気の濃のう度どが増している点については気になっている。その上で、ここで引き返すわけにはいかないと思う。これって明らかに二廷付近になにかがあるという証しよう拠こじゃないか。

「先ほどから胸むな騒さわぎがおさまらない。できるなら陽都をすぐにでも脱だつ出しゆつしたほうがいい気がする」

　胡汀は視線を周囲に走らせると、早口で言った。

「帰鼓廷へと進むにつれ瘴気が増しているのかと思っていたが、違うかもしれぬ」

「どういうこと？」

「俺たちを追ってきているのではないか、と」

「……瘴気が、この行列を？」

「追うというより、集まっているのかもしれない」

　私と遠凪さんは顔を見合わせた。まさかそんな不可思議なことが、ある？

　だとしたら、この瘴気は誰だれを狙ねらっているんだろう。急に血の巡りが速くなった。

　私、じゃないだろうか。

「伊織の救出を諦あきらめるつもりはない。しかし、ここは慎重を期して日を改めないか？」

　帰き鼓こ廷ていに潜せん入にゆうして胡こ汀ていを攫さらってきたときに、伊織はいないと聞いている。

「……強ごう引いんに突き進んでいるのはわかっているんだ。でも女神の神力が役に立つ今しか、九く支しさんと交こう渉しようができない」

　最優先は伊織救出だけれども、今後の動きを考えれば物資の調達も実際問題、かなり重要だ。

　それに、帰鼓廷から休戦と一時的な協力の約束をもぎとることには大きな意味がある。一度でもこっちの力を認めさせれば、その分滸こ楽らくの安全が保障されるからだ。

　陽都に来るまでは、川の界を遮しや断だんして一刻も早く滸楽を逃にがしたほうがいいと思ったけれど、それは急場しのぎにすぎない。全部の願いは叶わずとも、ひとつくらいは得ておきたい。

「早くどうにかしないと、俱く七な帝ていは滸楽たちを全力で潰つぶしにくると思うんだ」

　そう告げると、胡汀は難しい表情を浮かべた。

　百や二百という人数じゃなく、総軍でかかってこられたら私たちにはもう勝ち目がない。

　胡汀だってその恐おそれは現実になる可能性が高いととっくに気づいているし、だからこそこうして替かえ玉だま作戦にも賛成してくれた。

　退たい却きやくを選ぶべきと考え直すくらい、不ふ吉きつな気配を感じているってことなのか。

「伊織がどこに隠されているのか、ずっと考えていた。あれは抵てい抗こうする術を知らぬ男ではない。そういう者を監かん禁きんするなら、やはり帰鼓廷以上にふさわしい場所などないはず。だが実際に帰鼓廷にはいなかった。おまえが来る前に、剣士たちと手分けしてとうに捜さがしている」

「そういえば胡汀、禁域の森に俱七帝たちが避ひ難なん処どころを造る、って言ってたよね？　もしかすると九支さんや春日さんたちも密ひそかにそっちに移動しているんじゃないかな。建前上、神しん殿でんに籠こもっている振ふりをしているとか。伊織もそこにいるんじゃないかと思ったんだけれど……」

「どうだろうか。春日が俱七帝らの傀かい儡らいとして選ばれたというのは疑いないが、逃げることをよしとする女とは思えぬ」

　心臓が大きく跳はねた。一いつ緒しよに帰鼓廷で過ごしたあいだに、春日さんを認めている？

「少なくとも春日自身は、都の状態を本心から憂うれいていた」

　私は小さく頷うなずいた。やっぱり帰鼓廷で儀ぎ式しきに参加していたのは、春日さんの望みを受け入れたからなんだろう。

　そんな場合じゃないとわかっていても感情が波打つ。

　せめて顔色だけは変えないようにと必死に冷静な振りをするも、見破られてしまったらしい。胡汀はからかいも呆あきれもせず、真しん剣けんな眼まな差ざしを寄よ越こした。

「思い違いはするな。恋れん情じようゆえに春日を認めたのではない」

　情けない表情にならないよう注意しつつ、これにも言葉なく頷く。

「俺は大たい抵ていの危機なら切り抜ぬける自信はある。剣を振るい、血を流すのも、本心を言えば嫌きらいではないから、そういう意味で躊躇ためらいはせぬが、ただ……おまえを失うのではないかと。それを危あやぶんだ」

　指の先まで力を入れ、突っ伏ぷして悶もだえないよう頑がん張ばった。これで何度目。不意打ちで見せられる真顔デレをどうすればいいのやら。

　ふと背後から溜ため息いきが聞こえた。

　慌あわてて振り向くと、遠凪さんが憂ゆう鬱うつそうに苦く笑しようを浮うかべている。

「どうにもおのれが歯がゆいな」

「え？」

「わたしが抱く望みは二つ。だが、どちらも命いのち懸がけで挑いどまねばならぬものゆえに、両方は手に入れられぬだろうと気づいた」

　戸と惑まどう私を見下ろす目は優やさしく、切ない。

「そう、命懸けならひとつは望める。では、どちらを手放すか」

「望みって……？」

「わたしはやはり、わたしであるようだ」

　遠凪さんは吐と息いきまじりに囁ささやいた。

「わたしは滸こ楽らくの王だ。おのれを捨てても、同胞はらからだけは捨てられぬ」

　大きな手が、私の指に触ふれる。

「手放したこの望みは、いったいいつの世で叶かなうのか」

「遠凪さ……」

　呼びかけたとき、貴人の一人が私たちのほうに司し狼ろうを進めてきた。

「次の路みちを曲がったところに楼台がありますゆえ」

　貴人が手を差し向けた方角に、背の高い建物の屋根がぼんやりと見える。

　私たちは行列をそちらへ進ませた。造りの立派な重層の建物の周囲には池があり、複数の亭ていがそのなかに設けられていた。ここで、同行してくれた藤郎さん方とはお別れだ。

　回かい絽ろ廷てい剣けん士したちをぎりぎりまで引き止めてくれるよう念押しし、私と遠凪さん、胡こ汀てい、穂野さん、洲す沙さ、それにこっそりと剣士に扮ふんしていた一部の滸楽というメンバーで帰き鼓こ廷ていを目指す。

「もうこの髪かみ飾かざりは捨てていいのか？」

　先ほどとは違う種類の憂うれいを見せた遠凪さんに笑いかける。

「だめだよ。それ、角を隠かくしているんだから」

「重い……」

　豪ごう華かな衣装は平気でまとうのに、角まわりを飾かざるのは嫌いやでたまらないらしい。

「遠凪様、お似合いです」

　穂野さんと一緒に司狼に乗っている洲沙もくすりと笑った。

　内心ほっとする。ぎこちなくではあっても洲沙は笑え顔がおを作れている。強い子だなと改めて感じた。

「似合いたくない」

「もう少しの辛しん抱ぼうです。あとで私が外してあげますからね」

　遠凪さんはますます不ふ機き嫌げんそうな顔をした。洲す沙さは今度こそ本当の笑みを浮かべた。遠凪さんを見る目が優しい。

　ちょっと拗すねたように洲沙を見下ろす穂野さんに気づいて、私もおかしくなってきた。洲沙に甘やかされている遠凪さんに嫉しつ妬としたのかな。

「ふん。髪飾りぐらいなんだというんだ。俺のほうがよっぽど花も似合う色男なのに」

「緋ひ宮みや様、このふわゆるは正気ですか？」

「……おまえの髪かみもふわゆるにしてやる！」

「や、やめろっ」

　嫌がる洲沙の頭をわしゃわしゃにする大人げない穂野さんに、全員がなまぬるい目を向けた。

　仲がいいなあ、と思わず頰ほおを緩ゆるめたときだった。

「静かに！」

　胡こ汀ていがふいに声を上げた。

　その直後、黒こく煙えんに似た瘴しよう気きを突つき破るように、偵てい察さつ役の剣士が司狼を疾しつ走そうさせて戻もどってくる。

「進んではなりません！　お戻りを……っ」

　私たちの正面で司狼を乱暴にとまらせたその剣士は激しい呼吸の下、ひび割れた声を発して片かた腕うでを伸のばした。

　すがるような仕草に、息を吞のむ。彼の口からどろりと急に赤いものが溢あふれた。顎あごを滴したたるその液体は、喉のど仏ぼとけも赤く染め上げた。

「おい……！」

　穂野さんが愕がく然ぜんと呼びかけた。伸ばされた剣士の腕うでを摑つかもうとしたんだろう、慌てて司狼を前進させる。

　でも間に合わなかった。剣士の身体からだがぐらりと力なく揺ゆれ、重い音を立てて地面に落下した。乗り手を失った司狼は興奮した様子でどこかへと駆かけ去っていく。

　地面に倒たおれてぴくりともしない剣士の姿を、私たちは無言で見下ろした。

　彼の背には、数本の矢が刺ささっていた。

「──退却だ」

　凍こおり付いた空気のなかで、真っ先に言葉を発したのは胡汀だった。

　それに対して穂野さんがなにかを訴うつたえかけるも、結局押し黙だまる。剣士の遺体をこの場に残していくのか、って言おうとしたんだろう。

　胡汀の顔を見れば、どんな思いでさっきの言葉を口にしたのか聞かなくてもわかる。怒いかりだけでも悔くやしさだけでもない。

　司狼の向きを変えたとき、胡こ汀ていと穂野さんが同時に剣けんを手にし、身に緊きん張ちようを漲みなぎらせて振り向いた。瘴気で霞かすんだ亭の陰かげから、誰だれかが勢いよく池の水を蹴け散ちらして司狼を駆ってくる。

　最初は咲耶さんが追い掛かけてきたのかと思った。

　そうじゃなかった。飛び出してきたのは三人の剣士。

　穂野さんが真っ先に司狼を動かし、最初の一人の肩かたを剣の柄つかで強く殴おう打だした。その剣士が呻うめき声を上げて司狼から転がり落ちる。

　そのあいだに次の剣士が弓を引き絞しぼった。こちらは胡汀が素す早ばやく紡つむいだ術による極ごく彩さい色しきの鳥で翻ほん弄ろうし、やっぱり地面に転がす。三番目の剣士も胡汀が術で倒した。

　一時的に戦闘不能にした程度で誰の命も奪うばっていない。その理由は私にもわかる。なるべく殺したくないっていう考えもあるんだろうけれど、それだけじゃない。

「帰き鼓こ廷ていの剣士服だ」

　地面に転がって痛みに呻く剣士を、私はじっと見つめた。

「この羽織って、神しん殿でんお抱かかえの剣士のものとは違ちがう……」

　五部の、つまり護剣士が抱える部下の誰かってことだ。

　憂鬱そうに剣を鞘さやへおさめようとしていた穂野さんと胡汀が、再び警けい戒かいの姿勢を取った。

　新たな剣士がもう一人、亭の陰から遅おくれて飛び出してくる。

「あっ……」

　彼の姿に目を奪われた。灰色の長い髪。少年っぽさをほんの少し残した凜り々りしい顔立ち。片手には、護剣士だけが持つ特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣。

「未み不ふ嶺ねさん」

　私が最後に選んだ護剣士だ。茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、それが耳に届いたのか、長い髪を靡なびかせる彼の視線がこっちを向いた。私と遠凪さんに。

　彼の顔が歪ゆがんだのは一いつ瞬しゆんだけで、すぐさま胡汀たちのほうへと向かう。

　がつっと剣がぶつかる音が響ひびく。未不嶺さんの剣を受け止めたのは、胡汀だった。

「去れ！」

　未不嶺さんは開口一番そう言った。

「陽都はけだものどもが訪おとずれていい地ではない！　おのれの住処すみかへ戻れ！」

　胡汀に仕し掛かける攻こう撃げきは、倒すためというよりも私たちを押し戻そうとするものに見えた。その証しよう拠こに彼の剣を防ぐ胡汀の動きに、戸と惑まどいがある。

「なぜみずから死地にくる！」

　彼の悲痛な声が胸に痛い。私たちを殺したくない……死なせたくないと願っているのがひしひしと伝わってくる声こわ音ねだった。私も未不嶺さんには傷ついてほしくないと思う。

　きっとそれは対たい峙じしている胡汀も同じだろう。

　でも未不嶺さんは元々回かい絽ろ廷てい出身の王族だ。結局は俱く七な帝てい側に戻っていった。

「……おまえは白雨とともに我らの郷に現れた緋ひ剣けんだな？」

　ふいに遠凪さんが司狼を進め、口を挟はさんだ。未み不ふ嶺ねさんがぎくっとした様子で遠凪さんに視線を移す。その隙すきをついて胡こ汀ていは未不嶺さんの剣を弾はじき飛ばした。

　未不嶺さんは少しだけ司狼を後退させ、目を逸そらすに逸らせないという、今にも心が崩くずれそうな悲しい表情を浮うかべた。

　華はなやかに着き飾かざった今の遠凪さんは『俱く七な帝てい』によく似ている。その彼と元緋宮の私が一いつ緒しよにいることに、強いショックを受けているらしかった。

「緋宮……回かい絽ろ廷ていを占せん拠きよしに来たのか？」

　視線を遠凪さんに定めたまま、未不嶺さんは苦悩がにじむ声を絞り出した。

「王を、すげ替かえるというのか」

　彼の言葉に、自然と眉まゆ根ねが寄った。

　なんだろう、未不嶺さんの態度に引っかかりを覚える。私たちに多少の情を移してしまったせいでこの対立に悩なやんでいるのだとしても、なにか奇き妙みようだ。

　滸こ楽らくの陽都侵しん入にゆうに対して少しも怒りを見せず、それどころか怯おびえているような──そこまで考えて、はっとした。

「未不嶺さんは、俱七帝の秘密を知っている？」

　私の問いかけに、未不嶺さんは表情をなくした。

「俱七帝の異父兄弟なんだよね。だったら月神のカタリにも詳くわしいはずで……」

　運命が入れ替わってしまった『月神』と『ことじろ』。隠された非情の歴史と、蒸む槻きを治める代々の帝の血筋を知っていてもおかしくない。

　むしろ彼は従者のように俱七帝のそばに控えていた。彼自身、尊い身分でありながらもだ。……正しい歴史を知っていたことは別として、その従者的な振ふる舞まいもよく考えると謎なぞだった。

　王族なのに俱七帝から以前、犬呼ばわりされている。いくらなんでもひどくないだろうか？

「緋宮、だめだ」

　それ以上なにも言うなと懇こん願がんするように、未不嶺さんは緩く首を振った。私と遠凪さんを交こう互ごに見て、苦痛を喉のどの奥に限界まで押し込んだように全身を強こわ張ばらせる。乱れた灰色の長い髪が頰にふわっと被かぶさり、彼の表情に一いつ瞬しゆん影かげを落とした。

「日月の王」

　未不嶺さんの口から、絶望的な声音が漏もれる。

「緋宮は……あなたは、まことに美しく、神気芳かんばしく変わられた。頼たのむから、王の……俱七帝の手を取ると言ってくれないか。あなたの要求を、決してないがしろにはしない。私からも俱七帝に必ず上奏する」

　無茶な要求なのに、すぐに撥はね除のけることができない。

　未不嶺さんは、そんなことなんて本当はちっとも望んでいないっていう顔をしている。

「……そこまで苦しんでいるのに、俱く七な帝ていに従うの？」

　責めるために言ったわけじゃない。それでも未み不ふ嶺ねさんは、はっと顔を上げ、一層苦しげな表情を浮かべた。

「歴の変転を招いてはだめだ、蒸む槻きの盤ばんが崩れてしまう。そうしたら人世は、ただただ混こん迷めいするばかりになる」

　彼のたどたどしい訴えを聞いてなにを思いついたのか、遠凪さんが手た綱づなを軽く動かし、司し狼ろうを彼のほうへ近づける。

　未不嶺さんはさっき胡こ汀ていが弾き飛ばして消し去った剣を、再び手のひらから出現させた。……護剣士の握にぎる剣は基本、壊こわれることがない。神力が絶えない限り、または血を結んだ『緋宮』が身み罷まからない限り、何度だって取り出せる。

「近づくな！　けだものめ、おまえが緋宮を誑たぶらかしてここまで連れて来たのか。おまえたちに深く関かかわらなければ緋宮は廃はいされることなく、今も帰き鼓こ廷ていにいられただろうに！」

「わからぬ」

　遠凪さんは形のいい眉まゆを寄せ、むうっと考え込む顔を見せた。非難の声をまるきり無視した気ままな態度に、未不嶺さんはやや怯ひるんだらしく、口を閉とざした。

「おまえはなにを守るために、我らの前に立ちはだかる？」

「な──」

「蒸槻の王のためというならわたしに怒りを抱いだくはず。蘇よみがえりを果たした清姫のためなら帰鼓廷への道を示すはず。野心のためなら四の五の言わずに我らを生け捕どりにしようとするはず。すべての人間どものためというなら、我らを皆みな殺ごろしにするはずだ」

「む、無論、私は俱七帝のために……！」

　反射的といった態度で言い返した未不嶺さんに、遠凪さんはきっぱりと首を振った。

「いや、おまえはどの意にも染まっていない。いったいなにを望んでいる？　よくわからぬ」

　淡たん々たんと告げられ、未不嶺さんは愕がく然ぜんとした。剣を握る手が震ふるえていた。

　一方の遠凪さんは、『人間との共存の道について』という件を彼なりに模も索さくしようとしているらしい。人間心理と行動を観察している眼まな差ざしだ。私ははらはらと二人を見守った。

　未不嶺さんは気を取り直したように眼差しを厳しくさせた。

「尊き王座をつけ狙ねらう野や蛮ばんなけだものに、私の危き惧ぐがわかるはずがない！」

「無論、知らぬ」

「おまえ……！」

「なぜなら、王だ。人の座をあえて奪うばわずとも、わたしは既すでに王だ」

　遠凪さんは厳然と、一切の迷いなく告げた。

「滸こ楽らくの王以外の、なんだという？」

　未不嶺さんは目を見開き、絶句した。

「清姫の緋剣は主あるじに似て曲くせ者ものぞろいと思うていたが、おまえだけはなんとも腑ふ抜ぬけであるようだ」

　曲者って私か！　と言いたいのを我が慢まんする。淡々と言葉を落とす遠凪さんの眼差しは、その抑よく揚よう通りに冷ややかだ。

「どれもこれもに未練を見せ、結局なにも選べないでいるな」

「……ち、違ちが……！」

「興味が失うせた」

　未み不ふ嶺ねさんの全身がぶるっと震えた。私は少しだけ未不嶺さんの気持ちがわかった。

　遠凪さんの指し摘てき通り、彼はがんじがらめになっている。俱く七な帝ていへの忠誠心、私への罪悪感。郷で見た滸こ楽らくたちへの憐あわれみ。人間たちへのやりきれなさ。

　抱えている秘密も、重い。世に知らしめるわけにはいかない、人と滸楽の王の真実。蒸む槻きを守ってきた帝こそが実は、けだものの祖とされる『ことじろ』の一族だなんて。

　心はひとつきりなのに、これじゃあ引き裂さかれてしまう。それでも逃にげ出そうとしないのは、誇ほこり高い人だからだ。

「退しりぞけ」

　遠凪さんは冷然と命じた。本当に彼は王だった。有う無むを言わせず従わせる威い力りよくがある。回かい絽ろ廷てい剣士たちが騙だまされたのも当然だ。
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「先を急ぐぞ、清姫」

　遠凪さんはそう告げると、硬こう直ちよくする未み不ふ嶺ねさんをもう見ようともせず司狼を先に進ませる。

　ふと未不嶺さんの姿がさっきの咲耶さんに重なった。

　私たちは望みのために、どれだけの人をこうして置いていくんだろう？

　ぼんやりと考えたときだった。

　我に返った様子で胡こ汀ていが司狼を走らせ、私たちの前に出た。

「待て、進んではならぬ。退たい却きやくを！」

　あっと気づいた。そ、そうだった、偵てい察さつ役の剣士が命いのち懸がけで『進むな』と伝えにきてくれたんだ。未不嶺さんを含ふくめたこの四人が、さっきの剣士を殺したとは思えない。

　穂野さんも、そして私を自分の前に乗せた遠凪さんも同時に司狼の向きを変えた。ところが、なぜか遠凪さんは気を変えたように、再び正面へと司狼を戻もどした。

「遠凪、早く！」

　焦しよう燥そう感かんが滲にじむ胡汀の声にも反応しない。なにかある。遠凪さんの真似まねをして私も必死に目を凝こらし、前方を見み遣やった。

　ちりり、と秋の虫が鳴いているような涼すずしげな音が聞こえる。

「これ……鈴すずの音？」

「違ちがいます、知夏様！　本物の虫の音だ。帰き鼓こ廷ていでは瘴しよう気き払ばらいに護ご符ふを使うが、回かい絽ろ廷ていでは瘴気を撥はね除ける特とく殊しゆな蟲むしを飼っていると聞いたことがある」

　私たちのそばに穂野さんが近づき、早口で説明する。

　回絽廷。背筋が震えた。まさか。

　視界を曖あい昧まいにしていた黒い瘴気が突とつ然ぜん、ふっと薄うすまった。

　平野に続く辻つじのほうから出現した、きらびやかな行列。銀糸で呪しゆを縫ぬい付けた布を顔の前に垂らした呪じゆ弦げん師したちに、盛装の護衛剣士。朱しゆ色いろの布を張った翳さしばを持つ女官。竹編みの丸い籠かごを抱かかえる官かん吏り。蟲の鳴き声はそこから響ひびいている。

　先頭の女官の後ろには、斑まだらの毛並みを持つ白い司狼に乗った人がいた。

　目眩めまいを起こしそうになる。毛皮を用いた金の羽織に豪ごう奢しやな髪かみ飾かざり。私の後ろに乗っている遠凪さんとよく似た面おも差ざし。優雅に微笑むこの彼こそが、正真正銘の蒸む槻きの王だった。

「俱く七な帝ていが、どうして……」

　私たちの正面に、行列がとまった。

「ほ、本物ですか？」

　穂野さんもまた信じられない様子で彼を見つめている。

　この瘴気のなかを、まさか本当に下ってくるなんて。悪あつ鬼きに襲おそわれる危険もあるし、さすがに今回ばかりは周囲の者も最悪の事態を招かないよう、俱七帝本人の出しゆつ陣じんを阻そ止しするだろう……私だけじゃなく他ほかの仲間も皆みな、当然のようにそう考えていたはずだった。陽都内の荒こう廃はいをこれまで放置していたんだから。

　でもそういえばこの俱く七な帝ていは、意外に大だい胆たんな真似をしでかす人だった。蒸む槻きの外まで私を追ってきたこともある。もっと前には、剣士に扮ふんして帰き鼓こ廷ていに乗り込んできたこともあった。

「おまえたちと、再びこうして相まみえようとは」

　俱七帝は感かん嘆たんの声で呟つぶやいた。そのなかに、わずかに畏い怖ふがこめられている。

　彼の視線は私と遠凪さんに、一心に注がれていた。

「なんという……身の毛もよだつ眺ながめだろうか」

　一見悠ゆう然ぜんとした態度だけれど、俱七帝が内心では激しく動どう揺ようしているのがわかる。

　自分にそっくりな『替かえ玉だま』と、生いけ贄にえにしたはずの女が揃そろって目の前にいるという異様な状じよう況きようを考えれば、平静を保つのは難しいだろう。

「私は夢でも見ているのではあるまいな？」

「私も、もう一度俱七帝に会えるとは思ってなかったよ」

　正直な感想だ。あの怨うらみに満ちた黒い川のなかで架か々が裏りさんに背を押され、そうしてこの地上に戻ってきた。

「これは、どうしたものか」

　俱七帝はこめかみを軽く指でおさえ、苦く笑しようした。

「最初に女め神がみの蘇りの報しらせを聞いたときは、一笑に付した。ありえぬ。この私自らあなたを断罪したのだから」

「……そうだね」

「界の川の前で失意に涙なみだし、震えるあなたは、抗あらがう術を知らぬ小鳥のように弱々しかった。……おそらく私を世にも非情な男と思っておいでだろうが、それでも胸が痛んだのだよ」

　今いま更さらそんな言い訳をされても。

　心の声がはっきりと顔に出てしまったらしい。俱七帝はこめかみから指を離はなすと、苦笑に柔やわらかさを混ぜ、改めて私を見つめた。

「女神の神力とはこうまで凄すさまじいものだったか。肌はだがざわめく美しさだ。稀まれなる宝玉のような」

　彼は本気で褒ほめ称たたえてくれているようだけれど、私は逆に不ふ愉ゆ快かいな気持ちになった。

「私はあなたを喜ばせるための飾かざり物じゃない」

　ちょっとやさぐれてしまった。

　どこまでも俱七帝は、私を対等な人間だと認めない。意識すらしていない感じだ。便利か、邪じや魔まか。その二択たくだけ。根っからの王様気質も多少は原因となっているんじゃないか。

「そうひねくれずとも。もとはといえば、あなたが私の手を振ふり払はらったのが悪い」

「振り払わせずに、手を握にぎり返したくなるような発言をしてください」

「皮肉まで言う」

　これでも必死に激情を抑おさえているっていうのに！

「──振り払わせる男が能無しというだけだ」

　突然背後の遠凪さんが口を挟はさんだ。

　振り向く私の手を取ると、遠凪さんはそれを見せつけるようにわずかに持ち上げた。

「そら、わたしが触ふれても清姫は拒こばまぬが？　女とは慈いつくしめば逃げぬもの。それすら知らぬとは、蒸む槻きの男は無ぶ粋すいなこと」

　どうだー、とほんのり得意げな顔をする遠凪さんに、なぜか胡こ汀ていと穂野さんが目をつり上げた。二人が怒おこってどうするの……って遠凪さんびいきの洲す沙さは我が事のように誇らしげだし。

「ぞっとする」

　俱く七な帝ていは表情を消し、暗い瞳ひとみで遠凪さんを見つめ返した。

「その姿は、私の真似か？　身の程ほどを知れ。どれほど面差しが似ておろうが、けだものは所しよ詮せんけだもの。骨の髄ずいまで穢けがれている。我が威い光こうまでも手に入れられると過信するのは愚おろかだぞ」

「けだものでなにが悪いの？　大事なのは生まれじゃなくて信しん頼らいできるかどうかだよ」

　怒いかりが振り切れそうだ。遠凪さんの手をぎゅっと握り締しめる。雰ふん囲い気きは魔ま王おう様だけれど、遠凪さんのこの手は私を傷つけない。

「知夏、少しは成長したらどうか？　大きな過あやまちをまた繰くり返すのか。私の『まがい物』の腕うでにおさまるなど、あってはならない」

「私を川に突つき落としたのは俱七帝だよ。なにをしようと、俱七帝に咎とがめる権利なんてない」

「我が儘ままなことを言う。幾いく度どあなたに寛かん容ようを見せたと思う？　あなたの軽けい率そつな振る舞まいが、見よ、この麗うるわしき都を揺ゆるがした」

「違う。長い年月をかけて、やっと真実が顔を出し始めているんでしょう」

「蘇よみがえりを果たして剛ごう胆たんになられたようだ。巧こう言げんで我らを惑まどわすおつもりか？　だが卑ひ劣れつな罠わなを仕し掛かけようとも無む駄だなこと。悪あしき思おも惑わくなどで我らは倒たおれぬ」

　ずっと冷静でいるのは難しい。

　私は俱七帝を許せない。自分が処しよ刑けいされそうになったっていうのも勿もち論ろん原因のひとつだし、なにより彼は洲沙の父親や多くの滸こ楽らくを殺した。それが仮に、心底国の未来を憂うれいての苦く渋じゆうの決けつ断だんなら、まだ救われた。現実は違う。俱七帝はひとかけらの罪悪感も見せず、自分の座と回かい絽ろ廷ていの歴史を守るためだけに滸楽という種族を滅ほろぼそうとしている。

「ならどうして俱七帝自ら廷を出てきたの？」

　私は気合いを入れて尋たずねた。

「今の都がどれだけ危険な状態か、俱七帝が一番わかっているはずでしょう。帝のあなたがもしも倒れたら国全体が揺れてしまう」

「処した忌いまわしきとがびとが蘇よみがえったと聞けば、放置もできぬ」

「私本人だとは思ってなかったのに？　たとえ本人でも、部下の人たちに連行させればいい話だよ」

「差し向かわせた剣けん士しすら、あなたはその口で蕩とろかしたのだろう？　まったく見かけによらずあなたは性しよう悪わるのようだ」

　のらりくらりと答える俱く七な帝ていに、苛いら立だちが湧わく。

「不安でいてもたってもいられなくなったから来たんじゃないですか？　利用しようと計画していた春日さんに緋ひ宮みやの神力は移らなかった。そんな状態で都全体に異変が起きて、なおかつやっと始末できたと思ったはずの私の噂うわさを耳にする。たとえ偽にせ者ものだとしても放っておくのはまずい。でも殺そうとして兵を送り込んでも効果がない、それで」

「慎つつしめ、知夏。けだものを不用意に侍はべらせるから心までそうも卑いやしく荒すさむ。以前のあなたはもっとかわいらしかった。朗ほがらかで誰だれに対しても隔へだてがなく、深い情をお持ちだった。私が剣士に扮ふんし、帰き鼓こ廷ていに入ったときを覚えておられるか。本当に、愛らしかった」

「それが、なんですか」

　剣士の『司し義ぎ』さんとして会ったとき、優やさしい人だと勘かん違ちがいした。そんな自分に腹が立つ。

「先ほども言ったが、無む邪じや気きであったあなたを処して胸が痛んだ。確かにあなたが犯おかした罪は見み逃のがせぬが、それでも貴き女神の末まつ裔えいだ。いや、まれびとゆえの無知を狡こう猾かつなけだものに利用されたにすぎないと」

　話の着地点が見えない。なにを言いたいんだろう。

「あなたに慈じ悲ひをもたらすべきであった」

「……もしかして、私の神力が役に立ちそうだからやっぱり手に入れたいって言ってる？」

「なぜそういじけた物言いをするのか。あなたを許してもよいと、私は再びの恩情を示したのだが。雲くも隠がくれすることなく都にわざわざ現れたのは、あなたも私の許しを望んでいたからではないのか？」

　狡ずるい人だ。それに、やっぱり冷たい人だ。

　俱七帝の本音を知っている。最初は、私を小こ汚ぎたなくて利用価値もない退たい屈くつな娘むすめとしか捉とらえていなかった。それが徐じよ々じよに、放置できない煩わずらわしいまれびとという認にん識しきへと変わり、危あやぶむようになった。

　いまや軽視できない怖こわさを感じ始めているんだろう。殺しても蘇ってくる。差し遣つかわせた軍さえその後の音おと沙さ汰たがない。実際に私の姿を目にして、神力の確かさを認めるはめになった。それなら手元に置いて懐かい柔じゆうしたほうがいいのではって。あとは、少しの未練。私が持つ神力なら、自分の本当の血筋をこの先もずっと隠かくし通せるかもしれないっていう。

「それで、私が俱七帝に膝ひざをつけば、滸こ楽らく討とう伐ばつの意思を変えてくれるんですか？」

「あなたの願いは胸にとどめよう」

　即そく答とうだった。悩なやむ素そ振ぶりすら見せない。

「その気は一いつ切さいないってことなんですね」

「耳みみを傾かたむける、と言ったつもりだが」

「じゃあ大々的に、蒸む槻きの貴人たちの前で『考え直す』って誓ちかってくれるんですか？」

「確約はできないが、おろそかにはせず検討する」

　徒労感が増していく。俱く七な帝ていになにも叶かなえる気はないんだ。私を手に入れたらすぐに滸こ楽らくを滅ぼしにかかるだろう。

　後ろに乗っている遠凪さんも彼の胸中を察したようで、小さな笑い声をこぼす。

「清姫、もうやめよ。人が席せつ捲けんする世に、我らの居場所はない」

「……まだ諦あきらめないよ」

　元々交こう渉しよう相手に望んでいたのは回かい絽ろ廷ていじゃなくて帰き鼓こ廷ていだ。

　疫えき神じんや瘴しよう気きの被ひ害がいのただ中にいる今の都では、武力よりも霊れい力りよくが求められている。九く支しさんや大多数の貴人を味方につければ、少なくとも当分は滸楽の安全が守られる。

「どちらにせよ、ここで引く必要はなかろうに？　帰鼓廷は目の前だぞ」

　遠凪さんの冷ややかな言葉に同意したのは、意外にも胡こ汀ていだった。

「そうだな。こうなれば進む他ほかに道はないようだ。さあ、知夏、行くぞ。実のない対話を続けるうちに回絽廷の兵が押し寄せてくるかもしれぬ。先ほどの剣士たちとていつまでも足止めはできまい」

「……うん」

　瘴気の濃こさは気がかりなままのようだけれど、俱七帝との対面で胡汀は退たい却きやくしないほうがいいと考えを変えたみたいだ。それは私も同じ意見だった。予想以上に俱七帝の動きが早い。

　一いつ旦たんはこっち側に引き込んだ藤郎さんたちも、本物の俱七帝の出現を見れば、あっさり手のひらを返すだろう。

「とはいえ、せっかくの大物を逃のがすこともあるまい」

「胡汀？」

「わざわざこうしておいでくださったのだから、我らも心を尽つくして歓かん迎げいせねば」

　胡汀は艶つやを乗せて笑った。獲え物ものを前にした獣けもののような瞳だ。

「……なるほど？」

　遠凪さんまでがどこか嗜し虐ぎやく的な視線を俱七帝に向けた。二人の思惑に気づき、ぎょっとする。

　俱七帝を人ひと質じちに取ろうとしてる！

　とめようとして、思いとどまった。陽都に滞在する期間だけでも俱七帝の自由を奪うばっておいたほうがいいだろうか。そうすれば回絽廷側の人たちの動きを封ふうじられる？

　藤郎さんのもとにいる軍も、しばらくはこっち側に引き止めておけるかもしれない。

　一国の王に手を出すリスクの大きさを考えながらも、素す早ばやく行列の顔ぶれを確認する。

　俱七帝がここに引き連れてきたのは十名ほどの護衛剣士と呪じゆ弦げん師し、女官や貴人。護衛剣士と呪弦師以外は戦力にならないだろうから警けい戒かいする必要がない。

　他は、物言いたげに私たちを静観している未み不ふ嶺ねさんくらいだ。

　この人数なら勝てるかもしれない。呪じゆ弦げん師しには、胡こ汀ていが対たい抗こうできる。私だって今は貴人邸ていで発見した隼はや鉄てつを懐ふところにこっそりと忍しのばせているから、少しくらい役に立てる。

「やりますか？」

　穂野さんも覚かく悟ごを決めたように表情を引き締めた。

　俱く七な帝ていを守る護衛剣士のほうは、穂野さんたちが倒してくれるだろう。

　今はなんといっても都が混乱の最中だ。俱七帝拘こう束そくが非難の的になったとしてもそれを強ごう引いんに封じることができる。こういう非常時にこそ陽ひ女め神がみの神力が効果を発揮するからだ。

　俱七帝の安全のために閉じ込めた、と言い張りつつ都の立て直しに十分貢こう献けんすれば、回かい絽ろ廷てい側だって大きくは出られないはず。

　そう意気込む一方で不安が押し寄せ、心に波は紋もんを生んだ。

「知夏、いいな？」

　胡汀の確認の声に、頷うなずくことができない。

「待って」

　なにかがおかしい。護衛の数がいくらなんでも少なすぎる。

　先に軍を放ったから、もう私たちは捕つかまっているだろうと高をくくって少人数で来た？

　それにしたって軽率じゃないだろうか。この付近に別の軍を待機させているとか？

「都が機能してない状態なのに、そこまで軍を好き勝手に動かせるとは思えない……」

　私はじっくりと俱七帝の様子を窺うかがった。

　顔を合わせた直後は私と遠凪さんの姿に動どう揺ようしていたけれど、今はやけに落ち着いている。空元気とか、破れかぶれになったっていう雰ふん囲い気きじゃない。

　この余よ裕ゆうはなに？

「胡汀、遠凪さん……やっぱりだめみたい。早く、ここを離はなれよう」

　直感を信じてそう告げた瞬しゆん間かん、俱七帝は勝ち誇ほこったように微笑ほほえんだ。

「恩情を見せにきたといったのに。あなたはまことに愚おろかな娘だ」

「恩情……？」

　口先だけの言葉だと思っていたけれど、違ちがう？

　嫌いやな予感がとまらない。頭のなかで、警告を訴うつたえる声が響く。

「これが本当にあなたに対する最後の情けだった。けだものと睦むつみ合うような女に道理を説いても虚むなしいだけであったな」

　俱七帝はおもむろに、自分の懐からなにかを包んだ手しゆ巾きんを取り出した。

「新たな世を開くためにも、濁にごりきったこの都に清風を吹ふかせねば。すべてを薙なぎ払はらうほどの清風でなくてはならぬ」

　手巾のなかから取り出した、壊こわれた腕うで輪わ。

　見覚えがあった。それに気づいたとき、全身が一気に粟あわ立だった。

「宇う迦か迦か様の腕輪……!!」

　私は転がる勢いで司し狼ろうから飛び降りた。穢けがれ主ぬしの定めをもった伊織。穀物神の果か食け食け様と双ふた子ご神である宇う迦か迦か様が自ら封ふう印いんの腕輪に変じて、伊織の未来を守ろうとした。

　その大事な腕輪が、俱く七な帝ていの手にある。

　取り戻もどさないと！

「清姫、待て！」

　遠凪さんまでも素早く地に降り、俱七帝へ向かって駆かけ出そうとした私の腕うでを摑つかむ。

「司し義ぎ様、それは？　いったいなにをなさろうと……？」

　私たちの横を、未み不ふ嶺ねさんがよろよろと危うげな足取りで通りすぎる。俱七帝はそんな彼を、冷えきった眼まな差ざしで見下ろした。

「未不嶺、おまえは幾いく度ど躾しつけても出で来き損そこないのままだ。私に見つかる前に、緋ひ宮みやを都から逃がそうとしたな？」

　さっき『去れ』と言ったのは、俱七帝の目から隠かくそうと？

　思わず未不嶺さんのほうに顔を向けたときだった。

　ざくっとなにかを斬きり捨てる音が耳に届いた。

「え……？」

　ぎくしゃくと視線を俱七帝のほうに戻す。

　俱七帝の左右に控ひかえていた護衛剣けん士しが、前列の女官をなぜか斬り殺していた。彼女たちは悲鳴を上げるどころか、驚おどろく暇ひまも与あたえられずにゆっくりと前のめりになって倒たおれた。

「司義様……っ！」

「ど、どうして。……どうして!?」

　掠かすれた叫さけびが自分の口から漏もれる。

　わけがわからない!!　なんで自分が連れてきた女官をいきなり殺すの!?

「自分に仕える人たちまで見せしめに殺して、私をまた川に落とす気!?」

　罵ののしりの言葉が喉のどまで出かかった。違う、俱七帝は別の企たくらみを胸に隠している。

　ふいに、以前遠凪さんが話していたことが脳のう裏りをよぎった。今の都は浄じよう化かもできず、界も取り除けないせいで内部に瘴気が溜たまり、濁っている。

「それも、変だ」

　いくらあめつちの意が私に向いているのだとしても、春日さんもまた神力を持つ女神の末まつ裔えいであることには変わりない。私が現れなければ、春日さんがおそらく女王の座に就いたはずと九く支しさんも言っていた。

　陽ひ女め神がみの力を強く示した彼女と帰き鼓こ廷ていが一丸となって鎮ちん護ごの儀ぎを行ったのに、どうして陽都の瘴気は少しも薄うすまらないんだろう。多少なりとも変化が見えていいはずだ。

　そもそもなぜ都ばかりにこれほど瘴しよう気きが生まれるのかといえば、内側にその『原因の源』が存在するからで──それを私は伊織が関かかわっていると考えた。

　陽都のどこかに囚とらわれているんじゃないかって。

「まさか、どこかじゃなくて」

　俱く七な帝ていは、見せつけるように宇う迦か迦かの神かみの腕輪を軽く掲かかげた。さっき私の手を取った遠凪さんの仕草をちょっと真似まねしたらしかった。

「年月とともに護女たちの能力に衰おとろえが見え始め、このままでは蒸む槻きを守護する力が失われるのではと危き惧ぐされていた。そこに現れたのが知夏、あなただ」

「……それが、なんですか？」

「花のごとく繚りよう乱らんたる、めざましき神力。あなたは歴代の護女たちよりも陽ひ女め神がみの質を強く継ついだと九く支しが言っていた。さすがはまれびと、まるで陽女神そのものが神世から這はい出てきたようだと。だが、強すぎた」

「強すぎる……？」

「疲ひ弊へいした今の蒸槻に必要なのは、地を抉えぐり大河を生むほどの激しい雨ではない。赤子をさする手のような、柔やわらかな慈雨でなければ、この焦しよう土どはさらに傷を広げてしまうだろう」

「違うでしょう？　人形のように都合良く動いてくれる護女じゃなきゃ困るってだけじゃないか！」

「やはりおわかりではないようだ。今の世に、誰だれもそうまで煌きららかな力は望んでいない──神世の再来など、民たみの誰も求めていないのだよ。それは既すでに淘とう汰たされた過去の遺物だ」

　反論がとっさに思い浮うかばなかった。

「人の世なのだ。我ら人が動かす世でなくてはならぬのだ」

　俱七帝の言葉が、ずんと重く胸に落ちた。

「神は日照りのときにのみ降りてくればいい。人を押しのけて表おもて舞ぶ台たいに立ってはならぬ」

　彼の言葉には時々、偽にせ物ものだとわかっていても心を揺ゆさぶられてしまう。私は気け圧おされた。

「知夏、あなたの激しい力は歴を塗ぬり替かえてしまう。それはならぬ。今少し、眠ねむられよ。そして、我らをどうか許されよ。巨きよたる者を鎮しずめるには、やはり巨たる者の力でなくては」

　騙だまされちゃだめだ、蒸槻の変動を心から憂ゆう慮りよしているようなもっともらしい口ぶりだけど、そうじゃない。このまま神世の過あやまちを葬ほうむりたいだけだ。

　邪じや魔まなものを力ちから尽ずくで排はい除じよし、都合のいい歴史を描えがこうとしている。

「そんな真似はさせな──」

　拳こぶしを握にぎり、決意を声に乗せようとして、ふと彼の説明に引っかかりを覚えた。

「──巨を鎮めるには……、巨の力？」

　さっきの疑問が再び頭をもたげた。なぜ都ばかりに瘴気がこれほど満ちるのか。

「……伊織は、どこにいるの？」

　答えを自分のなかではっきりと出す前に、私は尋たずねていた。

　俱く七な帝ていが目を細め、微笑んだ。手に持っていた宇う迦か迦かの神かみの腕輪を落とす。地に伏ふす女官の身から流れた、血だまりに。

　血を撥はね飛ばして地面に落ちた腕輪を、絶句しながら見つめる。

　ちりりり、と鳴く蟲むしの音が今いま更さら、耳についた。無意識に腕輪へと手を伸のばす。だけど届かない。遠凪さんが痛いほどの力で私の腕を摑み、動きを封ふうじている。

　ちりりり。

　なにかを察したように、蟲たちがさらに激しく鳴く。

「あ……」

　宇迦迦神の腕輪が変化を見せた。熱されたようにぐんにゃりと曲がり、尾おのちぎれかかったとても小さな蛇へびになる。

「宇迦迦様！」

　苦しげに身をよじっていた小さな蛇が、か弱く私のほうを見た。

　その直後だった。俱七帝が司狼から降り、ぐちゅっとその小さな蛇を沓くつで踏ふみつぶし──。

「あっ、あ……！」

　遠凪さんの腕を振ふり払い、私は駆け寄ろうとした。また誰かに動きをとめられる。今度は遠凪さんじゃなく、胡こ汀ていだった。

「放して！　宇迦迦様が穢けがれてしまうっ」

　もがく私を、胡汀は強ごう引いんに抱だき上げた。

　行動を封じるためだけに私の身を持ち上げたわけじゃないと、その顔を見て気づく。はっきりと強こわ張ばっていた。なぜかここで、わけのわからないまま碁ご子こちゃんを召しよう喚かんしたときの出来事を思い出した。群がる碁子ちゃんに怯おびえた私を、胡汀は素す早ばやく抱き上げて助けてくれた。

　どうしてこんなときに思い出したんだろう。暴れながら頭の片かた隅すみでぼうっとそう考えた瞬しゆん間かん。

　どくんっと大地が、激しく波打った。

　瘴気が急に、意思をもったように宙で渦うずを巻く。全身に鳥とり肌はだが立った。空気が重い。

「な、なんだ？」

　急に興奮し始めた司狼から穂野さんが洲す沙さを抱き上げて飛び降り、声を荒あららげた。

「知夏様、胡汀様！　今、地面になにかが……っ」

　巨きよ大だいななにかが、地中を泳いでいる。大海原を巡めぐるように。

「なんだこれは！　さ、魚か!?」

　私たちは茫ぼう然ぜんと足元を見下ろした。穂野さんの叫びの通り、今、地中を小魚の群れに似た無数の黒い影かげが通った。

「穢けがれ主ぬしたち……？」

　呟つぶやくと同時に、もう一度どくっと地面が脈を打つ。風波のように揺れていく。

　誰もがつかの間、言葉を失った。

　私たちの近くの地中を、恐おそろしく巨大な、うねる影が行き過ぎた。幅はばはきっと一メートル半を超こえる。長さはその何倍あるだろう？

　大だい蛇じやというより、これは。

「龍りゆう神じん」

　胡こ汀ていが無意識のように呟いた。

　龍神。私は口のなかでその言葉を繰くり返した。

　地中を荒あら々あらしく泳ぐその巨大な黒い影を一心に見つめる。

　怒いかりと怨うらみ、荒ぶる気。地から陽炎かげろうのように立ち上る。

　影が、龍神が、その凄すさまじい怨おん念ねんとともに目覚めようとしている。

「巨を鎮めるには、巨の力……」

　新たな世を開くためにも、濁にごりきったこの都に清風を吹ふかせねば。すべてを薙なぎ払はらうほどの清風でなくては。

　そう告げた蒸む槻きの王へと視線を滑すべらせる。

「伊織なの？」

　この龍神は、伊織？

　帰き鼓こ廷ていに監かん禁きんされていたんじゃない。彼らに捕つかまり、腕うで輪わを取られたあと、伊織はたぶん、朝火さんや兵たちに与あたえられた『淀よどみ』と同じような穢れを無理に飲まされたんだ。

「堕おちた」

　伊織が、穢けがれ主ぬしに堕ちてしまった。

　目の前が真っ暗になる。帰鼓廷の……九く支しさんたちの施ほどこすなんらかの呪じゆ術じゆつで、穢主に成り果てた伊織は陽都の地に、封じられたんじゃないか。

　それとも、伊織自身がわずかに残った意識のなかで、地中へ逃にげた？

　彼の放つ巨の怨みが瘴気を広げ、疫えき神じんを呼び寄せて、悪あつ鬼きを生んだ。

　春日さんや帰鼓廷が何度祈き禱とうを重ねても、この淀みが晴れるはずがない。

　花神とことじろの子だ。そして半神だ。誰よりも太古の血が濃こい。

　間に合わなかった。助けられなかった。優やさしい伊織を！

「──なんてことを」

　宇う迦か迦かの神かみの変じた腕輪を女官の血で穢し、もしかしたら地中で必死にずっと抑おさえていたに違ちがいない伊織の……龍神の怒りをあおったんだ。

「私を、殺すために？」

　俱く七な帝ていが感情のない目を向けてくる。

「私の、花神の力をまた奪うばい取って蒸槻の糧かてとするために……っ、伊織に殺させるつもりなの!?　なんでそこまで」

　私ははっとした。──香か気ざ根ね呪法。

　その言葉が矢のように身体からだを駆かけ抜ぬけた。強力な封界の術。一ひと滴しずくの水の集まりが泉となり命を生むように。幾いく重えにも、似たような言葉や事象を重ねることで、力をより強いものにする。

「これも香気根呪法……。歴史を繰り返すつもりだ」

　神世で、龍神が花神の首を刎はねた。そうすることで花神を鎮めようと。

　女め神がみを最大の贄にえにし、激しい怨みを守護に変える。

　今、俱く七な帝ていはそれと同じように私を伊織に殺させるつもりでいる。

　神を踏みにじり、人が立つ──神の力を盗ぬすみ取り、人の世を!!

　どこまでも、どこまでも非情な蒸む槻きの王。

　この国はひたすら繰り返す。陽ひ女め神がみを延々と、飽あきもせず陵りよう辱じよくし続ける……。

　腹部の奥で陽女神の力が蠢うごめいた。

　解放されたと思っていた『花神』の怨念がどろりと噴ふき出し、心を覆おおう。

「許さない……、許さない、蒸槻の王!!」

「知夏!!」

　私は胡こ汀ていの腕うでから飛び降りた。

　懐ふところに忍しのばせていた隼はや鉄てつの短たん剣けんを取り出し、握にぎり締しめる。それは一いつ瞬しゆんで弓へと変わった。

　神力を矢に変え、弦げんを引き絞しぼる。

　でも矢を放つと同時に、またも地が脈打った。矢は逸それる。あめつちが、人の王を殺させまいとするように。──憎にくい、私を、花神を、見捨てたこの天地が！

　討うたせないというなら、もう一度。願いが叶うまで何度でも放ってみせる。

　そう思って弓を構えようとした私の身体を、胡汀が後ろから乱暴に抱だきしめた。

「殺すな」

「放して!!　許さない、こんなの絶対に許さない！　人の王もあめつちも、私のように穢れてしまえばいい!!」

「だめだ、おまえは殺すな。俺の鳥」

　俺の鳥……。優しくそう呼ばれた瞬間、勝手に涙なみだがあふれた。

「おまえの怨みは俺が抱かかえてやる。おまえの恐れは俺が拭ぬぐってやる。俺が殺してやるから」

　私を包む腕に力がこもった。見上げると、胡汀の瞳ひとみは闇やみに浮うかんだ星のように銀色に変わっていた。星神の眼まな差ざしだった。

「胡……」

「知夏──いや、いつくし女神。我らが地に降りた、あの遠き運命の日を覚えているだろうか」

　星神の意識が降りている胡汀の顔を、まじまじと見つめる。

「──私を恐れて、去ったろう。私が、野や卑ひと笑われぬよう愚おろかにも威いを先に見せてしまったせいか。怯えきって宮から逃げるおまえを見たあと、しばし躊躇ためらった。すぐに追えば、捕まえられたものを。美しき女神にこの醜みにくさを罵ののしられるのが耐たえ難がたかった。そのわずかな恐れが、おまえを宮の外へ出してしまうことに。傷つける気はないのだと、早く誤解をといていれば。剣けんではなく花を掲かかげていれば」

　最後の言葉を隠かくすように、横手に設けられていた亭ていが音を立てて崩くずれ、その周囲の地面が一度、沈ちん下かした状態となった。鼓こ動どうを打つように今度はめりっと音を立てて盛り上がる。土ど砂しやのように地を滑る亭や建物の残ざん骸がい。

　私たちは後退した。地から噴き上がる原油のような大量の黒い澱おり。龍神が、覚かく醒せいする。

「伊織──」

　凄まじい悪あく臭しゆうと、穢れ。私の呟きは、澱の噴き出る音にかき消されてしまう。

　俱く七な帝ていたちが避ひ難なんするのが目の端はしに映った。彼を止める余よ裕ゆうはなかった。私たちもまた、急いで逃げなければ飲み込まれてしまう。

「伊織、お願い、答えて！」

　ずるりと巨大な頭が地から顔を出す。澱を弾はじいて、一気に天へと駆け上がる黒いうねり。

　いつか伊織の背にあった、骨張った黒い翼つばさがその巨大なうねりにも生えていた。

　宙を泳いで猛たけり狂くるうそのうねりは、龍神の形を持っていながらも、なにかがおかしかった。昔話に登場するような美しく神こう々ごうしい『龍りゆう』というより、百足むかでに似た醜い体たい軀くだ。顔はヒヒに近い。最初は無数の手足が蠢いているのかと思った。でもそれだけじゃなかった。

　ぽたりと滴したたる澱。ぴちぴちと魚のように地面の上で跳はねる。

　いや、魚じゃない。穢けがれ主ぬしだ。龍神の姿を模も倣ほうし、縮小したような百足の姿をしている。

　龍神の巨きよ大だいな細長い身体は、数えきれないほどの穢主たちが寄り集まってできたものだった。

「伊織、伊織……」

　龍神が咆ほう哮こうした。そのヒヒの口から大量の澱が吐はき出され、地面を黒く染める。あの穢けがれた身のなかで伊織が苦しんでいる。自我を失い、怒りと怨みだけをまとって暴れている。

「──花神を殺あやめよ!!　苦しみ、涙する花神を解放せよ!!」

　俱七帝の叫さけびに、龍神が動きを変えた。轟ごう音おんを響ひびかせながら宙で身をよじり、澱の涙を流す目玉を地上の私に向ける。

　龍神が再び鳴く。澱の雨がその身から降り注ぎ、地上を汚よごし、建物を押し潰つぶす。

「伊織、やめろ！　意識を乗っ取られるな!!」

　胡こ汀ていの叫びに反応したのか、宙でのたうち回っていた龍神がこっちを目指し、降りてくる。

　──だめだ、胡汀にもとめられない。誰だれにもとめられるはずがない。

　私を殺すことだけを考えている。正気を失いながらも、かつてのように陽ひ女め神がみを殺して解放してあげようと、それだけを願っている。

「伊織」

　可哀かわい想そうな龍りゆう神じんを、優やさしい伊織を、俱く七な帝ていは利用した。私を殺させ、それから龍神を封ふうじて、神は人に屈くつしたと天下にそう宣言するために。

「香か気ざ根ね呪法を、叩たたき割ってやる」

　私は乱暴に涙を拭った。こんな呪法があるせいで!!

「伊織、ごめん、ごめんね」

　私は弓をかまえた。龍神へと、神力の矢を向ける。こうする以外、方法がわからない。

『陽ひ女め神がみ』を殺させない。『陽女神』が殺す。そうすれば呪法は壊こわれ、歴史の流れも変化する。

「変われ、歴」

　決意は確かなのに、手もとがぶれる。涙のせいで焦しよう点てんも合わない。

　早く矢を放たなきゃ。そうしないとだめなのに。

　伊織の純情な笑え顔がおが脳のう裏りをよぎった。最初は言こと葉ば遣づかいが結構悪かったっけ。私のことを深窓の令れい嬢じようだと本気で誤解していた。目が合っただけで恥はずかしそうに俯うつむいていた。そのくせきわどいタラシな言葉を連発したりする。優しくないときなんて一度もない。

　いつでも私の身を気き遣づかってくれた。それと……それと、一いつ緒しよに帰き鼓こ廷ていを脱だつ走そうしたこともあった。悪わる巧だくみを案外楽しんでしまう柔じゆう軟なんな一面もある。白雨さんとは犬けん猿えんの仲なのに、なぜかかなりの頻ひん度どで一緒にお酒を飲んでいたのを知ってる。なんだかんだで剣けん士したちに愛されていて。

「伊織……っ」
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　本当、こんなのって、ない。

　苦しみを乗り越こえたそばから、新たに強きよう烈れつな苦しみがやってくる。

　ブレを制しきれず、的外れな方角へ矢を放ちそうになったとき、再びふわっと背後から胡こ汀ていに身を包まれた。大きな手が、震ふるえる私の肩かたを撫なでる。

　それから、手を重ねられた。

「羨うらやましいやつだ、惚ほれた女に殺されるなんて」

「胡……」

「知夏、おまえもいつか、俺を殺してくれないか？」

　からかいの声に、震えがとまる。

「友よ、来い。殺されに来い」

　龍神は真っすぐに、私たちに向かって降りてきた。怨うらみを[image: 迸]ほとばしらせる穢けがれ主ぬしたちに抗あらがうように身を揺ゆらし、その百足に似た無数の小さな身体を四方八方へ弾き飛ばしながら。

「だが伊織──おまえの霊たまが消えておらぬというのなら、蘇よみがえれ」

　胡汀の力を借りて、限界まで弦を引き絞り、矢を放つ。

　きらきらと、光の軌き跡せきを描えがいて矢が宙を駆けた。

　──大だい丈じよう夫ぶ、きっと大丈夫。私が蘇ったように、伊織だって闇をかきわけて戻もどってくる。

　ここで奇き蹟せきが起きなきゃ、とても釣つり合いなんて取れないじゃないか。

　ヒヒの面おもてに矢が突つき刺ささった瞬しゆん間かん、無数の断だん末まつ魔まが周囲に響き渡わたった。輝かがやく神力の矢に浄じよう化かされ、穢主が力を失ってただの穢れた澱に戻る。

　その澱が飛散し、豪ごう雨うのように滴った。

「うわっ、まずい！」

　慌あわてふためく穂野さんの声が聞こえた。でも心配はない。冷たい顔立ちのくせに本当は情の深い遠凪さんが術を使って、彼や洲す沙さを澱の雨から守ってくれている。

「あっ」

　最後に、ずるりと大きな黒い塊かたまりが地面に落下した。私は心から祈いのった。奇蹟が起きてほしい。

　見守る前で塊が変化する。澱に塗まみれているけれど、それは次し第だいに人の形を取った。

　やった。

　やったよね？

「伊織!!」

「待て、知夏」

　駆かけ寄る前に、胡汀にとめられた。やきもきしながら伊織を凝ぎよう視しする。

　うずくまっていた伊織の身体からだがぴくりと動いたのが見えた。

　頽くずおれそうになるくらいの大きな安あん堵どが胸を満たす。実際、胡汀に支えてもらっていなければ、その場に突っ伏ぷしてしまっていただろう。

「……蘇った」

　よかった、死んでない!!

　──もう、もうっ、心配させて！　本当にだめかと思ったんだから。でも私の緋ひ剣けんは全員、刺し激げき的で個性的で一ひと筋すじ縄なわではいかない曲くせ者もの揃ぞろいだ。ちょっとやそっとじゃ挫くじけないし勿もち論ろん負けたりもしないし、意地悪な運命だって飛び越える。それに伊織は誰より心の強い人だし！

　そう喜んだのもつかの間。

　ゆっくりと伊織が顔を上げる。

「……伊織？」

　なにかを言おうとしたらしい彼の口から、ごぽっと黒い澱が溢あふれた。

　目の前が一いつ瞬しゆん真っ白になる。これ……どういうこと？

　瞳どう孔こうも虹こう彩さいもない、黒々とした目。肩の半分は澱に溶とかされたように爛ただれていた。

　それになんだか、体つきもおかしい。やけに肩けん甲こう骨こつのあたりが盛り上がっている。人間からまるで、鬼おにに変化する途と中ちゆうのような。目を覆おおいたくなるような、歪ゆがんだ体型だ。

「伊織……私のこと、わかるよね？　ちゃんと身体も、戻るよね？」

　声が震えてしまった。伊織の瞳ひとみがぐるりと回って私を捉とらえる。

「さあ、疾とく疾く女め神がみの首を落とせ！」

　破は壊かいを免まぬかれた亭のそばへと避ひ難なんしていた俱く七な帝ていが突とつ然ぜん大声を上げた。

　途と端たん、伊織がけだもののように唸うなった。地面の至る所に飛び散っていた澱おりの雫しずくがそれに呼応し、ぴしゃんと一いつ斉せいに浮うき上がり、細く捩ねじれた。地から、たくさんの釘くぎが飛び出ているようだった。

「穢けがれ主ぬしが……」

　離はなれた場所にいる穂野さんが、怯おびえる洲す沙さを片かた腕うでで抱だきかかえ、もう一方で剣けんをかまえながら呟つぶやいた。

　地面から浮き上がって縄なわのように細く捩れていた黒い澱が、次の変化を見せる。黒い塊が伊織へと変わったように、この捩れた突とつ起き状の澱も、生き物めいた不気味な姿へと。

　突き出た腹に、ぎょろりとした目玉。般はん若にやのような顔。ざんばら髪がみ。角のある者、ない者。このあいだ屋根の上で目もく撃げきした疫えき神じんのような黒い鬼へと生まれ変わる。

「──違ちがう、こんなの、奇蹟じゃない……、望んでない……っ」

　りりり、と蟲むしの鳴く音が耳に響いた。鬼姿の穢主たちは、蟲に守られている俱七帝には近づこうとしなかった。

　穢主たちが熱心に見つめているのは、私たち。とりわけ、私を。

「いつくし乙女おとめ」

　錆さび付いた声で、伊織がそう言った。ゆっくりと持ち上げられた彼の腕うでには、へしゃげた隼はや鉄てつの剣。手と柄つかが同化しつつある。

「噓うそっ、こんなの、噓だ！　伊織、お願い、いつもみたいに優しくっ、はにかんでよ、お願いだから！」

　私は叫さけびながら、手を伸のばした。足ががくがくして動けない。胡こ汀ていもやっぱり、地面に縫ぬい付けられたように、動かない。

「殺さねば」

　低い声が聞こえた。伊織の声だった。私に向かって彼は獣けもののように大きく跳ちよう躍やくした。はっと息を吞のんだときにはもう、目の前まで迫せまっていた。

「伊織ぃ!!」

　胡汀が横から私の腕を摑つかみ、薙なぎ払はらうように突き飛ばした。それと同時に片手の剣で伊織の攻こう撃げきを受け止め、全身を使って押し戻す。渾こん身しんの力がこめられたその動作に押され、伊織の身体が吹ふき飛び、地面を転がった。でもその勢いを利用して俊しゆん敏びんに身を起こし、また飛びかかってくる。

「愚おろか者め、自我を失いやがって!!」

　胡汀は激しく罵ののしり、私を斬きり捨てようとする伊織の剣を再び防いだ。

　私は茫ぼう然ぜんとその場にへたり込んだ。伊織は本当に、私を殺そうとしている。

　彼の意思じゃない。完全に自我が取り込まれている。陽ひ女め神がみの首を落とすというその一念だけが、辛うじて残っている状態。

　神力の矢でも伊織の魂たましいを取り戻せなかったってことなの？

「だったら、伊織は……どうなるの？」

　力なく呟いた瞬間、大きく鼓こ動どうが跳はねた。知らず知らずのうちに顔が歪む。

「どうして？　どうして、こうなるの」

　目の前で、伊織が胡汀に剣を振ふるっている。いったい誰だれを斬ろうとしているのか、わかっていない様子だった。ただ、私を殺すのに邪じや魔まだから、苛いら立だっている。その怒いかりに満ちた猛もう撃げきに、胡汀は明らかに押されていた。

　相手が伊織だから手を抜ぬいているわけじゃない。純じゆん粋すいに、力量が違う。元々胡汀は剣よりも術を得意とするタイプだ。

　──噓でしょう？

　また失う。懲こりずに何度も、失い続ける。

　今は、どちらを？　押されている胡汀？　元に戻れない伊織？

「違う……、違う」

　片手で頭を押さえ、夢中で否定する。失うのは嫌いやだ、諦あきらめたりなんかしない。絶対に取り戻せる。

「知夏様、立って！」

　ふいに近くで穂野さんの怒ど鳴なり声が聞こえた。

　私は我に返り、転がっていた弓を手に取って慌てて身を起こした。

　すぐそばにまで、疫神に似た鬼形の穢けがれ主ぬしが数体迫ってきていた。まだ神力は私のなかに残っている。そうだ、諦めない！　気合いをこめて指先に神力を流し、光の矢を作り出す。

「近づかないでよ……！」

　矢を放ち、穢主を倒たおしたあとで、冷たい考えが脳のう裏りをかすめた。

　穂野さんも遠凪さんも、そして洲す沙さまでも獣形に変身して穢主と向き合っていた。

　私たちは、これを切り抜けられるんだろうか？

　胡こ汀ていは伊織の猛もう攻こうに押されて術を編み出す余よ裕ゆうもない。穂野さんたちや滸こ楽らくも目の前の穢主たちを倒すので精せい一いつ杯ぱい。私もだ。

　矢をつがえる手が震ふるえた。地面から飛び出る黒い捻ねじれ。また一体、新しい穢主が誕生した。

　穢主の数が、多すぎる……。

　倒したそばから別の穢主が出現する。

　きりがなかった。だんだんと、私たちは追いつめられている。気力の問題もあった。とくに穂野さんや胡汀は、この穢主を生み出したのが伊織だとわかっている。

「穂野！　知夏をここから逃にがせ!!」

　胡汀が苦しげな息の下、叫んだ。

　私は言葉なく首を振った。戦力的に劣おとる私が抜けただけでも、皆みんなの助かる確率がぐっと下がる。それに伊織が狙ねらっているのは私の首だ。どこに逃げてもきっとひたすら追ってくる。

　いっそ私が首を差し出せば争いは終わるんだろうか。一瞬そういう暗い誘ゆう惑わくに囚とらわれる。

　それを現実にすれば、俱く七な帝ていは嬉き々きとしながら胡汀や遠凪さんを殺し、滸こ楽らくを滅ほろぼしにかかる……。

「伊織、頼たのむから、戻もどれ!!」

　胡汀がこんなに声を振り絞しぼったことはない。それでも、伊織には届いていない。

　焦あせりが強まり、弓を持つ手が揺ゆれた。

「……！」

　狙いを外してしまう。くっつきそうなほど接近した穢主を、私は弓で思い切り殴なぐりつけた。穢主がわずかに身を揺らした隙すきに下がり、矢を放つ。

　なんとか切り抜けたけれど、手の震えは少しもとまらなかった。いつ壊こわれてもおかしくないほどどくどくと心臓が音を立てている。

　神力が鈍にぶってきているのもわかった。休まずに矢を作っているから、のぼせた状態になり、ふらつきそうだった。足に力を入れ、息を吐はく。汗あせで濡ぬれた手のひらを自分の衣ころもで拭ぬぐい、また弓をかまえる。倒しても倒しても、本当にきりがない。

　横手に迫った穢主を倒したあと、目の端はしに洲沙の様子が映った。私以上に疲ひ労ろうが激しいように見えた。人間より強きよう靭じんな身体からだを持つ滸楽とはいえ、洲沙はまだ十歳そこそこの少年だ。

　そばについて一いつ緒しよに戦ったほうがいい。

　そう考え、洲す沙さに近づこうとしたとき、穂野さんに腕を摑まれた。

「突とつ破ぱ口こうを開きます。知夏様はここからお逃げください」

「それよりも穂野さんが行って！　仲間を連れてきて！」

　一か八かで体力のある穂野さんに脱だつ出しゆつしてもらい、援えん軍ぐんを連れて来てもらったほうがいい。それまで私たちが殺されずにすめば。

「ですが知夏様──」

　にじり寄ってきた穢けがれ主ぬしを斬り捨てながら穂野さんが苦く渋じゆうの顔をした。ふと彼の視線が洲沙に向かい、凍こおり付く。洲沙は体力の限界だったのか、獣形を解いて少年姿に戻っている。

「洲沙」

　私の無意識の呟きに、穂野さんは大おお仰ぎように身を揺らした。

　穂野さんが私のほうに移動した結果、位置的に洲沙が少しだけ孤こ立りつする状態になったらしかった。他ほかの滸こ楽らくや胡こ汀ていたちは比ひ較かく的てき近くにいる。

　穢主たちが、やや洲沙のほうに集中し始めていた。一番弱い洲沙から仕留めようとしているのがわかり、胸に目一杯石を詰つめ込まれた気分になった。

　穂野さんが視線を洲沙から引き剝はがし、私の肩かたを強く摑んだ。

「この隙に、知夏様、俺と一緒に逃に……」

　洲沙を、見捨てて？　穂野さんを見上げ、言葉を失う。彼はその先の言葉を繫つなげず、血がにじむほど唇くちびるを嚙かみ締しめた。フワユル髪がみが、汗で額にはりついていた。

　二つの瞳ひとみは苦く悩のうできらきらと輝かがやいている。唇は乾かわききっていた。激しい疲労を伝えるように、肩が上下していた。私たちはつかの間、見つめ合った。

「……すみません」

「穂野さ……」

「すみませんすみません、どうかお許しを、知夏様」

　穂野さんは泣きそうな顔で私に深く頭を下げた。それから顔を上げる。覚かく悟ごを決めたその険しい表情。呼び止める間もなかった。放たれた弾だん丸がんのように彼は身を翻ひるがえし、駆かけ出した。

　今にも殺されそうな洲沙のほうへと。

「糞くそ餓が鬼きめ、勝手に死ぬな!!」

　洲沙に群がる穢主のなかに、穂野さんは無我夢中の様子で飛び込んだ。めちゃくちゃに斬り捨て、大きく口を開いた一体の穢主に飲み込まれかけていた洲沙の身体を引っ張り出す。

　私も我に返り、急いでそっちへと足を向けた。直後、前方を二体の穢主が塞ふさぐ。

「こんなときに……っ！」

　焦しよう燥そう感かんが募つのるあまり、息が荒あらくなった。狙いを定める必要があるため、その二体を弓矢で倒すのに手間取ってしまう。

　そのわずかな時間が、致ち命めい的てきな遅おくれになるなんて。

「ふわゆる!!」

　洲す沙さの悲鳴が耳に届いた。

　目に映るのは、穂野さんの手で地面に転がされた洲沙の姿。

　穂野さんの背中に、穢けがれ主ぬしが一体張り付いた。振り向き様に斬きり捨てるも、今度は正面から別の穢主に飛びつかれ、さらに頭上から飛びつかれ……。

「穂野さん!!」

　私は足をもつれさせながらも駆け寄った。

　早く早く。矢をつがえろ、私。あの穢主を穂野さんから引き剝がさないと。

　穂野さんががくっと地面に片かた膝ひざをつく。間に合え、早く、早く!!

　腕うでを伸のばす洲沙に、彼はとても優やさしく笑った。ひたひたと、深い慈しみだけが満ちた表情。眼差しは清流のように澄みきっている。私は全身が痺れた。早く、矢を──。

「しっかり生きろ、洲沙。美人と番つがえよ」

　洲沙が、ふわゆる、と叫さけんだ直後。

「穂──」

　微笑ほほえむ穂野さんの頭が穢主によって無造作に嚙みちぎられた。

　私が放った矢は、そのあとに穢主に突つき刺ささった。

　別の穢主が、彼の腕をもぎ取る。足を引きちぎる。そしてすべてが、黒い穢けがれのなかに。

「うわあああっ!!」

　絶ぜつ叫きようし、群がる穢主たちのほうへと夢中で這はい寄ろうとする洲沙に、私は飛びついた。

「あぁ!!　あああっ、あ……っ」

　言葉にならない悲鳴を上げ続ける洲沙の口を覆おおい、その小さな身体をぎゅうっと抱だきしめる。

　なにが起きたかよくわからない。なにを見てしまったんだろう？

　きっと幻まぼろしだ、そうに違ちがいない。

　心のなかで断言しても身体の震えはとまらないし、抱きしめる洲沙は正気を失ったように悲鳴を上げ続けているし、それから、それから……容よう赦しやなく穢主たちが近づいてくるし……。

　誰だれか、全部噓うそだと言って。

　ぼうっと辺りを見つめたとき、目の端にきらっと銀の光が映った。

「剣けん」

　穂野さんの握にぎっていた剣が、私の足元に転がっていた。

　澱おりに濡ぬれても輝きを失っていなかった。刃はこぼれもない。鋭するどく、強く、美しい剣だ。

　それを見た瞬しゆん間かん、腹部の奥から熱の塊かたまりが[image: 迸]ほとばしり、全身を満たした。自分の鼓こ動どうをはっきりと耳にした。どくどくと、力強く脈打っている。

　──俺は、あなたの剣だ。なにがあろうと、あなたのために振ふるわれる剣だ。

　以前にそう誓ちかった穂野さんは……『私の剣』は折れていない、まだこんなにもきらきらしく輝いている。

「戦わなきゃ」

　彼の剣に手を伸ばす。柄を握りしめると、心に火が灯った。

「洲す沙さ、しっかり！」

　呼びかけると、洲沙は叫ぶのをやめ、涙なみだに濡れたどこか虚うつろな瞳を私に向けた。

「私は戦う。最後まで、戦う。私は緋ひ宮みや。剣を握り、皆を守る」

　声高く誓い、目の前までにじり寄ってきた穢けがれ主ぬしを見上げる。穢主は大きく口を開いた。洞ほら穴あなのようだった。私たちを飲み込もうとしている。──でも、私は諦めない。抗い続ける。

　立ち上がり、穂野さんの剣で斬りつけようとしたときだ。

「──」

　ひゅっと、風を切る音。穢主の口から、矢が飛び出した。

「緋宮！」

　朝火さんの声が届いた。視線を巡めぐらせると、こっちに向かって司し狼ろうを走らせる彼の姿があった。穢主を貫つらぬいたのは、彼の矢だった。その後ろには、一いつ生しよう懸けん命めい飛び跳はねてくる兎うさぎたちの姿。兎と神がみ一族だ。そして茶系碁ご子こちゃんに乗ったみずの様も。

「清めよ、清めよ、水をもて」

　みずの様の号令に、兎神一族たちが散らばって、ゆらゆらと逆さに持った笠かさを揺らす。澱に汚よごれた地に水をまくと、穢主たちが突とつ然ぜん、もがき苦しみ始めた。

「──未み不ふ嶺ね!!　まれびとを討うて！」

　私たちの援軍が到とう着ちやくしたのを見て顔色を変えた俱く七な帝ていが、こっちへ司狼を走らせる。彼のそばにいた未不嶺さんも真っ青な顔で付き従った。

「歴を覆くつがえさせるものか……役立たずの穢主どもめ！　女め神がみを討ち、龍りゆう神じんを殺あやめねばならぬ!!」

　彼の言葉で、意識がやっと正常に働き始めた。

「伊織が私を殺し、その伊織を俱七帝が殺す……本当に香か気ざ根ね呪法を行おうとしているんだ」

　神世で龍神が陽ひ女め神がみを殺し、その龍神をことじろが討ったように。

　でも伊織はまだ胡こ汀ていと抗こう戦せんしている最中だ。

　それに待ち望んでいた援軍が来た。身体は小さくても柱神として数えられるみずの様が、穢主を祓はらい始めている。まだ、私たちの命の炎ほのおは消えていない。

「未不嶺、討て！」

　俱七帝の命を聞いた未不嶺さんが私の前に立った。

「殺せ!!」

　その声に押されるように、未不嶺さんは地面に片膝をついた。私を見つめる苦悩の瞳。次に穂野さんの剣を見つめ、強く瞼まぶたを閉とざす。迷い続ける悲しい人。

「選びなさい、未み不ふ嶺ね！　私の剣か、王の犬か!!」

　怒ど鳴なりつけた瞬間、未不嶺さんは素す早ばやく身を起こして自身の剣を振り上げた。

　彼が斬り捨てたのは、忍しのび寄ってきた穢けがれ主ぬしだった。

「未不嶺、おまえ──！」

　俱く七な帝ていは苛いら立だたしげに唇を歪ゆがめ、背に負っていた弓を手に取った。未不嶺さんに狙ねらいを定める。

　でも弓を引く前に、彼は司狼を止めて、ふと腕をおろした。

　獣けもの形がたに変じて、少し離はなれた場所で穢主を退治していた遠凪さんがこっちへ飛び込んできたからだ。遠凪さんは私たちをちらと見み遣やると、再び人の姿をまとった。

「けだものの王よ、女神を翻ほん弄ろうし、王座を狙うつもりか。過ぎた望みは滅ほろびを呼ぶぞ！」

「くだらぬ」

　俱七帝の罵ば声せいを、遠凪さんはややもつれた髪を億おつ劫くうそうにかきあげながら、一いつ蹴しゆうした。獣形に変じたときに、髪かみ飾かざりや花は取れてしまったらしかった。

「清姫、無事か」

　返事に躊躇ためらう。遠凪さんは俱七帝のことなんてもう眼中にもないという態度だ。

「……それは、あの奇き怪かいな髪の男の剣か？」

　遠凪さんの視線は、私が握っている穂野さんの剣に向かっていた。

「洲す沙さに渡わたしてもいいか」

　淡たん々たんとした声こわ音ねだったけれど、不器用な遠凪さんの精せい一いつ杯ぱいの弔とむらいなんだと気づいた。泣なき濡ぬれている洲沙に、形見としてあげたいと思ってくれたんだ。

　私は頷うなずき、剣を抱きしめた。きっと穂野さんも喜んでくれる。そうだよね？

「──おのれ滸こ楽らく、私に背を向けるのか」

　もう見ようともしない遠凪さんの様子に、俱七帝がかっと顔を赤くする。

　迷めい惑わくそうに、遠凪さんが振り向いた。

「うるさい。おまえに興味などない」

「世を乱し、王座の簒さん奪だつを企たくらんでおきながら、よくも」

　遠凪さんは鬱うつ陶とうしげに溜ため息いきを落とし、やっと身体からだごと俱七帝に向き直った。今度は私に背を向ける形になったので、遠凪さんが今どんな顔をしているのかわからなかった。

「なぜわたしが王座を求めねばならぬ。既すでにわたしは、滸楽の王だ」

「人にとってかわり、この幽ゆう玄げんの国を支配しようとした化け物が！」

「だから、くだらぬと」

　遠凪さんの声は、静かながらも思わず気け圧おされてしまう迫はく力りよくがあった。俱七帝が怯ひるんだように口を閉ざす。

「どうでもよい。我らが女を攫さらうのは種族の滅亡を防ぐためだ。土地などいらぬ。人は人として生きろ。我らは滸こ楽らくとして生きるのみ」

「……本心を言え！　私を──我らの一族を、怨うらみ抜ぬいているはずだ」

　俱く七な帝ていは顔を引きつらせて笑えみを作り、弓を構えた。

「だが今いま更さら、蒸む槻きを渡すものか。私こそが月神の末まつ裔えいであり、この世の王。今も昔も、歴は変わらぬ。変えはさせぬ」

　私はとっさに立ち上がり、遠凪さんの前に出た。

　俱七帝に向かって、弓を構える。

「清姫」

　驚おどろいたように遠凪さんが呼ぶ。

「……なんのつもりだ、知夏。私に矢を向けるのか」

「あなたが遠凪さんに矢を向けているからだよ」

「王たる私を、狙うのか。我ら日月の王。本来ならば、我らは一いつ対ついとなるはずではないか」

「知らない。私は定めじゃなくて自分の意思で選ぶ！　私は過去の神じゃない、遠凪さんも、洲す沙さも……ここにいる全員が！」

「……未み不ふ嶺ね、なにをしている。殺せ。その二人を殺してしまえ」

　視界の隅すみで、未不嶺さんが肩かたを揺ゆらしたのがわかった。

「私の緋ひ剣けんに、命令しないで」

　俱七帝ははっきりと顔を歪めた。引き下がるに引き下がれない心境なのか、私のほうに矢を向ける。私も、改めて俱七帝に狙いを定めた。王を、討ってみせる。

　そのときだった。ばさりと音を立てて、空中に銀の光をまとう鳥が突然出現した。普ふ通つうの鳥じゃない。術によるものだ。だけど誰だれが召しよう喚かんを？

「戻レ、俱七帝」

　その鳥はどこか金属的な声で告げると、大きく翼つばさをはためかせた。

　吹ふき飛ばされそうなほどの凄すさまじい突とつ風ぷうにあおられ、とっさに顔を庇かばう。髪かみがもつれ、衣ころもがはためく音がした。

　慌あわてて腕うでをおろしたときには、もう俱七帝の姿は影かげも形もなかった。銀の鳥も。

「今のは、いったい」

　遠凪さんは目を瞬またたかせ、戸と惑まどったように私を見下ろした。

　視線が交差したのはほんのわずかな時間だった。

「──!?」

　突然、なにかが真横に飛んでくる。どさっと音を立てて降りたものは──溶とけかけの羽根を生やした伊織だった。黒々とした闇やみのような目が、私を貫く。

「知夏、離れろ!!」

　胡こ汀ていがすぐさま駆かけ寄ってきて、私に飛びかかろうとしていた伊織の腕を断たち切った。

「伊……っ」

　それでもまだ伊織は動く。腕をなくしてもまだ、私を殺そうと。

　自分の手から弓が滑すべり落ちた。逃にげなきゃいけないのに伊織を見たら、もうだめだ。胸が震ふるえて、身体が動かない。

「なんて姿になってしまったの、伊織」

　盛り上がった肩からは骨の一部が飛び出している。足は逆方向に折れ曲がっていた。背骨も歪んでいる。

「この、馬ば鹿か……！」

　胡こ汀ていは荒あれた声を上げ、私を背に庇った。獣のように吠ほえて襲おそいかかってきた伊織に、隼はや鉄てつの剣けんを横に嚙かませて押し戻もどす。

　彼の口から滴したたる血は、澱おりの色だ。

　私はぼんやりと周囲を見回した。俱く七な帝ていが誰かの術によって行方ゆくえ知れずになったというだけで、状じよう況きようはなにも変わっていない。

　瘴しよう気きが満ちる暗い世界。溢あふれるほどの穢けがれ主ぬしの数。遠凪さんが獣姿に戻り、洲す沙さを守る。離れた場所では朝火さんが戦っている。未み不ふ嶺ねさんも私たちの背後を守るように、剣を閃ひらめかせる。

　なんだろう、この光景……。

「酷ひどい」

　言葉とともに涙なみだが頰ほおを転がり落ちた。抱かかえている穂野さんの剣に、涙が当たる。

「どこまで蒸む槻きは、残ざん酷こくになるの」

　蒸槻のあめつちは、どれほど抗あらがっても花神を自由にするつもりはないんだろうか。

「──泣かぬでおくれ、護女」

　足元から、寂さびしそうな声がした。見下ろすと、碁ご子こちゃんに乗ったみずの様がいた。

「お泣かせすまいと誓ちかったのだよ、護女」

　切なげな様子でそう告げる。

「みずの様……」

「うんうん、美しいひとよ。あと少しだけ、耐たえておくれ」

　どのくらい？　何人犠ぎ牲せいを出せば、あめつちは死の鎌かまをおさめてくれるの？

「水の神たる者が請こう。つちよ、おいで」

　みずの様は虚こ空くうへと袖そでを振ふり、優やさしく呼びかけた。祓はらうように、舞まうように。

「わらわら、おいで」

　かん、と力強い拍ひよう子し木ぎの音が響ひびく。

　ふと見回せば、兎と神がみたちが乾かん木ぼくを打ち鳴らし、あちこちで飛び跳はねたり沈しずんだりしている。それはいつかの儀ぎ式しきを思い起こさせた。剣けん士したちの舞いのようだった。

　巨きよ人じんが指先でつまんだかのように、私たちの後方の大地が山型にぼこりと盛り上がった。その部分が次し第だいに、顔の上半分のような形へと変わっていく。

　兜かぶとをかぶった巨きよ大だいな骸むくろ。見覚えがある。

「……土老人？」

　地の神様。みだりにお招きしてはいけない、大神。以前、この神様に種を渡したことがある。

　ずずっと音を立てて土老人が口元まで顔を出した。それだけで、周囲の大地に亀き裂れつが入り始める。

　土老人は様子を窺うかがうように、そこでとまった。ここが儀ぎの場じゃないせいなのか、それ以上は出現できないようだった。

『地は、ぬしとともにあり』

　骸の顔が、私を見る。

「あ、それ、前に……」

『悲の門くぐり、世を欲ほつせ』

　だんだんと土老人の顔が変わっていく。仰のけ反るように口の部分が大きくなっていく。

『人よ、欲せ。神よ、欲せ。ことごとに』

　土老人の顔は、黄土色の大きな鳥居へと変化した。不思議なことに、鳥居の奥は真っ暗だった。どうやら別の次元に通じているらしかった。

　そこから、ひゅうっと清風が吹いてくる。髪を軽く靡なびかせ、衣の裾を泳がせた。

　私は目を瞬かせた。乾木が鳴り響くなか、なにかが門をくぐってくる。

「あ……」

　まず現れたのは、不思議な人物だった。呪じゆ弦げん師しの冬とう円えんさんみたいな白い山やま伏ぶし衣装に頭ず巾きん、黒い仮面。目玉が大きく朱しゆ色いろで記されている。男か女かもわからない。

　その人物はちょっと振り向むき、手にしていた鈴すずを鳴らした。

　すると、門から賑にぎやかな行列がやってきた。扇おうぎを振り、袖を広げて騒さわぎ立てる奇き妙みような者たち。誰もがやっぱり、ひとつの目だけを朱色で描えがいた黒い仮面をつけている。

　その百ひやつ鬼き夜や行こうのような行列は、鈴を持つ山伏とは違ちがって色とりどりの派手な衣をまとっていた。暗く濁にごった大気のなかにいるせいか、なおさら目ま映ばゆい。箱から宝石がころころと転がってきたみたいだった。

　先頭付近にいる人の衣装、どこかで見た気がする。

　私は必死に記き憶おくを掘ほり起こした。花魁おいらんめいた華か麗れいな衣装だ。それに黒真しん珠じゆで飾かざった長い銀ぎん髪ぱつ。この、一人だけ妙みようにエロっちい雰ふん囲い気きって。

「え……蛇へび神がみの長さん!?」

　それだけじゃない。よく見ると、人間の体つきとは異なっている者もたくさんいた。

　仮面で顔はわからずとも、次に出て来たちんまりした集団は、きっと──。

「ときごえ様!!」

　まだまだ続く。怪あやしい一族がにゅるっと現れた。──和わ爾に族だ。

　皆みな自由気ままに、がやがやと騒ぎ、賑にぎ々にぎしく袖を振ったり扇を回しながらやってくる。

　彼らはその扇や、引きずるほど長い袖で、穢けがれ主ぬしたちを祓い始めた。ただし生きている者……私たちの姿は見えていないようだ。穢主だけを、やんやと賑やかに祓っていく。

　私は茫ぼう然ぜんと門を見た。白い装束の山伏は引いん率そつの先生のように皆を見守り、門の前で佇たたずんでいる。また、鈴を鳴らした。

　最後に門から出現したのは、伊織が変化していた龍りゆう神じんに少し似ている、大きなヒヒ百足むかで。

　私はそっちへ一歩、近づいた。

「果か食け食け様」

　宇う迦か迦か様と双ふた子ごの、龍りゆうの神だった。

　立ち尽つくす私の周りをかさかさと音を鳴らしながら巡めぐって、きょとりと見つめる。

『いつくし乙女おとめ。我らの伊織がおまえをお泣かせしたのか？』

　困ったような、穏おだやかな声に、鼻の奥がつんとした。勝手に涙が落ちてしまう。

　違うよ。でも伊織が苦しそうなの。

『泣くな、乙女。おまえが嘆なげけばきっと伊織もつらかろう』

　私は精せい一いつ杯ぱい微笑ほほえみ、果食食様のヒヒ顔を両手で撫なでた。







　あとがき







　こんにちは、糸森環です。皆みな様さま、お元気ですか。

　花神シリーズもいよいよ九巻目となりました。一巻からおよそ二年、あっという間のような、もっと前から書いていたような、不思議な気持ちです。

　皆様のおかげでここまで続けることができました。ありがとうございます。




　次の十巻で完結の予定です。書くのが楽しみでドキドキします。

　読んでくださる方にもドキドキハラハラと楽しんでいただけるよう、気合いを込めつつ盛り上げていきたいと思います！　糸森、燃え上がって灰になりたいと思います。




　嵐の前の静けさ的な八巻から続き、この九巻はラストスパートをかけた内容を目指してみました。書き上げるのに時間がかかった感かん慨がい深い巻でもあります。

　主人公知ち夏かにとって最後の試練なシーンが押し寄せます。

　懐かしい（？）キャラクターたちの名前もちらほらと出てきます。

　ちなみに今回、登場人物ズで楼台に集まる場面で、入れるかどうか迷ってカットしたやりとりがあります。

　ノミモノガカリの知夏がウェイトレスと化して、せっせと貴人や剣けん士したちの世話をするという。本領を発揮して激美味なノミモノを出す知夏。それに感激する藤ふじ郎ろう、歩く変態となって知夏を（給仕的な意味で）口説く。誤解して腹を立てる胡こ汀ていと遠とお凪なぎ……という他愛ない場面です。

　あと、知夏と朝あさ火ひのやりとり。人前ではＳでＭだけど二人きりになったら結構純真な朝火、給仕に忙しい知夏の後ろをぴよぴよとついて回り、さらにその後ろを洲す沙さがおずおずとついて回り、さらにその後ろを心配そうに穂ほ野のが……という場面でした。




　八巻で参考にした歴史や古典にちょっと触れましたが、ここでも少し。緋ひ宮みやと護剣士あたりは「八犬伝」の他に「竹取物語」の要素をほのかに取り入れています。龍りゆう神じんと星ほし神がみあたりは創造神話の他、中国神話を取り入れています。

　花神シリーズ全体の裏話等は最終巻で出来たらいいなと思います。




　最後に謝辞を。

　この巻の途と中ちゆうで担当者様がバトンタッチされました。

　二人の担当者様に心より感謝いたします。これまでご指導くださり、どうもありがとうございました＆これからどうぞよろしくお願いいたします。頑がん張ばりたいと思います。

　鳴海ゆき様。いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。今回のカバーも本当に華はなやかできれいです。ドラマチックな雰ふん囲い気きで高ぶりました。

　そして口絵！　あでやかカラーも素敵ですが、鳴海様のこういう優やさしく色が遊んでいるような、美び麗れいカラーも大変に大好きであります。シャボン玉のように繊せん細さいな色合いです！　線の柔らかさも本当に美しいです。キャラズの表情にも注目です。

　ビーンズ文庫編集部の皆様、デザイナーさん、営業さん、書店さん、お力ちから添ぞえくださったすべての方々に、厚くお礼申し上げます。巻を重ねる毎ごとに、皆様の支えがあって完成させることができていると感じております。サポートしてくれる家族にも感謝。

　本作をお手に取ってくださった読者様。どうもありがとうございます。

　誰だれかに読んでもらえるというのが、本にとって一番幸せなことだと思います。

　またお会いできますように。


糸森　環　　


















カバー・口絵・本文イラスト／鳴海ゆき

デザイン／アフターグロウ
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